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※変更する場合があります。
・本会議は原則として午前１０時に開かれます。
・９月定例会の請願・陳情の受付は８月２４日（木曜日）正午までです。
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本会議会議録 委員会会議録

　広報委員会も新体制でスタートしました。分かりやす
く、読みやすいように心がけました。今回は、新年度予
算、代表質問など内容が盛り沢山です。
　新型コロナウイルス感染症の分類が「５類」に引き下
げられました。感染防止策と社会経済活動の両立を目
指し、地域行事等も再開されています。議会でもコロナ
禍での経験を活かし、今後、様々な取り組みを検討して
いきます。　　　　　　　　　　　　　　　　（坂口）
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10万市民に議会を

9/1
・筑紫公平委員会委員の選任　白水 和幸氏（同意）
・筑紫野市監査委員の選任　　山本 加奈子氏（同意）
・教育委員会委員の任命　　　和田 法明氏（同意）
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令和５年９月定例会

議案の内容は、
市のホームページを
ご覧下さい。

市議会関係日程のお知らせ 6月定例会 審議結果
（６月９日～７月６日）

条　　例・・・・・・・１件（原案可決）

予算及び補正予算・・２件（原案可決）

人事案件・・・・・・・３件

■次回第202号は令和5年11月１日発行予定です。

広報委員会
原口　政信委 員 長

副委員長 前田　倫宏

委　　員

西村　和子・坂口　勝彦
段下季一郎・赤司　祥一

本会議と委員会の会議録閲覧はこちらから
※6月定例会会議録は8月下旬以降に閲覧可能となります。

（左から）
辻本美惠子議員、上村和男議員、赤司泰一議員

　第99回全国市議会議長会定期総会に
おいて、永年の議会活動を通じ、地方
自治と市政の発展に寄与された功績に
対し、市議会正副議長４年以上表彰と
して辻本美惠子議員が、議員20年以上
特別表彰として上村和男議員、赤司泰
一議員が受賞されました。

７月３日
正副議長４年以上表彰
議員20年以上特別表彰

 

 



令和６年４月に開設の予定だが、３歳児の受入れの
協定は取れるのか。
３歳児以降の引継ぎは、今年度開設した小規模２園
と同様、連携先の決定について積極的に支援を行う。

人が育まれ活躍できる、子育て・教育のまち
小規模保育施設整備
２６６２万円

議員

市

拡張して何人入れるようにするのか。増員で職員不
足は大丈夫なのか。
定員は２１５名。拡張面積は、これから協議を進め
ながら決めたい。職員数は、ＮＰＯ法人と協議し必
要に応じて増やしたい。

二日市東小児童クラブ室増築
４５３万円

議員

市

予期せぬ妊娠、母子家庭、ＤＶ、困窮する妊婦への
支援。出産前、産後支援の充実についてはどうか。
県が産前から利用できる委託先を設けており、本市
からも何件か利用している。産後は居住地によりケ
ース・バイ・ケースになる。
ＤＶで困っている方が、相談窓口を検索をしても相
談の電話番号しかない。ホームページに掲載できな
いか。
ＤＶに関する相談は男女共同推進センターで連携を
取ることが多い。子育て支援課ではしていないが内
部で検討したい。

母子生活支援施設事業
１３６２万円

議員

市

議員

市

県内無償化で利用者増と思っていたが、予算の算定
根拠は。
コロナ以前の分で５００人を見込んでいる。病児保
育事業を受けてくれる施設は限られており、伸びの
状況を見て必要があれば年度途中でも、小児医療機
関等に働きかけていく必要があると考えている。
広域化、近隣市町村との連携ができるという案内を
つくるのか。
県内無償化の部分と県内広域化と合わせて、ホーム
ページ、ＳＮＳ、その他チラシ等を作成し、周知を
図りたい。

病児保育事業
１３８６万円

議員

市

議員

市

アンケートは、どのような方に
郵送するのか。
スポーツに携わっている方、携
わっていない方、双方の意見を
聞くため、無作為に抽出をした
市民の方にアンケートを実施す
る。
ウェブアンケート実施の考えは。
できるだけ広範に調査ができる
ように考えているので、今後検
討していきたい。

市民がおりなすスポーツ・文化のまち
スポーツ推進計画策定
２５０万円

議員

市

議員
市

筑山中学校はどうなるのか。
公共施設のＬＥＤ化リース事業
があり、所管課と協議をしなが
ら、ＬＥＤが導入できるように
検討していきたいと考えている。

筑紫野中学校照明ＬＥＤ化
５６１９万円

議員
市

（指定管理料の中で）簡易な修
繕は、上限２００万円で十分か。
指定管理料が不足する場合の対
応について基本協定書を締結し
ており、協議をする機会がある。
農トレで扇風機が必要という場
合、スポーツ団体が直接、指定
管理者に要望をするのか。
熱中症対策に必要な備品につい
ては、教育委員会でも考えてい
た。購入を検討していきたい。

スポーツ施設等の管理運営
８１３５万円

議員

市

議員

市

351億円どう使うの？ 令和５年度 一般会計予算
予算審査常任委員会

　令和５年度一般会計予算の総額は、対前年度比19億9400万円（6.0%）増の351億3600万円です。
　この予算に対し、6月27日から29日までに、議員全員で構成される予算審査常任委員会で、７部門
26課から95項目について詳細な説明を受け、施政方針に掲げられた７つの政策分野の推進に向けて使
われる予算の内容・必要性など、多様な観点から審査を行いました。

全員一致

可決

トピックス（債務負担行為のページに…）
将来の支出として、児童福祉施設整備事業補助金２億６１８８万円を計上。
今年度公募して、令和６年度施設整備、令和７年度に新設予定である定員１５０人の認可保育所に係る施設整備の補助金。

歳入

使用料及び手数料
5億6216万6千円
1.6%

繰入金・繰越金
1億4521万7千円
0.4%

市税
140億8759万8千円
40.1%

扶助費
125億6839万6千円
35.8%

人件費
50億962万6千円
14.3%

その他
41億9283万円
11.9%

普通建設事業費など
17億6108万1千円　5.0%

補助費等
37億8907万8千円
10.8%

公債費
24億152万5千円
6.8%

物件費
54億1346万4千円
15.4%

義務的経費
199億7954万
7千円
56.9%

その他経費
133億9537万
2千円
38.1%

投資的経費
17億6108万1千円
5.0%

自主財源
164億
1405万円
46.7%

依存財源
187億
2195万円
53.3%

諸収入など
16億1906万9千円
4.6%

地方交付税
36億4961万1千円
10.4%

市債
4億5399万5千円
1.3%

国県支出金
116億5346万4千円
33.2%

地方譲与税、
各種交付金など
29億6488万円
8.4%

歳出

（2023年度） 
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市民の方が市外へ寄附される控
除額も増加傾向で、やはり寄附
金を増加していく対策しかない。
寄附金額増額に向けて、新たな
取り組みは。
趣旨に賛同し、返礼品を提供い
ただけるよう事業者相談会を開
き、返礼品として適した商品等
をつくり上げたい。

市民目線の行財政運営のまち
ふるさと応援寄附金納付事業
３億３６１９万円

議員

市

市内全体を指しているのか、一部
分をやるのか、事業内容の範囲は。
市内全域を予定している。各地域
の意見を伺って、市全域で最適な
形を導き出すよう進めていく。
本当に交通手段に困っている人
の声を集めきれるのか。市民と
の懇談会は、乗る人の声が集ま
る会にして頂きたい。
地域の実情を把握できるよう進
めたい。９月に開催すべきとい
う地域等があれば対応して、実
りある懇談会にしたい。

地域公共交通計画策定
１０１２万円

議員

市

議員

市

前年比1.55倍。他自治体も同
様に上がっているのか。
K市は2.6倍、O市が1.77倍、
Ｄ市が2倍と聞いている。
太陽光と蓄電池の併用も推進す
べきでは。
公共施設への設置は、試算をし
ながら検討していきたい。
環境配慮や災害対応として避難
所にもなるため、考えるべきで
は。
情報収集、各関係機関と協議の
上、進めていけたらと考える。

公共施設の電気料
２億９９９０万円

議員

市

議員

市

議員

市

対象が215か所ある。計画的な維持管理か。維持管
理の基準、要綱はあるのか。
今は計画的ではないが予防保全型に変える検討をして
いる。基準、要綱はないが、法令等に基づき対応。遊
具は年に１回、専門業者に発注して点検を行っている。
障がいを持った子どもも遊べるインクルーシブ遊具
についてどのように考えているのか。
できることは何かと考えていきたい。今、４つぐら
いブランコがあれば１つをバケット型に変えていこ
うと、課の中で話している。

トピックス（債務負担行為のページに…）
将来の支出として公共施設ＬＥＤ照明設備リース。期間が令和６年度から令和16年度で２億８５４８万円計上。脱炭
素化の促進と、電気料金の縮減を図るため、公共施設の照明器具をリース方式でＬＥＤ照明器具に更新するもの。

自然をまもり、未来を育むまち
公園維持管理事業
１億４８８９万円

議員

市

議員

市

前年比で403万円増えているが、根拠は。
既存予算に拡充分450基として増額した。
自治会の判断で、一括して取り替えたいという要望
に応じるべきでは。
地域から一括してＬＥＤ化の要望、補助申請があれ
ば、２分の１の補助を行う。

防犯灯補助
２７９９万円

1,958人の登録者のうち高齢者と障がい者の人数は。
要援護者として登録していただきたいが、声かけを
している対象者数は。
1,958人の登録者の方のうち高齢者の方が1,588
人、その他の方が370人。
要介護または要支援者、そして身体障害者手帳等を
所持している方、5,059人に通知を行っている。
コミュニティと協定を結びづらい、根本的な原因が
あると思う。そこを工夫していかないと、登録者数
は変わらないのでは。
理由は把握ができていないが、今後、どのような点
に不安を感じているのか丁寧に聞き取りながら、増
やしていけるようにメリットなど伝えていきたい。

≪委員長報告≫
　令和５年度予算は、令和４年度と比較して６％、約２０億円の増額予算となっており、増額の主な理由は、
介護給付費などの扶助費の増加であり、予算編成にあたっては、保育所におけるICT化の推進、スポーツ推
進計画の策定、小学校の増改築や中学校ナイター施設改修等の教育環境の整備、物価高騰下における事業者
支援など、第六次総合計画に掲げる目標、社会情勢の変化、そして昨年度の決算審査特別委員会の意見を踏
まえながら行っている、との説明を受けました。
　討論、採決を行う前に委員間討議を行い、１３人の委員から、３日間の集中審査を通して感じたことなど、
様々な意見が出され、活発な議論が行われました。
　そのうち１点目は、子育て支援について、待機児童ゼロを早期に実現すること。２点目は、地域公共交通
計画について、広く利用者の声を聞き、その意見を元に１０年先を見据えて議論を進めること。３点目は、
地域経済活性化に向けて、企業誘致の推進と、組織機構改革が必要であること。４点目は、教職員の不足に
ついて、中長期的な計画に沿った教職員配置が必要であり、一自治体だけの問題とせず、国や県に意見書や
要望書を提出すること。以上４点を重要課題として共通認識とすることを確認しました。

災害時等要援護者支援
４５万円

議員

市

議員

市

免許証を返納して頂こうと考えている対象人数は。
将来的な高齢者の移動手段をどのように考えてこの
事業を展開しているのか。
年間目標は示しにくい。これまで自動車を運転して
いた方に、乗り慣れていない公共交通機関を利用し
ていただくことにつなげたいという趣旨で取り組ん
でいる。

高齢者運転免許証自主返納等支援
４８０万円

議員
市
議員

市

議員

市

安全安心で快適な暮らしを支えるまち
これまでの実績、市内における
経済効果は。
３億円の商品券に20％のプレ
ミアムがつくことから３億
6000万円の経済効果がある。
今回、新たなキャッシュレス商
品券２億円ということで、今ま
での取り組みと違いがあるの
か。
今回の商品券は、キャッシュレ
スも紙も全て筑紫野市で使われ
るという違いがある。

多様な産業でにぎわうまち
地域活性化商品券補助事業

３２５０万円
議員

市

議員

市

幅広い工事が含まれている、市
内の事業者に限るという条件も
ある中で、市内の事業者で工事
可能な状況なのか。市内事業者
への説明が必要だと思うが。
周知については７月７日より、
ホームページ、ＬＩＮＥなどの
ＳＮＳ等で情報発信。８月１日
から受付を開始したい。商工会
や建設業協力会、土木協同組合、
管工事協同組合及び造園協力会
など各団体にも説明をし、業者
のほうに周知させて頂く。

住宅改修工事補助
１２００万円

議員

市

二日市温泉に対する不安をあお
るような報道もあったが、影響
を考慮されているのか。
二日市温泉全体では現時点の利
用客数は令和４年度を上回る状
況となっている。

入湯税　利用者の推移
３９６万円

議員

市

これまで魅力的な景品をと指摘
してきたが、今年度検討してい
ることは。
ヘルスアップ賞の追加やアプリ
登録の説明会を予定しており、
多くの方に参加して頂けるよう
努めたい。
福岡県健康アプリにイベントカレ
ンダーがあるが、ポイントをつけ
るなら、筑紫野市のイベントもあ
るとよい。検討しているか。
コミュニティ運営協議会の主催
事業もポイントをつけるよう調
整している。

支えあい暮らしによりそう健康福祉のまち
健康づくりポイント事業

４２万円
議員

市

議員

市

利用者が少なくなってきて、使
い勝手の面で検討しないと。新
たな仕組み、システムなど考え
ていく時期ではないか。
今年度は従来通りであるが、今
後、現在の機器に追加のサービ
スとして、見守りのセンサー、
協力員がいなくても駆けつけら
れる機能等拡充して対応したい。

緊急通報システム事業
３４２万円

議員

市

カミーリヤは健康づくりの拠点
で25年経過している。今後の
整備計画なり整備方針は。
通常の点検は、施設管理担当職
員が行っている。また、年１回
の定期点検や劣化調査は、健康
推進課の担当者が市のマニュア
ルに従って実施。施設の安全確
保が第一であるため、劣化の進
んだところから優先して修繕・
更新を行っていく。

総合保健福祉センター修繕事業
８９９２万円

議員

市
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市民の方が市外へ寄附される控
除額も増加傾向で、やはり寄附
金を増加していく対策しかない。
寄附金額増額に向けて、新たな
取り組みは。
趣旨に賛同し、返礼品を提供い
ただけるよう事業者相談会を開
き、返礼品として適した商品等
をつくり上げたい。

市民目線の行財政運営のまち
ふるさと応援寄附金納付事業
３億３６１９万円

議員

市

市内全体を指しているのか、一部
分をやるのか、事業内容の範囲は。
市内全域を予定している。各地域
の意見を伺って、市全域で最適な
形を導き出すよう進めていく。
本当に交通手段に困っている人
の声を集めきれるのか。市民と
の懇談会は、乗る人の声が集ま
る会にして頂きたい。
地域の実情を把握できるよう進
めたい。９月に開催すべきとい
う地域等があれば対応して、実
りある懇談会にしたい。

地域公共交通計画策定
１０１２万円

議員

市

議員

市

前年比1.55倍。他自治体も同
様に上がっているのか。
K市は2.6倍、O市が1.77倍、
Ｄ市が2倍と聞いている。
太陽光と蓄電池の併用も推進す
べきでは。
公共施設への設置は、試算をし
ながら検討していきたい。
環境配慮や災害対応として避難
所にもなるため、考えるべきで
は。
情報収集、各関係機関と協議の
上、進めていけたらと考える。

公共施設の電気料
２億９９９０万円

議員

市

議員

市

議員

市

対象が215か所ある。計画的な維持管理か。維持管
理の基準、要綱はあるのか。
今は計画的ではないが予防保全型に変える検討をして
いる。基準、要綱はないが、法令等に基づき対応。遊
具は年に１回、専門業者に発注して点検を行っている。
障がいを持った子どもも遊べるインクルーシブ遊具
についてどのように考えているのか。
できることは何かと考えていきたい。今、４つぐら
いブランコがあれば１つをバケット型に変えていこ
うと、課の中で話している。

トピックス（債務負担行為のページに…）
将来の支出として公共施設ＬＥＤ照明設備リース。期間が令和６年度から令和16年度で２億８５４８万円計上。脱炭
素化の促進と、電気料金の縮減を図るため、公共施設の照明器具をリース方式でＬＥＤ照明器具に更新するもの。

自然をまもり、未来を育むまち
公園維持管理事業
１億４８８９万円

議員

市

議員

市

前年比で403万円増えているが、根拠は。
既存予算に拡充分450基として増額した。
自治会の判断で、一括して取り替えたいという要望
に応じるべきでは。
地域から一括してＬＥＤ化の要望、補助申請があれ
ば、２分の１の補助を行う。

防犯灯補助
２７９９万円

1,958人の登録者のうち高齢者と障がい者の人数は。
要援護者として登録していただきたいが、声かけを
している対象者数は。
1,958人の登録者の方のうち高齢者の方が1,588
人、その他の方が370人。
要介護または要支援者、そして身体障害者手帳等を
所持している方、5,059人に通知を行っている。
コミュニティと協定を結びづらい、根本的な原因が
あると思う。そこを工夫していかないと、登録者数
は変わらないのでは。
理由は把握ができていないが、今後、どのような点
に不安を感じているのか丁寧に聞き取りながら、増
やしていけるようにメリットなど伝えていきたい。

≪委員長報告≫
　令和５年度予算は、令和４年度と比較して６％、約２０億円の増額予算となっており、増額の主な理由は、
介護給付費などの扶助費の増加であり、予算編成にあたっては、保育所におけるICT化の推進、スポーツ推
進計画の策定、小学校の増改築や中学校ナイター施設改修等の教育環境の整備、物価高騰下における事業者
支援など、第六次総合計画に掲げる目標、社会情勢の変化、そして昨年度の決算審査特別委員会の意見を踏
まえながら行っている、との説明を受けました。
　討論、採決を行う前に委員間討議を行い、１３人の委員から、３日間の集中審査を通して感じたことなど、
様々な意見が出され、活発な議論が行われました。
　そのうち１点目は、子育て支援について、待機児童ゼロを早期に実現すること。２点目は、地域公共交通
計画について、広く利用者の声を聞き、その意見を元に１０年先を見据えて議論を進めること。３点目は、
地域経済活性化に向けて、企業誘致の推進と、組織機構改革が必要であること。４点目は、教職員の不足に
ついて、中長期的な計画に沿った教職員配置が必要であり、一自治体だけの問題とせず、国や県に意見書や
要望書を提出すること。以上４点を重要課題として共通認識とすることを確認しました。

災害時等要援護者支援
４５万円

議員

市

議員

市

免許証を返納して頂こうと考えている対象人数は。
将来的な高齢者の移動手段をどのように考えてこの
事業を展開しているのか。
年間目標は示しにくい。これまで自動車を運転して
いた方に、乗り慣れていない公共交通機関を利用し
ていただくことにつなげたいという趣旨で取り組ん
でいる。

高齢者運転免許証自主返納等支援
４８０万円

議員
市
議員

市

議員

市

安全安心で快適な暮らしを支えるまち
これまでの実績、市内における
経済効果は。
３億円の商品券に20％のプレ
ミアムがつくことから３億
6000万円の経済効果がある。
今回、新たなキャッシュレス商
品券２億円ということで、今ま
での取り組みと違いがあるの
か。
今回の商品券は、キャッシュレ
スも紙も全て筑紫野市で使われ
るという違いがある。

多様な産業でにぎわうまち
地域活性化商品券補助事業

３２５０万円
議員

市

議員

市

幅広い工事が含まれている、市
内の事業者に限るという条件も
ある中で、市内の事業者で工事
可能な状況なのか。市内事業者
への説明が必要だと思うが。
周知については７月７日より、
ホームページ、ＬＩＮＥなどの
ＳＮＳ等で情報発信。８月１日
から受付を開始したい。商工会
や建設業協力会、土木協同組合、
管工事協同組合及び造園協力会
など各団体にも説明をし、業者
のほうに周知させて頂く。

住宅改修工事補助
１２００万円

議員

市

二日市温泉に対する不安をあお
るような報道もあったが、影響
を考慮されているのか。
二日市温泉全体では現時点の利
用客数は令和４年度を上回る状
況となっている。

入湯税　利用者の推移
３９６万円

議員

市

これまで魅力的な景品をと指摘
してきたが、今年度検討してい
ることは。
ヘルスアップ賞の追加やアプリ
登録の説明会を予定しており、
多くの方に参加して頂けるよう
努めたい。
福岡県健康アプリにイベントカレ
ンダーがあるが、ポイントをつけ
るなら、筑紫野市のイベントもあ
るとよい。検討しているか。
コミュニティ運営協議会の主催
事業もポイントをつけるよう調
整している。

支えあい暮らしによりそう健康福祉のまち
健康づくりポイント事業

４２万円
議員

市

議員

市

利用者が少なくなってきて、使
い勝手の面で検討しないと。新
たな仕組み、システムなど考え
ていく時期ではないか。
今年度は従来通りであるが、今
後、現在の機器に追加のサービ
スとして、見守りのセンサー、
協力員がいなくても駆けつけら
れる機能等拡充して対応したい。

緊急通報システム事業
３４２万円

議員

市

カミーリヤは健康づくりの拠点
で25年経過している。今後の
整備計画なり整備方針は。
通常の点検は、施設管理担当職
員が行っている。また、年１回
の定期点検や劣化調査は、健康
推進課の担当者が市のマニュア
ルに従って実施。施設の安全確
保が第一であるため、劣化の進
んだところから優先して修繕・
更新を行っていく。

総合保健福祉センター修繕事業
８９９２万円

議員

市
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け
報
道

所
管
事
務
調
査

概
要

調
査
の
目
的

所
管
事
務
報
告

い
じ
め
・
不
登
校
の
現
状
と
課
題

  

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の
配
置

所
管
事
務
調
査

　
現
状
と
検
討
課
題
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。

い
じ
め
を
見
逃
さ
な
い
取

り
組
み

○
令
和
４
年
度
の
学
年
別

い
じ
め
の
認
知
率
は
、
小

学
校
の
高
学
年
か
ら
中
学

校
に
か
け
て
減
少
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。

【
学
校
】

①
組
織
的
な
情
報
共
有
と

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の

活
用
。

②
各
学
校
の
「
学
校
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
に
基

づ
く
早
期
、
組
織
的
な
対

応
を
行
う
。

【
教
育
委
員
会
】

　
子
ど
も
達
の
成
長
・
発

達
を
支
え
る
と
い
う
考
え

方
を
研
修
の
中
で
繰
り
返

し
伝
え
て
い
く
。

不
登
校
を
生
ま
な
い
取
り

組
み

○
令
和
４
年
度
の
市
内
小

中
学
校
の
学
年
別
不
登
校

児
童
生
徒
は
、
学
年
が
上

が
る
に
つ
れ
て
不
登
校
の

数
が
増
え
て
い
る
。

【
学
校
】

①
前
年
度
の
不
登
校
及
び

兆
候
の
あ
る
児
童
生
徒
に

早
期
の
対
応
。

②
小
学
校
と
中
学
校
が
連

携
し
て
、
情
報
共
有
な
ど

を
し
て
い
く
。

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
不
登

校
予
防
診
断
チ
ェ
ッ
ク
を

全
校
で
実
施
。

④
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授

業
配
信
や
担
任
と
の
面
談

な
ど
、
児
童
生
徒
や
家
庭

の
状
況
に
応
じ
た
支
援
等

を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

【
教
育
委
員
会
】

①
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
１
名
か
ら
３

名
に
増
員
し
、
相
談
体
制

を
充
実
さ
せ
る
。

②
外
部
団
体
と
連
携
し
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援

を
し
て
い
く
。

　

不
登
校
に
つ
い
て

は
、
無
理
や
り
行
か
せ
る

こ
と
を
迷
う
保
護
者
が
い

る
が
、
何
か
で
き
る
こ
と

を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

国
も
、
教
育
機
会

確
保
法
で
、
こ
れ
ま
で
学

校
復
帰
を
目
指
し
た
支
援

と
し
て
い
た
も
の
を
、
社

会
的
に
自
立
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
支
援
へ
と
転
換

し
て
い
る
の
で
、
よ
く
踏

ま
え
、
本
人
、
家
族
、
保

護
者
の
願
い
に
沿
っ
た
支

援
に
し
て
い
く
。

概
要

位
置
づ
け

　地
域
学
校
協
働
活
動
推

進
員
は
、
地
域
社
会
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
に
よ
る

地
域
の
教
育
力
低
下
、
家

庭
の
孤
立
化
、
学
校
を
取

り
巻
く
問
題
の
複
雑
化
・

困
難
化
が
背
景
と
な
り
、

平
成
29
年
に
社
会
教
育
法

に
位
置
づ
け
ら
れ
、
教
育

委
員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。

目
的

①
学
校
と
地
域
と
で
地
域

課
題
等
を
共
有
し
、
課
題

解
決
に
向
け
た
実
働
が
で

き
る
体
制
を
構
築
。

②
地
域
人
材
の
協
力
に
よ

る
学
校
支
援
活
動
、
学
習

支
援
、
体
験
活
動
等
の
充

実
。

③
教
師
の
働
き
方
改
革
を

推
進
し
、
教
師
が
子
ど
も

と
向
き
合
う
時
間
を
確
保

す
る
こ
と
。

役
割

①
地
域
学
校
協
働
活
動
の

企
画
・
立
案
、
運
営
。

②
活
動
を
支
援
す
る
地
域

人
材
の
確
保
。
　

③
関
係
機
関
・
団
体
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
と
の
連
絡
調
整
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。

配
置

　
小
中
学
校
各
１
名
を
配

置
し
、
今
年
度
は
９
月
か

ら
７
校
で
実
施
を
予
定
し
、

ほ
か
９
校
は
、
令
和
６
年

度
の
配
置
に
向
け
て
調
整

を
進
め
て
い
る
。

複
雑
な
感
じ
が
す

る
。
グ
ル
ー
プ
や
団
体
が

本
当
に
う
ま
く
連
携
が
取

れ
る
の
か
。

勉
強
会
、
読
み
聞

か
せ
活
動
な
ど
は
、
地
域

の
方
と
学
校
が
連
携
し
て

取
り
組
み
、
調
整
を
さ
れ

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

途
絶
え
た
り
、
先
生
の
異

動
な
ど
で
継
続
で
き
て
い

な
い
。
継
続
的
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え

て
い
る
。

　
推
進
員
が
活
動
を
調
整

し
、
統
括
的
に
そ
の
活
動

を
見
守
る
役
割
を
担
う
こ

と
で
連
携
が
取
れ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

住民票の写し

印鑑登録証明書

所得課税証明書

総発行数

49,600枚

27,633枚

12,007枚

7,457枚

4,517枚

1,015枚

コンビニ交付
サービス発行数 発行割合

約15.0％
（R3年度 約7.4%）

約8.5％
（R3年度 約7.4%）

約16.3％
（R3年度 約7.4%）

マイナンバーカードの申請状況と交付状況（令和5年5月末）
申請件数：82,669件（約78.2％）　交付件数：75,553件（約71.5％）
住民票の写し等のコンビニ交付件数（令和4年度）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

情
報
の
ひ
も
づ
け
に
つ
い

て
、
問
題
発
生
が
報
道
さ

れ
て
い
る
た
め
、
本
市
は

問
題
な
い
か
を
確
認
し
ま

し
た
。

公
金
受
取
口
座
の

登
録
に
係
る
不
具
合
事
案

に
つ
い
て
本
市
は
ど
う
か
。

別
人
名
義
の
口
座

が
登
録
さ
れ
た
と
い
う
事

案
は
現
時
点
で
筑
紫
野
市

で
は
発
生
し
て
い
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
に
保
険
証
を
ひ
も
づ

け
さ
れ
て
な
い
方
は
ど
う

な
る
の
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
方
、

ひ
も
づ
け
し
て
な
い
方
は
、

資
格
確
認
書
の
発
行
を
現

在
国
が
検
討
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
発
行
（
申
請
）
は

強
制
さ
れ
る
か
。

現
時
点
で
義
務
づ

け
等
が
な
さ
れ
て
い
る
も

の
で
は
な
い
。

調
査
の
目
的

調
査
の
目
的

市役所郵便ポスト付近に
設置されたインターホン

議
員

市議
員市市 議

員

議
員市

議
員

議
員 市市

議
員市

市 議
員

市 議
員

市 議
員
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委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

全員一致

可決

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た

　コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
開
始

  

　　　
法
律
の
改
正
に
よ
り
、

本
年
５
月
11
日
か
ら
ア
ン

ド
ロ
イ
ド
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
機
能
が
搭
載
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
利
用
し
コ
ン
ビ
ニ
の

多
機
能
端
末
機
で
印
鑑
登

録
証
明
書
な
ど
の
証
明
書

を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

機
能
を
搭
載
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
も
証
明
書
を

取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
（
開
始
日
は
未
定

で
す
）

情
報
の
安
全
性
は

ど
う
や
っ
て
担
保
さ
れ
る

の
か
。

利
用
者
が
設
定
し

た
暗
証
番
号
の
入
力
か
、

生
体
認
証
が
必
要
と
な
る
。

開
始
日
が
未
定
だ

が
条
例
改
正
を
急
ぐ
理
由

は
何
か
。開

始
日
が
決
定
す

れ
ば
、
す
ぐ
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ

る
。

今
の
印
鑑
登
録
証

（
紙
の
カ
ー
ド
）
は
も
う

必
要
な
い
か
。

窓
口
で
申
請
を
す

る
た
め
に
は
、
印
鑑
登
録

証
が
必
要
と
な
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

ま
ご
こ
ろ
駐
車
場
へ
の

　
　
　
　
　
　イ
ン
タ
ー
ホ
ン
設
置

　
市
役
所
の
ま
ご
こ
ろ
駐

車
場
に
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を

設
置
し
ま
し
た
。
要
介
助

者
の
方
が
庁
舎
内
に
行
か

ず
に
用
件
を
伝
え
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
す
。
イ

ン
タ
ー
ホ
ン
は
守
衛
室
に

つ
な
が
り
ま
す
の
で
ご
用

件
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

そ
の
後
、
所
管
課
が
ま
ご

こ
ろ
駐
車
場
ま
で
伺
い
ま

す
。
平
日
は
８
時
半
か
ら

17
時
ま
で
、
土
曜
開
庁
日

は
９
時
か
ら
正
午
ま
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

い
つ
か
ら
運
用
を

開
始
し
て
い
る
の
か
。

本
年
６
月
５
日
か

ら
運
用
を
開
始
し
て
い

る
。

利
用
者
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
聞
い
た
か
。

市
民
の
方
か
ら
の

要
望
が
多
か
っ
た
た
め
、

内
部
で
検
討
し
イ
ン
タ
ー

ホ
ン
の
設
置
に
至
っ
た
。

所
管
事
務
報
告

筑
紫
野
市
印
鑑
条
例（
一
部
改
正
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

　
　
　
　
　
　
　
　ひ
も
づ
け
報
道

所
管
事
務
調
査

概
要

調
査
の
目
的

所
管
事
務
報
告

い
じ
め
・
不
登
校
の
現
状
と
課
題

  

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の
配
置

所
管
事
務
調
査

　
現
状
と
検
討
課
題
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。

い
じ
め
を
見
逃
さ
な
い
取

り
組
み

○
令
和
４
年
度
の
学
年
別

い
じ
め
の
認
知
率
は
、
小

学
校
の
高
学
年
か
ら
中
学

校
に
か
け
て
減
少
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。

【
学
校
】

①
組
織
的
な
情
報
共
有
と

い
じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の

活
用
。

②
各
学
校
の
「
学
校
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
」
に
基

づ
く
早
期
、
組
織
的
な
対

応
を
行
う
。

【
教
育
委
員
会
】

　
子
ど
も
達
の
成
長
・
発

達
を
支
え
る
と
い
う
考
え

方
を
研
修
の
中
で
繰
り
返

し
伝
え
て
い
く
。

不
登
校
を
生
ま
な
い
取
り

組
み

○
令
和
４
年
度
の
市
内
小

中
学
校
の
学
年
別
不
登
校

児
童
生
徒
は
、
学
年
が
上

が
る
に
つ
れ
て
不
登
校
の

数
が
増
え
て
い
る
。

【
学
校
】

①
前
年
度
の
不
登
校
及
び

兆
候
の
あ
る
児
童
生
徒
に

早
期
の
対
応
。

②
小
学
校
と
中
学
校
が
連

携
し
て
、
情
報
共
有
な
ど

を
し
て
い
く
。

③
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
不
登

校
予
防
診
断
チ
ェ
ッ
ク
を

全
校
で
実
施
。

④
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授

業
配
信
や
担
任
と
の
面
談

な
ど
、
児
童
生
徒
や
家
庭

の
状
況
に
応
じ
た
支
援
等

を
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

【
教
育
委
員
会
】

①
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
１
名
か
ら
３

名
に
増
員
し
、
相
談
体
制

を
充
実
さ
せ
る
。

②
外
部
団
体
と
連
携
し
、

不
登
校
児
童
生
徒
の
支
援

を
し
て
い
く
。

　

不
登
校
に
つ
い
て

は
、
無
理
や
り
行
か
せ
る

こ
と
を
迷
う
保
護
者
が
い

る
が
、
何
か
で
き
る
こ
と

を
考
え
ら
れ
な
い
か
。

国
も
、
教
育
機
会

確
保
法
で
、
こ
れ
ま
で
学

校
復
帰
を
目
指
し
た
支
援

と
し
て
い
た
も
の
を
、
社

会
的
に
自
立
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
支
援
へ
と
転
換

し
て
い
る
の
で
、
よ
く
踏

ま
え
、
本
人
、
家
族
、
保

護
者
の
願
い
に
沿
っ
た
支

援
に
し
て
い
く
。

概
要

位
置
づ
け

　地
域
学
校
協
働
活
動
推

進
員
は
、
地
域
社
会
の
つ

な
が
り
の
希
薄
化
に
よ
る

地
域
の
教
育
力
低
下
、
家

庭
の
孤
立
化
、
学
校
を
取

り
巻
く
問
題
の
複
雑
化
・

困
難
化
が
背
景
と
な
り
、

平
成
29
年
に
社
会
教
育
法

に
位
置
づ
け
ら
れ
、
教
育

委
員
会
が
委
嘱
し
ま
す
。

目
的

①
学
校
と
地
域
と
で
地
域

課
題
等
を
共
有
し
、
課
題

解
決
に
向
け
た
実
働
が
で

き
る
体
制
を
構
築
。

②
地
域
人
材
の
協
力
に
よ

る
学
校
支
援
活
動
、
学
習

支
援
、
体
験
活
動
等
の
充

実
。

③
教
師
の
働
き
方
改
革
を

推
進
し
、
教
師
が
子
ど
も

と
向
き
合
う
時
間
を
確
保

す
る
こ
と
。

役
割

①
地
域
学
校
協
働
活
動
の

企
画
・
立
案
、
運
営
。

②
活
動
を
支
援
す
る
地
域

人
材
の
確
保
。
　

③
関
係
機
関
・
団
体
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
と
の
連
絡
調
整
な

ど
を
想
定
し
て
い
る
。

配
置

　
小
中
学
校
各
１
名
を
配

置
し
、
今
年
度
は
９
月
か

ら
７
校
で
実
施
を
予
定
し
、

ほ
か
９
校
は
、
令
和
６
年

度
の
配
置
に
向
け
て
調
整

を
進
め
て
い
る
。

複
雑
な
感
じ
が
す

る
。
グ
ル
ー
プ
や
団
体
が

本
当
に
う
ま
く
連
携
が
取

れ
る
の
か
。

勉
強
会
、
読
み
聞

か
せ
活
動
な
ど
は
、
地
域

の
方
と
学
校
が
連
携
し
て

取
り
組
み
、
調
整
を
さ
れ

て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

途
絶
え
た
り
、
先
生
の
異

動
な
ど
で
継
続
で
き
て
い

な
い
。
継
続
的
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え

て
い
る
。

　
推
進
員
が
活
動
を
調
整

し
、
統
括
的
に
そ
の
活
動

を
見
守
る
役
割
を
担
う
こ

と
で
連
携
が
取
れ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

住民票の写し

印鑑登録証明書

所得課税証明書

総発行数

49,600枚

27,633枚

12,007枚

7,457枚

4,517枚

1,015枚

コンビニ交付
サービス発行数 発行割合

約15.0％
（R3年度 約7.4%）

約8.5％
（R3年度 約7.4%）

約16.3％
（R3年度 約7.4%）

マイナンバーカードの申請状況と交付状況（令和5年5月末）
申請件数：82,669件（約78.2％）　交付件数：75,553件（約71.5％）
住民票の写し等のコンビニ交付件数（令和4年度）

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

情
報
の
ひ
も
づ
け
に
つ
い

て
、
問
題
発
生
が
報
道
さ

れ
て
い
る
た
め
、
本
市
は

問
題
な
い
か
を
確
認
し
ま

し
た
。

公
金
受
取
口
座
の

登
録
に
係
る
不
具
合
事
案

に
つ
い
て
本
市
は
ど
う
か
。

別
人
名
義
の
口
座

が
登
録
さ
れ
た
と
い
う
事

案
は
現
時
点
で
筑
紫
野
市

で
は
発
生
し
て
い
な
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
に
保
険
証
を
ひ
も
づ

け
さ
れ
て
な
い
方
は
ど
う

な
る
の
か
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い
方
、

ひ
も
づ
け
し
て
な
い
方
は
、

資
格
確
認
書
の
発
行
を
現

在
国
が
検
討
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
発
行
（
申
請
）
は

強
制
さ
れ
る
か
。

現
時
点
で
義
務
づ

け
等
が
な
さ
れ
て
い
る
も

の
で
は
な
い
。

調
査
の
目
的

調
査
の
目
的

市役所郵便ポスト付近に
設置されたインターホン

議
員

市議
員市市 議

員

議
員市

議
員

議
員 市市

議
員市

市 議
員

市 議
員

市 議
員
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建設環境常任委員会

　　　 令和5年度

換地計画の個別説明

換地計画の縦覧・意見書受付

換地計画の認可申請

換地計画の認可【福岡県知事】

換地処分通知の発送

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

昨
年
は
筑
紫
野
市

制
施
行
50
周
年
を
迎
え
、

次
の
時
代
に
向
け
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。
一
つ
の

時
代
が
終
わ
り
、
次
の
50

年
に
向
け
て
の
新
し
い
時

代
に
向
け
た
歩
み
を
止
め

て
は
な
ら
な
い
。

　
平
井
市
長
は
先
人
市
長

の
方
々
の
思
い
を
受
け
て

市
政
発
展
の
た
め
、
大
き

な
心
を
以
て
市
政
に
取
り

組
ん
で
頂
き
た
い
と
願
う
。

　
再
度
、
市
政
運
営
に
つ

い
て
市
長
の
思
い
が
あ
れ

ば
述
べ
て
頂
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
か
ら
の
脱

却
や
次
元
の
異
な
る
少
子

化
対
策
、
行
政
手
続
き
の

デ
ジ
タ
ル
化
、
さ
ら
に
は

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
端
を
発
し
た
物

価
高
騰
な
ど
時
代
の
潮
流

と
趨
勢
は
大
変
厳
し
く
、

先
行
き
不
透
明
で
あ
る
が
、

先
人
の
思
い
を
受
け
継
ぎ

つ
つ
、
議
員
各
位
、
そ
し

て
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

不
易
流
行
の
精
神
を
も
っ

て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、

未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

具
体
的
な
子
育
て

支
援
及
び
教
育
の
充
実
を

ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

新
た
な
組
織
体
制
が
必
要

で
は
。

こ
ど
も
家
庭
庁
の

設
立
趣
旨
、
法
改
正
へ
の

対
応
や
新
た
な
事
業
の
実

施
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

今
後
の
組
織
機
構
へ
の
反

映
を
検
討
し
て
い
く
。

物
価
高
騰
に
よ
り
、

子
育
て
世
代
の
家
計
は
逼

迫
し
て
お
り
、
経
済
的
負

担
軽
減
と
な
る
第
二
子
以

降
の
保
育
料
、
児
童
生
徒

の
給
食
費
の
無
料
な
ど
子

育
て
支
援
策
が
必
要
で
は
。

国
・
県
に
お
け
る

子
育
て
支
援
策
の
内
容
や

他
自
治
体
の
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ

て
検
討
し
て
い
く
。

遊
び
場
や
学
習
支

援
、
食
事
の
提
供
、
相
談

支
援
な
ど
一
体
的
に
活
動

を
行
う
、
児
童
館
の
機
能

と
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
併
せ
持
つ

「
子
ど
も
館
」
な
ど
新
た

な
施
設
が
必
要
で
は
。

複
合
的
な
課
題
を

抱
え
る
家
庭
等
へ
の
支
援

の
一
環
と
し
て
、
先
行
自

治
体
の
事
例
を
も
と
に
、

本
市
の
実
情
に
あ
っ
た
取

り
組
み
と
な
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

新
た
に
公
募
さ
れ

る
小
規
模
保
育
事
業
所
１

園
（
定
員
19
人
）
と
認
可

保
育
所
１
園
（
定
員
１
５

０
人
）
の
整
備
量
で
解
消

で
き
る
見
込
み
な
の
か
。

　
ま
た
、
将
来
的
な
少
子

化
等
に
よ
る
利
用
者
減
の

影
響
も
考
え
る
が
、
公

立
・
私
立
保
育
園
の
運
営

も
含
め
、
そ
の
課
題
と
対

策
は
。

保
育
所
入
所
申
込

者
数
は
依
然
と
し
て
増
加

傾
向
で
あ
り
、
待
機
児
童

解
消
の
た
め
、
計
画
的
な

受
け
皿
整
備
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
今
後

の
少
子
化
に
よ
る
申
込
者

数
の
減
少
も
想
定
し
な
が

ら
、
地
域
の
現
状
を
踏
ま

え
た
保
育
体
制
の
検
討
を

進
め
て
い
く
。

新
た
に
他
の
学
区

へ
の
通
学
選
択
を
可
能
と

す
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導

入
な
ど
学
校
選
択
制
も
視

野
に
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

学
校
を
は
じ
め

地
域
や
保
護
者
に
十
分
な

ご
理
解
を
頂
く
必
要
が
あ

る
こ
と
や
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
子
ど
も
会
等
の

地
域
と
の
関
わ
り
が
希
薄

に
な
る
な
ど
課
題
も
あ
り
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な

ど
学
習
で
き
る
環
境
の
整

備
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等

と
の
連
携
な
ど
新
た
な
対

策
が
必
要
で
は
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
授
業
配
信
な
ど
の
Ｉ

横
尾 

秋
洋 

議
員

つ
く
し
野

施政方針を問う！代表
質問 　筑紫野市議会では、市長が施政方針（市政運営の基本的な方向性）を示す定例会で、

代表質問を行っています。各会派の代表が、市長の考えを質しました。

代
表
質
問

ただ

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像がご覧いただけます。
なお、本会議開催時には、生中継もご覧いただけます。

市
の
説
明

住
宅
改
修
工
事
補
助
金
の
対
象
拡
大
・

住
宅
性
能
向
上
改
修
に
も
新
た
な
補
助
金

  

　
住
宅
改
修
工
事
を
対
象

と
し
た
市
独
自
の
補
助
金

と
、
耐
震
改
修
工
事
を
対

象
と
し
て
国
費
・
県
費
を

活
用
し
た
補
助
金
を
交
付

し
て
き
ま
し
た
が
、
県
の

補
助
金
交
付
要
綱
改
正
に

伴
い
、
耐
震
改
修
工
事
に

併
せ
て
行
う
省
エ
ネ
改
修

工
事
が
追
加
さ
れ
、
木
造

戸
建
て
住
宅
性
能
向
上
改

修
工
事
補
助
金
交
付
要
綱

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
経
済
対
策
事
業
住
宅

改
修
補
助
金
は
対
象
工
事

を
追
加
す
る
等
の
内
容
を

見
直
し
改
正
さ
れ
ま
す
。

建
設
関
係
の
方
か

ら
、
制
度
は
知
っ
て
い
る

が
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
と

の
声
を
頂
い
て
い
る
の
で
、

チ
ラ
シ
を
作
っ
て
商
工
会

の
建
設
部
会
や
商
工
会
員

以
外
の
建
設
関
係
者
に
周

知
の
取
り
組
み
を
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

商
工
会
に
配
付
し
、

周
知
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

筑
紫
駅
西
口
土
地
区
画
整
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　事
業
の
状
況

  

〜
換
地
処
分
へ
向
け
た
準
備
が
進
む
〜

　
筑
紫
駅
西
口
地
区
で
の

良
好
な
市
街
地
形
成
を
目

的
と
し
た
市
施
行
の
土
地

区
画
整
理
事
業
で
す
。

　
令
和
５
年
３
月
末
に
す

べ
て
の
宅
地
造
成
工
事
と

道
路
新
設
工
事
が
完
了
し

た
こ
と
か
ら
、
換
地
処
分

に
向
け
た
準
備
が
進
ん
で

い
ま
す
。

所
管
事
務
報
告

所
管
事
務
報
告

ち
く
し
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

所
管
事
務
調
査

概
要

　
筑
紫
野
市
有
林
で
の
市

民
参
加
に
よ
る
「
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
の
周

知
と
、
よ
り
多
く
の
市
民

参
加
を
呼
び
か
け
る
た
め

に
、
現
状
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

森
林
整
備
作
業
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
水
を
育
む
森

林
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
平
成
14
年
「
ち

く
し
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
」
が
発
足
。

会
員
数
　
88
名

（
令
和
５
年
３
月
末
時
点
）

　
作
業
可
能
な
箇
所
が

年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
候
補
地
の
検
討
を
し

て
い
る
。

　
活
動
の
周
知
に
つ
い
て
、

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
）を
利
用
し
、
広
く

情
報
発
信
を
し
て
い
く
。

作
業
で
き
る
具
体

的
な
候
補
地
は
ど
う
い
う

と
こ
ろ
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

野
鳥
の
森
で
竹
藪

を
切
り
開
い
て
植
樹
で
き

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
他
に
個
人
が
持
っ
て
い

る
森
林
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
造
林
・
植
樹
が
で
き
る

か
ど
う
か
県
補
助
金
の
関

係
も
あ
る
の
で
県
と
相
談

し
検
討
し
て
い
る
。

調
査
の
目
的

今
後
の
展
望

委
員
会
で
の
質
疑

名　称 内　容

住宅性能向上改修工事
耐震改修工事、省エネ改修工事
※原則として両方の工事を行う必要
・建替え等に伴う除却工事

建築工事、土木工事、植栽工事等（耐
震補強、省エネ化、上下水道接続、給
排水設備・配管、太陽熱利用システ
ム、電気設備・配線、空調、換気、屋
根、外壁、内装、防犯、バリアフリー、
外構・エクステリア、緑化）

経済対策事業
住宅改修工事補助金

木造戸建て
住宅性能向上

改修工事等補助金

補助金額

工事費用の10%相当額、
上限10万円

◎ボランティア活動は
12月の枝打ちと3月の
植樹の年2回。
・作業回数：平成14年度
 から44回実施
・参加人数：延べ3,713名
・植林面積：延べ12.63ha
・植樹本数：延べ17,828本

耐　震：工事費用の60％相当額、
上限60万円
省エネ：工事費用の60％相当額、
上限20万円
除　却：工事費用の60%相当額、
上限60万円内容

市 議
員

市
長

議
員

議
員

市 議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

教
育
長

教
育
長

議
員

議
員

議
員

待
機
児
童
問
題

児
童
・
生
徒
の
増
加
対
策

不
登
校
問
題

こ
ど
も
家
庭
庁

子
育
て
支
援

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

本
市
を
取
り
巻
く

　
　
　社
会
情
勢

子
育
て
・

　教
育
の
ま
ち
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建設環境常任委員会

　　　 令和5年度

換地計画の個別説明

換地計画の縦覧・意見書受付

換地計画の認可申請

換地計画の認可【福岡県知事】

換地処分通知の発送

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

昨
年
は
筑
紫
野
市

制
施
行
50
周
年
を
迎
え
、

次
の
時
代
に
向
け
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
た
。
一
つ
の

時
代
が
終
わ
り
、
次
の
50

年
に
向
け
て
の
新
し
い
時

代
に
向
け
た
歩
み
を
止
め

て
は
な
ら
な
い
。

　
平
井
市
長
は
先
人
市
長

の
方
々
の
思
い
を
受
け
て

市
政
発
展
の
た
め
、
大
き

な
心
を
以
て
市
政
に
取
り

組
ん
で
頂
き
た
い
と
願
う
。

　
再
度
、
市
政
運
営
に
つ

い
て
市
長
の
思
い
が
あ
れ

ば
述
べ
て
頂
き
た
い
。

コ
ロ
ナ
か
ら
の
脱

却
や
次
元
の
異
な
る
少
子

化
対
策
、
行
政
手
続
き
の

デ
ジ
タ
ル
化
、
さ
ら
に
は

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
端
を
発
し
た
物

価
高
騰
な
ど
時
代
の
潮
流

と
趨
勢
は
大
変
厳
し
く
、

先
行
き
不
透
明
で
あ
る
が
、

先
人
の
思
い
を
受
け
継
ぎ

つ
つ
、
議
員
各
位
、
そ
し

て
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

不
易
流
行
の
精
神
を
も
っ

て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、

未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

具
体
的
な
子
育
て

支
援
及
び
教
育
の
充
実
を

ど
の
よ
う
に
図
る
の
か
。

新
た
な
組
織
体
制
が
必
要

で
は
。

こ
ど
も
家
庭
庁
の

設
立
趣
旨
、
法
改
正
へ
の

対
応
や
新
た
な
事
業
の
実

施
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
、

今
後
の
組
織
機
構
へ
の
反

映
を
検
討
し
て
い
く
。

物
価
高
騰
に
よ
り
、

子
育
て
世
代
の
家
計
は
逼

迫
し
て
お
り
、
経
済
的
負

担
軽
減
と
な
る
第
二
子
以

降
の
保
育
料
、
児
童
生
徒

の
給
食
費
の
無
料
な
ど
子

育
て
支
援
策
が
必
要
で
は
。

国
・
県
に
お
け
る

子
育
て
支
援
策
の
内
容
や

他
自
治
体
の
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ

て
検
討
し
て
い
く
。

遊
び
場
や
学
習
支

援
、
食
事
の
提
供
、
相
談

支
援
な
ど
一
体
的
に
活
動

を
行
う
、
児
童
館
の
機
能

と
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
併
せ
持
つ

「
子
ど
も
館
」
な
ど
新
た

な
施
設
が
必
要
で
は
。

複
合
的
な
課
題
を

抱
え
る
家
庭
等
へ
の
支
援

の
一
環
と
し
て
、
先
行
自

治
体
の
事
例
を
も
と
に
、

本
市
の
実
情
に
あ
っ
た
取

り
組
み
と
な
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

新
た
に
公
募
さ
れ

る
小
規
模
保
育
事
業
所
１

園
（
定
員
19
人
）
と
認
可

保
育
所
１
園
（
定
員
１
５

０
人
）
の
整
備
量
で
解
消

で
き
る
見
込
み
な
の
か
。

　
ま
た
、
将
来
的
な
少
子

化
等
に
よ
る
利
用
者
減
の

影
響
も
考
え
る
が
、
公

立
・
私
立
保
育
園
の
運
営

も
含
め
、
そ
の
課
題
と
対

策
は
。

保
育
所
入
所
申
込

者
数
は
依
然
と
し
て
増
加

傾
向
で
あ
り
、
待
機
児
童

解
消
の
た
め
、
計
画
的
な

受
け
皿
整
備
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。
ま
た
、
今
後

の
少
子
化
に
よ
る
申
込
者

数
の
減
少
も
想
定
し
な
が

ら
、
地
域
の
現
状
を
踏
ま

え
た
保
育
体
制
の
検
討
を

進
め
て
い
く
。

新
た
に
他
の
学
区

へ
の
通
学
選
択
を
可
能
と

す
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
導

入
な
ど
学
校
選
択
制
も
視

野
に
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

学
校
を
は
じ
め

地
域
や
保
護
者
に
十
分
な

ご
理
解
を
頂
く
必
要
が
あ

る
こ
と
や
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
子
ど
も
会
等
の

地
域
と
の
関
わ
り
が
希
薄

に
な
る
な
ど
課
題
も
あ
り
、

慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
な

ど
学
習
で
き
る
環
境
の
整

備
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等

と
の
連
携
な
ど
新
た
な
対

策
が
必
要
で
は
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
授
業
配
信
な
ど
の
Ｉ

横
尾 

秋
洋 

議
員

つ
く
し
野

施政方針を問う！代表
質問 　筑紫野市議会では、市長が施政方針（市政運営の基本的な方向性）を示す定例会で、

代表質問を行っています。各会派の代表が、市長の考えを質しました。

代
表
質
問

ただ

ＱＲコードをスマートフォンなどで読み取ると、録画映像がご覧いただけます。
なお、本会議開催時には、生中継もご覧いただけます。

市
の
説
明

住
宅
改
修
工
事
補
助
金
の
対
象
拡
大
・

住
宅
性
能
向
上
改
修
に
も
新
た
な
補
助
金

  

　
住
宅
改
修
工
事
を
対
象

と
し
た
市
独
自
の
補
助
金

と
、
耐
震
改
修
工
事
を
対

象
と
し
て
国
費
・
県
費
を

活
用
し
た
補
助
金
を
交
付

し
て
き
ま
し
た
が
、
県
の

補
助
金
交
付
要
綱
改
正
に

伴
い
、
耐
震
改
修
工
事
に

併
せ
て
行
う
省
エ
ネ
改
修

工
事
が
追
加
さ
れ
、
木
造

戸
建
て
住
宅
性
能
向
上
改

修
工
事
補
助
金
交
付
要
綱

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
経
済
対
策
事
業
住
宅

改
修
補
助
金
は
対
象
工
事

を
追
加
す
る
等
の
内
容
を

見
直
し
改
正
さ
れ
ま
す
。

建
設
関
係
の
方
か

ら
、
制
度
は
知
っ
て
い
る

が
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
と

の
声
を
頂
い
て
い
る
の
で
、

チ
ラ
シ
を
作
っ
て
商
工
会

の
建
設
部
会
や
商
工
会
員

以
外
の
建
設
関
係
者
に
周

知
の
取
り
組
み
を
し
て
み

て
は
ど
う
か
。

商
工
会
に
配
付
し
、

周
知
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

筑
紫
駅
西
口
土
地
区
画
整
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　事
業
の
状
況

  

〜
換
地
処
分
へ
向
け
た
準
備
が
進
む
〜

　
筑
紫
駅
西
口
地
区
で
の

良
好
な
市
街
地
形
成
を
目

的
と
し
た
市
施
行
の
土
地

区
画
整
理
事
業
で
す
。

　
令
和
５
年
３
月
末
に
す

べ
て
の
宅
地
造
成
工
事
と

道
路
新
設
工
事
が
完
了
し

た
こ
と
か
ら
、
換
地
処
分

に
向
け
た
準
備
が
進
ん
で

い
ま
す
。

所
管
事
務
報
告

所
管
事
務
報
告

ち
く
し
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

所
管
事
務
調
査

概
要

　
筑
紫
野
市
有
林
で
の
市

民
参
加
に
よ
る
「
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
の
周

知
と
、
よ
り
多
く
の
市
民

参
加
を
呼
び
か
け
る
た
め

に
、
現
状
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度

森
林
整
備
作
業
を
体
験
す

る
こ
と
で
、
水
を
育
む
森

林
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と

を
目
的
に
平
成
14
年
「
ち

く
し
の
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
」
が
発
足
。

会
員
数
　
88
名

（
令
和
５
年
３
月
末
時
点
）

　
作
業
可
能
な
箇
所
が

年
々
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
候
補
地
の
検
討
を
し

て
い
る
。

　
活
動
の
周
知
に
つ
い
て
、

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ほ
か
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ

ｏ
ｏ
ｋ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
、Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
）を
利
用
し
、
広
く

情
報
発
信
を
し
て
い
く
。

作
業
で
き
る
具
体

的
な
候
補
地
は
ど
う
い
う

と
こ
ろ
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

野
鳥
の
森
で
竹
藪

を
切
り
開
い
て
植
樹
で
き

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
他
に
個
人
が
持
っ
て
い

る
森
林
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
造
林
・
植
樹
が
で
き
る

か
ど
う
か
県
補
助
金
の
関

係
も
あ
る
の
で
県
と
相
談

し
検
討
し
て
い
る
。

調
査
の
目
的

今
後
の
展
望

委
員
会
で
の
質
疑

名　称 内　容

住宅性能向上改修工事
耐震改修工事、省エネ改修工事
※原則として両方の工事を行う必要
・建替え等に伴う除却工事

建築工事、土木工事、植栽工事等（耐
震補強、省エネ化、上下水道接続、給
排水設備・配管、太陽熱利用システ
ム、電気設備・配線、空調、換気、屋
根、外壁、内装、防犯、バリアフリー、
外構・エクステリア、緑化）

経済対策事業
住宅改修工事補助金

木造戸建て
住宅性能向上

改修工事等補助金

補助金額

工事費用の10%相当額、
上限10万円

◎ボランティア活動は
12月の枝打ちと3月の
植樹の年2回。
・作業回数：平成14年度
 から44回実施
・参加人数：延べ3,713名
・植林面積：延べ12.63ha
・植樹本数：延べ17,828本

耐　震：工事費用の60％相当額、
上限60万円
省エネ：工事費用の60％相当額、
上限20万円
除　却：工事費用の60%相当額、
上限60万円内容

市 議
員

市
長

議
員

議
員

市 議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

教
育
長

教
育
長

議
員

議
員

議
員

待
機
児
童
問
題

児
童
・
生
徒
の
増
加
対
策

不
登
校
問
題

こ
ど
も
家
庭
庁

子
育
て
支
援

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

本
市
を
取
り
巻
く

　
　
　社
会
情
勢

子
育
て
・

　教
育
の
ま
ち
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Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
し

た
支
援
を
更
に
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
大
学
や
支
援

団
体
と
必
要
に
応
じ
て
連

携
を
図
っ
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち

筑
紫
野
を
目
指
す
た
め
の

構
想
は
。
ま
た
、
市
民
ニ

ー
ズ
が
高
い
総
合
体
育
館
、

硬
式
野
球
場
、
市
民
プ
ー

ル
等
の
新
設
の
考
え
は
。

新
設
を
要
望
す
る

ご
意
見
も
頂
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
在
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
関
す
る
計
画

の
策
定
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
ま
ず
施
設
の

現
状
や
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

調
査
・
分
析
し
、
今
後
の

方
向
性
を
定
め
、
必
要
な

施
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

近
隣
自
治
体
や
関

係
団
体
と
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
連
携
を
し
て
い
く

構
想
が
あ
る
の
か
。

本
年
は
、
構
成

文
化
財
の
一
つ
で
も
あ
る

宝
満
山
が
国
史
跡
指
定
10

年
目
の
年
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
太
宰
府
市
を
は
じ

め
、
太
宰
府
天
満
宮
、
竈

門
神
社
等
と
も
情
報
共
有

を
行
い
、
相
乗
効
果
を
生

み
出
す
よ
う
な
事
業
を
計

画
し
て
い
る
。
今
後
も
、

構
成
自
治
体
や
関
係
団
体

等
と
更
な
る
連
携
を
図
り
、

引
き
続
き
、
情
報
発
信
や

そ
の
活
用
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

気
候
変
動
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止

は
世
界
中
の
課
題
で
あ
る
。

国
の
目
指
す
姿
と
第
三
次

環
境
基
本
計
画
と
の
整
合

性
は
と
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
国
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
目
標
で
、
国
と
市

で
は
乖
離
が
見
受
け
ら
れ

る
が
、
そ
の
理
由
は
。

国
と
本
市
の
計
画

策
定
時
期
の
違
い
に
よ
り

生
じ
て
い
る
の
で
、
計
画

の
見
直
し
を
行
う
際
に
整

合
が
取
れ
る
よ
う
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
う
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、

物
価
の
高
騰
な
ど
、
そ
の

影
響
は
地
域
経
済
や
市
民

生
活
に
及
ん
で
い
る
。
本

年
３
月
議
会
に
お
い
て
、

「
地
域
経
済
活
性
化
施
策

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
」
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
意
見
書
が
こ
の
施
政

方
針
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
、
今
後
の
施
策
と
し

て
反
映
し
て
い
く
の
か
。

物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
ら
れ
た
温
泉
施
設

等
事
業
者
の
経
営
支
援
や
、

地
元
経
済
の
活
性
化
及
び

家
計
の
負
担
軽
減
な
ど
を

目
的
と
し
た
地
域
活
性
化

商
品
券
の
拡
充
の
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
市
民
の
暮
ら
し
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
意
見
書

の
内
容
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
よ
り
一
層
地
域
経
済

の
活
性
化
に
努
め
て
い
く
。

観
光
入
込
客
数
及

び
消
費
額
、
温
泉
入
込
客

数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和

２
年
か
ら
激
減
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
低
迷
し
た
観
光
産

業
の
回
復
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
二
日
市
温
泉
や

天
拝
山
、
武
蔵
寺
な
ど
多

数
の
観
光
資
源
が
あ
る
が
、

こ
の
資
源
を
活
か
し
た
観

光
施
策
を
今
後
ど
の
よ
う

に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

歴
史
の
深
い
二
日

市
温
泉
や
天
拝
山
な
ど
魅

力
的
な
観
光
資
源
が
点
在

し
て
お
り
、
交
通
ア
ク
セ

ス
の
向
上
な
ど
で
回
遊
性

を
高
め
つ
つ
、
観
光
協
会

等
と
連
携
し
た
誘
客
を
図

る
取
り
組
み
を
行
い
、
さ

ら
に
市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
様
々

な
媒
体
で
適
時
、
効
果
的

な
観
光
情
報
を
発
信
す
る

こ
と
で
、
恒
常
的
に
本
市

で
の
観
光
を
楽
し
ん
で
頂

け
る
よ
う
、
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
農
業
者
は

地
元
で
採
れ
た
米
や
野
菜

が
地
元
で
消
費
さ
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
。
学
校

給
食
や
保
育
所
等
で
の
消

費
量
が
増
え
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
が
、
更

な
る
地
産
地
消
の
取
り
組

み
が
必
要
で
は
。

今
後
も
、
福
岡
県

や
Ｊ
Ａ
筑
紫
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
を
深
め
、
新

た
な
消
費
に
繋
が
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

従
来
の
支
援
や
助

成
の
方
法
で
は
固
体
数
削

減
は
無
理
で
あ
る
と
思
う
。

任
用
職
員
に
よ
る
専
従
班

の
配
置
で
駆
除
活
動
や
殺

処
分
後
の
処
理
の
支
援
等

を
行
っ
て
い
る
武
雄
市
や

平
戸
市
の
よ
う
に
市
が
積

極
的
に
リ
ー
ド
し
、
地
元

関
係
者
を
巻
き
込
ん
だ
共

同
作
業
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
駆
除
活
動
の
支

援
、
わ
な
猟
免
許
の
取
得

費
の
助
成
で
解
決
が
図
ら

れ
る
の
か
。

今
後
も
継
続
的
な

成
果
が
上
が
る
よ
う
、
鳥

獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

侵
入
防
止
柵
の
維
持
管
理

や
草
刈
り
に
よ
る
緩
衝
帯

整
備
を
行
う
と
い
っ
た
地

つくし野 つくし野
域
で
の
対
策
の
周
知
を
含

め
、
進
め
て
い
く
。

肥
料
が
高
騰
し
、

米
麦
農
家
も
苦
し
い
経
営

状
態
で
あ
り
、
支
援
を
強

く
切
望
さ
れ
て
い
る
。
飼

料
価
格
の
高
騰
対
策
で
畜

産
農
家
へ
の
支
援
と
、
米

麦
農
家
に
対
す
る
支
援
の

考
え
は
。今

後
も
、
国
、
県

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

市
と
し
て
必
要
な
支
援
を

進
め
て
い
く
。

Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使

し
、
農
作
業
の
効
率
化
を

図
る
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の

取
り
組
み
は
、
こ
れ
か
ら

重
要
性
が
増
し
て
く
る
と

考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に

対
す
る
支
援
は
。

高
齢
化
に
よ
る
担

い
手
不
足
が
深
刻
化
す
る

中
で
、
重
要
と
な
る
技
術

的
な
取
り
組
み
と
考
え
、

国
、
県
の
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
構
築
の
進
捗
状
況

と
、
今
後
の
課
題
は
。

地
域
の
学
習
会
な

ど
を
通
じ
、
生
活
支
援
や

介
護
予
防
へ
の
理
解
が
深

ま
り
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
る
。
ま
た
、
今
後
の
課

題
は
、
生
活
支
援
の
仕
組

み
づ
く
り
に
お
け
る
担
い

手
の
育
成
で
あ
る
と
捉
え

て
お
り
、
学
習
会
な
ど
を

通
じ
た
人
材
の
掘
り
起
こ

し
や
支
援
策
の
充
実
に
努

め
て
い
る
。

第
３
期
障
が
い
者

福
祉
長
期
行
動
計
画
と
次

期
計
画
の
策
定
に
関
し
、

こ
れ
ま
で
の
課
題
と
次
期

計
画
の
策
定
方
針
は
。

現
行
計
画
の
進
捗

状
況
や
実
態
調
査
等
に
よ

り
、
相
談
支
援
や
情
報
提

供
の
拡
充
が
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
合
わ
せ
、
国
・
県
の

動
き
や
附
属
機
関
等
の
意

見
を
踏
ま
え
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
、
障

が
い
者
の
自
立
と
社
会
参

加
の
支
援
を
基
本
方
針
と

し
て
、
次
期
計
画
を
策
定

し
て
い
く
。

昨
年
、
県
議
会
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
全
国

一
交
通
事
故
が
多
い
国
道

３
号
バ
イ
パ
ス
の
針
摺
交

差
点
対
策
及
び
、
君
畑
・

高
雄
交
差
点
渋
滞
解
消
対

策
の
考
え
は
。

現
在
、
針
摺
交
差

点
に
つ
い
て
、
国
、
県
及

び
警
察
と
安
全
対
策
検
討

会
を
立
ち
上
げ
協
議
を
進

め
て
い
る
。
君
畑
・
高
雄

交
差
点
に
つ
い
て
も
交
通

渋
滞
の
現
状
を
認
識
し
て

お
り
、
機
会
を
見
て
国
、

県
へ
申
し
伝
え
て
い
く
。

市
に
「
国
道
３
号

バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
の
道

路
整
備
等
を
求
め
る
」
要

望
書
が
提
出
さ
れ
、
３
月

定
例
会
に
お
い
て
、
請
願

書
が
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
た
。
市
と
し
て
の
事
故

防
止
対
策
の
考
え
は
。

市
と
し
て
も
地
域

住
民
の
皆
様
方
の
思
い
と

願
い
は
十
分
理
解
し
て
い

る
。
本
件
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
課
題

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重

に
事
故
防
止
対
策
を
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

道
路
整
備
に
つ
い

て
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

現
時
点
で
未
買
収

地
が
数
件
あ
る
が
、
そ
の

解
決
に
向
け
粛
々
と
進
め

て
頂
い
て
お
り
、
市
と
し

て
も
早
期
開
通
を
目
指
し
、

県
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
く
。

防
犯
や
防
災
、
交

通
、
市
街
地
整
備
に
関
し
、

基
本
姿
勢
に
つ
い
て
の
方

向
性
及
び
都
市
基
盤
整
備

の
具
体
的
な
内
容
は
。

こ
れ
ま
で
以
上
に

多
く
の
方
々
か
ら
住
み
た

い
と
選
ん
で
い
た
だ
け
る

街
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

本
市
の
総
合
計
画
や
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

基
調
と
し
な
が
ら
、
ま

ち
・
移
動
・
住
宅
・
産

業
・
自
然
・
暮
ら
し
の
各

視
点
を
も
っ
て
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。警

固
断
層
帯
に
起

因
す
る
地
震
に
よ
る
被
害

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
今

後
の
地
震
対
策
の
課
題
と

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

市
民
の
皆
さ
ま
の

防
災
意
識
の
向
上
に
係
る

啓
発
に
継
続
し
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
自
主
防
災

組
織
の
体
制
づ
く
り
の
支

援
や
指
定
避
難
所
、
備
蓄

資
機
材
の
整
備
な
ど
に
努

め
て
い
く
。

市
長

教
育
長

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

ス
ポ
ー
ツ
・

　文
化
の
ま
ち

自
然
を
ま
も
り

未
来
を
育
む
ま
ち

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

日
本
遺
産
『
西
の
都
』

　
　
　
の
構
成
文
化
財

脱
炭
素
社
会

産
業
で

　賑
わ
う
ま
ち

地
域
経
済
活
性
化

観
光
資
源
の
活
用

地
産
地
消

有
害
鳥
獣
対
策

ス
マ
ー
ト
農
業

飼
料
・
肥
料
価
格
の

　
　
　
　
　
　
　
高
騰

（
仮
称
）筑
紫
野
イ
ン
タ
ー

線
及
び
山
口
・
原
田
線

高
齢
者
福
祉

国
道
３
号
バ
イ
パ
ス

障
が
い
者
福
祉

市
街
地
整
備

災
害
対
策

健
康
・

　福
祉
の
ま
ち

安
全
・

　安
心
の
ま
ち
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Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
し

た
支
援
を
更
に
進
め
て
い

く
。
ま
た
、
大
学
や
支
援

団
体
と
必
要
に
応
じ
て
連

携
を
図
っ
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち

筑
紫
野
を
目
指
す
た
め
の

構
想
は
。
ま
た
、
市
民
ニ

ー
ズ
が
高
い
総
合
体
育
館
、

硬
式
野
球
場
、
市
民
プ
ー

ル
等
の
新
設
の
考
え
は
。

新
設
を
要
望
す
る

ご
意
見
も
頂
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
在
、
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
関
す
る
計
画

の
策
定
を
検
討
し
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
ま
ず
施
設
の

現
状
や
市
民
の
ニ
ー
ズ
を

調
査
・
分
析
し
、
今
後
の

方
向
性
を
定
め
、
必
要
な

施
策
を
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

近
隣
自
治
体
や
関

係
団
体
と
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
連
携
を
し
て
い
く

構
想
が
あ
る
の
か
。

本
年
は
、
構
成

文
化
財
の
一
つ
で
も
あ
る

宝
満
山
が
国
史
跡
指
定
10

年
目
の
年
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
太
宰
府
市
を
は
じ

め
、
太
宰
府
天
満
宮
、
竈

門
神
社
等
と
も
情
報
共
有

を
行
い
、
相
乗
効
果
を
生

み
出
す
よ
う
な
事
業
を
計

画
し
て
い
る
。
今
後
も
、

構
成
自
治
体
や
関
係
団
体

等
と
更
な
る
連
携
を
図
り
、

引
き
続
き
、
情
報
発
信
や

そ
の
活
用
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

気
候
変
動
、
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関

し
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

に
よ
る
地
球
温
暖
化
防
止

は
世
界
中
の
課
題
で
あ
る
。

国
の
目
指
す
姿
と
第
三
次

環
境
基
本
計
画
と
の
整
合

性
は
と
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
国
の
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
目
標
で
、
国
と
市

で
は
乖
離
が
見
受
け
ら
れ

る
が
、
そ
の
理
由
は
。

国
と
本
市
の
計
画

策
定
時
期
の
違
い
に
よ
り

生
じ
て
い
る
の
で
、
計
画

の
見
直
し
を
行
う
際
に
整

合
が
取
れ
る
よ
う
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
う
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
、

物
価
の
高
騰
な
ど
、
そ
の

影
響
は
地
域
経
済
や
市
民

生
活
に
及
ん
で
い
る
。
本

年
３
月
議
会
に
お
い
て
、

「
地
域
経
済
活
性
化
施
策

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
」
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
意
見
書
が
こ
の
施
政

方
針
に
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
れ
、
今
後
の
施
策
と
し

て
反
映
し
て
い
く
の
か
。

物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
ら
れ
た
温
泉
施
設

等
事
業
者
の
経
営
支
援
や
、

地
元
経
済
の
活
性
化
及
び

家
計
の
負
担
軽
減
な
ど
を

目
的
と
し
た
地
域
活
性
化

商
品
券
の
拡
充
の
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
市
民
の
暮
ら
し
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
意
見
書

の
内
容
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
よ
り
一
層
地
域
経
済

の
活
性
化
に
努
め
て
い
く
。

観
光
入
込
客
数
及

び
消
費
額
、
温
泉
入
込
客

数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
令
和

２
年
か
ら
激
減
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
低
迷
し
た
観
光
産

業
の
回
復
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
二
日
市
温
泉
や

天
拝
山
、
武
蔵
寺
な
ど
多

数
の
観
光
資
源
が
あ
る
が
、

こ
の
資
源
を
活
か
し
た
観

光
施
策
を
今
後
ど
の
よ
う

に
展
開
し
て
い
く
の
か
。

歴
史
の
深
い
二
日

市
温
泉
や
天
拝
山
な
ど
魅

力
的
な
観
光
資
源
が
点
在

し
て
お
り
、
交
通
ア
ク
セ

ス
の
向
上
な
ど
で
回
遊
性

を
高
め
つ
つ
、
観
光
協
会

等
と
連
携
し
た
誘
客
を
図

る
取
り
組
み
を
行
い
、
さ

ら
に
市
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
様
々

な
媒
体
で
適
時
、
効
果
的

な
観
光
情
報
を
発
信
す
る

こ
と
で
、
恒
常
的
に
本
市

で
の
観
光
を
楽
し
ん
で
頂

け
る
よ
う
、
目
指
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
市
の
農
業
者
は

地
元
で
採
れ
た
米
や
野
菜

が
地
元
で
消
費
さ
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
。
学
校

給
食
や
保
育
所
等
で
の
消

費
量
が
増
え
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
が
、
更

な
る
地
産
地
消
の
取
り
組

み
が
必
要
で
は
。

今
後
も
、
福
岡
県

や
Ｊ
Ａ
筑
紫
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
携
を
深
め
、
新

た
な
消
費
に
繋
が
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

従
来
の
支
援
や
助

成
の
方
法
で
は
固
体
数
削

減
は
無
理
で
あ
る
と
思
う
。

任
用
職
員
に
よ
る
専
従
班

の
配
置
で
駆
除
活
動
や
殺

処
分
後
の
処
理
の
支
援
等

を
行
っ
て
い
る
武
雄
市
や

平
戸
市
の
よ
う
に
市
が
積

極
的
に
リ
ー
ド
し
、
地
元

関
係
者
を
巻
き
込
ん
だ
共

同
作
業
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
駆
除
活
動
の
支

援
、
わ
な
猟
免
許
の
取
得

費
の
助
成
で
解
決
が
図
ら

れ
る
の
か
。

今
後
も
継
続
的
な

成
果
が
上
が
る
よ
う
、
鳥

獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

侵
入
防
止
柵
の
維
持
管
理

や
草
刈
り
に
よ
る
緩
衝
帯

整
備
を
行
う
と
い
っ
た
地

つくし野 つくし野
域
で
の
対
策
の
周
知
を
含

め
、
進
め
て
い
く
。

肥
料
が
高
騰
し
、

米
麦
農
家
も
苦
し
い
経
営

状
態
で
あ
り
、
支
援
を
強

く
切
望
さ
れ
て
い
る
。
飼

料
価
格
の
高
騰
対
策
で
畜

産
農
家
へ
の
支
援
と
、
米

麦
農
家
に
対
す
る
支
援
の

考
え
は
。今

後
も
、
国
、
県

の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

市
と
し
て
必
要
な
支
援
を

進
め
て
い
く
。

Ｉ
Ｔ
技
術
を
駆
使

し
、
農
作
業
の
効
率
化
を

図
る
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の

取
り
組
み
は
、
こ
れ
か
ら

重
要
性
が
増
し
て
く
る
と

考
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に

対
す
る
支
援
は
。

高
齢
化
に
よ
る
担

い
手
不
足
が
深
刻
化
す
る

中
で
、
重
要
と
な
る
技
術

的
な
取
り
組
み
と
考
え
、

国
、
県
の
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
支
援
し
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
構
築
の
進
捗
状
況

と
、
今
後
の
課
題
は
。

地
域
の
学
習
会
な

ど
を
通
じ
、
生
活
支
援
や

介
護
予
防
へ
の
理
解
が
深

ま
り
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
る
。
ま
た
、
今
後
の
課

題
は
、
生
活
支
援
の
仕
組

み
づ
く
り
に
お
け
る
担
い

手
の
育
成
で
あ
る
と
捉
え

て
お
り
、
学
習
会
な
ど
を

通
じ
た
人
材
の
掘
り
起
こ

し
や
支
援
策
の
充
実
に
努

め
て
い
る
。

第
３
期
障
が
い
者

福
祉
長
期
行
動
計
画
と
次

期
計
画
の
策
定
に
関
し
、

こ
れ
ま
で
の
課
題
と
次
期

計
画
の
策
定
方
針
は
。

現
行
計
画
の
進
捗

状
況
や
実
態
調
査
等
に
よ

り
、
相
談
支
援
や
情
報
提

供
の
拡
充
が
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
に
合
わ
せ
、
国
・
県
の

動
き
や
附
属
機
関
等
の
意

見
を
踏
ま
え
、
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
、
障

が
い
者
の
自
立
と
社
会
参

加
の
支
援
を
基
本
方
針
と

し
て
、
次
期
計
画
を
策
定

し
て
い
く
。

昨
年
、
県
議
会
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
た
全
国

一
交
通
事
故
が
多
い
国
道

３
号
バ
イ
パ
ス
の
針
摺
交

差
点
対
策
及
び
、
君
畑
・

高
雄
交
差
点
渋
滞
解
消
対

策
の
考
え
は
。

現
在
、
針
摺
交
差

点
に
つ
い
て
、
国
、
県
及

び
警
察
と
安
全
対
策
検
討

会
を
立
ち
上
げ
協
議
を
進

め
て
い
る
。
君
畑
・
高
雄

交
差
点
に
つ
い
て
も
交
通

渋
滞
の
現
状
を
認
識
し
て

お
り
、
機
会
を
見
て
国
、

県
へ
申
し
伝
え
て
い
く
。

市
に
「
国
道
３
号

バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
の
道

路
整
備
等
を
求
め
る
」
要

望
書
が
提
出
さ
れ
、
３
月

定
例
会
に
お
い
て
、
請
願

書
が
全
会
一
致
で
採
択
さ

れ
た
。
市
と
し
て
の
事
故

防
止
対
策
の
考
え
は
。

市
と
し
て
も
地
域

住
民
の
皆
様
方
の
思
い
と

願
い
は
十
分
理
解
し
て
い

る
。
本
件
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
課
題

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重

に
事
故
防
止
対
策
を
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

道
路
整
備
に
つ
い

て
、
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

現
時
点
で
未
買
収

地
が
数
件
あ
る
が
、
そ
の

解
決
に
向
け
粛
々
と
進
め

て
頂
い
て
お
り
、
市
と
し

て
も
早
期
開
通
を
目
指
し
、

県
と
連
携
し
取
り
組
ん
で

い
く
。

防
犯
や
防
災
、
交

通
、
市
街
地
整
備
に
関
し
、

基
本
姿
勢
に
つ
い
て
の
方

向
性
及
び
都
市
基
盤
整
備

の
具
体
的
な
内
容
は
。

こ
れ
ま
で
以
上
に

多
く
の
方
々
か
ら
住
み
た

い
と
選
ん
で
い
た
だ
け
る

街
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

本
市
の
総
合
計
画
や
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を

基
調
と
し
な
が
ら
、
ま

ち
・
移
動
・
住
宅
・
産

業
・
自
然
・
暮
ら
し
の
各

視
点
を
も
っ
て
、
関
係
機

関
と
の
連
携
を
強
化
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
。警

固
断
層
帯
に
起

因
す
る
地
震
に
よ
る
被
害

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
今

後
の
地
震
対
策
の
課
題
と

具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

市
民
の
皆
さ
ま
の

防
災
意
識
の
向
上
に
係
る

啓
発
に
継
続
し
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
自
主
防
災

組
織
の
体
制
づ
く
り
の
支

援
や
指
定
避
難
所
、
備
蓄

資
機
材
の
整
備
な
ど
に
努

め
て
い
く
。

市
長

教
育
長

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

ス
ポ
ー
ツ
・

　文
化
の
ま
ち

自
然
を
ま
も
り

未
来
を
育
む
ま
ち

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

日
本
遺
産
『
西
の
都
』

　
　
　
の
構
成
文
化
財

脱
炭
素
社
会

産
業
で

　賑
わ
う
ま
ち

地
域
経
済
活
性
化

観
光
資
源
の
活
用

地
産
地
消

有
害
鳥
獣
対
策

ス
マ
ー
ト
農
業

飼
料
・
肥
料
価
格
の

　
　
　
　
　
　
　
高
騰

（
仮
称
）筑
紫
野
イ
ン
タ
ー

線
及
び
山
口
・
原
田
線

高
齢
者
福
祉

国
道
３
号
バ
イ
パ
ス

障
が
い
者
福
祉

市
街
地
整
備

災
害
対
策

健
康
・

　福
祉
の
ま
ち

安
全
・

　安
心
の
ま
ち
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犯
罪
抑
止
に
向
け

た
新
た
な
対
策
が
必
要
で

は
。

引
き
続
き
、
筑
紫

野
警
察
署
や
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
高
齢
者

を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の

皆
さ
ま
の
防
犯
意
識
の
向

上
に
繋
が
る
啓
発
を
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
行
っ

て
い
く
。通

学
路
以
外
の
幹

線
道
路
、
主
要
交
差
点
等

へ
の
設
置
な
ど
、
今
後
の

設
置
運
用
と
効
果
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
つ
い
て
支
援
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
設
置
台
数

の
増
加
と
犯
罪
を
抑
止
す

る
効
果
が
上
が
っ
て
い
く

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

幹
線
道
路
、
主
要
交
差
点

等
を
含
め
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
た
設
置
を
支
援

し
て
い
く
。

地
域
の
意
見
等
を

把
握
す
る
具
体
的
な
手
法

は
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
が
進
む
中
い
か

に
し
て
高
齢
者
等
の
移
動

手
段
を
確
保
し
て
い
く
の

か
。
今
後
の
展
望
は
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
地
区
別
懇
談
会
に
加
え
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
位
置

情
報
等
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
課

題
の
分
析
を
進
め
る
。
こ

の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
、

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確

保
な
ど
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
交
通
体
系
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

本
市
に
与
え
る
税

収
上
の
影
響
と
、
市
の
調

査
研
究
の
方
向
性
は
。

固
定
資
産
税
や
法

人
市
民
税
、
従
業
者
の
個

人
住
民
税
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
、
税
収
面
で

の
影
響
は
少
な
か
ら
ず
生

じ
て
い
る
。
ま
た
、
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
、
民
有

地
で
あ
り
、
現
時
点
で
、

市
と
し
て
取
り
得
る
対
策

は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
市

の
中
央
に
位
置
し
、
広
大

な
敷
地
を
有
す
る
同
用
地

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か

し
た
土
地
利
用
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

様
々
な
可
能
性
を
視
野
に
、

幅
広
く
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

規
律
あ
る
計
画
と

は
。
ま
た
、
他
自
治
体
で

は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
活
用
や
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
な
ど
に
よ
る
、

積
極
的
な
自
主
財
源
確
保

策
を
展
開
し
て
い
る
。
他

市
に
比
べ
土
地
が
あ
る
本

市
は
、
企
業
誘
致
策
な
ど

有
効
だ
と
考
え
て
い
る
が
、

今
後
の
具
体
的
な
自
主
財

源
確
保
の
施
策
は
。

少
子
高
齢
化
の
進

行
、
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、

様
々
な
変
化
や
課
題
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
収
支

の
均
衡
を
保
ち
つ
つ
、
健

全
な
財
政
基
盤
の
維
持
を

目
的
と
す
る
。
ま
た
、
財

源
確
保
と
な
る
施
策
は
、

国
県
の
動
向
を
注
視
し
た

補
助
金
の
安
定
確
保
を
基

本
と
し
、
市
税
等
の
適
正

な
収
滞
納
管
理
、
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
の
拡
充
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

旧
市
庁
舎
解
体
後

の
活
用
方
法
、
ま
た
懸
案

事
項
と
な
っ
て
い
る
中
央

商
店
街
の
ジ
ャ
ス
コ
跡
地

の
利
用
方
法
、
さ
ら
に
老

朽
化
し
て
い
る
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

文
化
会
館
や
二
日
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の

方
向
性
は
。

旧
庁
舎
跡
地
お
よ

び
ジ
ャ
ス
コ
跡
地
の
利
活

用
は
、
様
々
な
動
向
を
見

極
め
な
が
ら
、
そ
の
時
の

情
勢
に
応
じ
て
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等

の
公
共
建
築
物
は
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

基
づ
き
、
引
き
続
き
維
持

管
理
に
努
め
て
い
く
。

令
和
５
年
度
の
予

算
額
３
５
１
億
３
千
万
円

の
裏
付
け
は
。
ま
た
、
見

込
ん
で
い
る
歳
入
の
見
通

し
は
あ
る
の
か
。

　
最
後
に
、
平
井
市
長
が

掲
げ
て
い
る
「
住
み
た
い

ま
ち
日
本
一
」
の
実
現
に

向
け
て
の
予
算
配
分
が
出

来
た
の
か
。

自
主
財
源
と
し
て

市
税
に
約
６
億
円
、
依
存

財
源
と
し
て
国
庫
支
出
金

に
約
10
億
円
、
及
び
地
方

消
費
税
交
付
金
に
約
４
億

円
の
増
額
を
そ
れ
ぞ
れ
見

込
ん
で
お
り
、
収
支
の
均

衡
を
意
識
し
た
予
算
編
成

を
行
っ
て
い
る
。
次
に
、

市
長
が
目
指
す
予
算
配
分

は
、
現
総
合
計
画
の
施
策

体
系
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新

た
な
事
業
を
可
能
な
限
り

本
予
算
に
盛
り
込
ん
で
い

る
。
中
長
期
的
視
点
で
取

り
組
む
べ
き
施
策
は
、
次

期
総
合
計
画
で
検
討
し
て

い
く
。

新
し
い
市
長
と
議

会
の
体
制
も
新
し
く
な
り
、

市
長
は
何
を
考
え
、
議
会

で
は
ど
の
よ
う
な
議
論
が

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
、
と

市
民
の
大
き
な
関
心
が
集

ま
る
中
、
議
会
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。
市
民
の
気
持

ち
に
届
く
よ
う
な
議
論
を

し
て
い
き
た
い
。

　
新
し
い
筑
紫
野
市
の
実

現
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。新

陳
代
謝
を
行
い

な
が
ら
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
で
き
る
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

最
終
的
に
は
、
筑
紫
野
市

を
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に

住
み
よ
さ
を
実
感
し
て
い

た
だ
け
る
ま
ち
と
す
る
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

施
政
方
針
で
掲
げ

ら
れ
て
い
る
課
題
は
、
第

六
次
総
合
計
画
と
の
関
連

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。施

政
方
針
を
ま
と

め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
総

合
計
画
は
本
市
の
最
上
位

計
画
で
あ
り
、
そ
こ
に
掲

げ
る
す
べ
て
の
施
策
が
市

民
の
た
め
の
施
策
で
あ
る

と
い
う
認
識
の
も
と
、
行

政
の
継
続
性
が
担
保
さ
れ

る
よ
う
十
分
に
留
意
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

世
界
的
歴
史
的
転

換
期
に
際
し
て
い
る
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
認

識
か
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

脱
却
や
、
少
子
化
対
策
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
端
を
発
し
た
物

価
高
騰
な
ど
、
自
治
体
を

取
り
巻
く
環
境
も
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
大
変
厳
し
く
、

不
透
明
な
時
代
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
市
民
の
目
線
に

立
っ
て
、
市
民
の
暮
ら
し

と
事
業
者
の
営
み
を
第
一

と
し
た
施
策
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

待
機
児
童
問
題
、

い
じ
め
・
不
登
校
問
題
、

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、

教
師
の
定
数
割
れ
、
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
、

無
認
可
保
育
所
へ
の
支
援

問
題
、
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
特
に
こ
れ
か
ら
具

体
化
が
問
わ
れ
て
く
る
と

考
え
て
い
る
。
保
育
人
材

確
保
に
向
け
て
ど
の
よ
う

な
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

引
き
続
き
合
同
就

職
説
明
会
の
開
催
に
よ
り

働
き
か
け
を
行
う
と
共
に
、

保
育
補
助
者
の
活
用
や
家

賃
補
助
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進

事
業
の
実
施
等
、
職
場
環

境
改
善
の
取
り
組
み
に
よ

り
人
材
確
保
に
努
め
て
い

く
。

養
育
費
支
払
い
の

働
き
か
け
と
不
払
い
の
場

合
の
市
の
立
て
替
え
制
度

は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

公
費
負
担
の
妥
当

性
、
不
払
い
リ
ス
ク
負
担

の
課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
時
点
で
は
、
公
正
証
書

等
の
作
成
費
用
や
養
育
費

保
証
契
約
費
用
の
一
部
を

補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
支

援
を
行
っ
て
い
く
。

市
民
協
働
、
市
民

参
画
の
視
点
か
ら
、
積
極

的
な
意
味
で
質
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
異
文
化

理
解
・
多
文
化
共
生
を
進

め
、
多
様
性
を
認
め
合
え

る
豊
か
な
文
化
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

本
市
に
も
文
化
の

異
な
る
様
々
な
国
の
人
が

暮
ら
し
て
い
る
が
、
多
様

性
を
認
め
合
う
こ
と
は
望

ま
し
い
姿
で
あ
る
の
で
、

異
文
化
の
相
互
理
解
及
び

多
文
化
共
生
が
進
む
よ
う
、

今
後
も
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

脱
炭
素
社
会
に
向

け
て
数
値
目
標
の
見
直
し

と
、
国
県
が
定
め
る
数
値

目
標
と
の
整
合
性
を
図
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

計
画
の
見
直
し
を

行
う
際
に
整
合
が
取
れ
る

よ
う
図
っ
て
い
き
た
い
。

市
民
、
団
体
、
事

業
者
が
一
体
と
な
っ
た
ご

み
減
量
は
ど
の
よ
う
に
進

め
る
か
。ご

み
減
量
を
進
め

る
主
体
は
令
和
４
年
度
末

に
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本

計
画
を
策
定
し
、
本
年
度

を
初
年
度
と
し
、
10
年
間

の
計
画
と
し
て
い
る
。

リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ

ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

３
Ｒ
の
普
及
・
啓
発
は
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

環
境
フ
ェ
ア
等
の

イ
ベ
ン
ト
、
出
前
講
座
等
、

ま
た
、
市
広
報
、
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

よ
る
情
報
発
信
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
く
。

学
校
教
育
で
の
環

境
教
育
は
本
市
の
自
然
環

つくし野市民会議

上
村 

和
男 

議
員

市
民
会
議

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長
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市
長
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長

市
長
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員

議
員
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長
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員
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長
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長
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員
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長
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員
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員
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長
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長
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員

市
長
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員
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長
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員

市
長
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員

議
員

行
財
政
運
営

特
殊
詐
欺
や
ア
ポ
電
強
盗

防
犯
カ
メ
ラ

Ｊ
Ｔ
九
州
工
場
跡
地

財
政
計
画

公
共
施
設

令
和
５
年
度
予
算
編
成

新
し
い

　
筑
紫
野
市
は

世
界
的
な

　
歴
史
転
換
期

子
ど
も

　
　
ま
ん
な
か

多
文
化
共
生
の

　
　
　
ま
ち
へ

ご
み
を
減
ら
す

　
　
　
　
ま
ち

学
校
で
の

　
　
環
境
教
育

豊
か
な
自
然
を

　
　
　
　
守
る

地
域
公
共
交
通
計
画

13 12議会だより筑紫野 令和５年９月１日 201号　議会だより筑紫野



犯
罪
抑
止
に
向
け

た
新
た
な
対
策
が
必
要
で

は
。

引
き
続
き
、
筑
紫

野
警
察
署
や
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
高
齢
者

を
は
じ
め
と
す
る
市
民
の

皆
さ
ま
の
防
犯
意
識
の
向

上
に
繋
が
る
啓
発
を
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
行
っ

て
い
く
。通

学
路
以
外
の
幹

線
道
路
、
主
要
交
差
点
等

へ
の
設
置
な
ど
、
今
後
の

設
置
運
用
と
効
果
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
に
つ
い
て
支
援
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
設
置
台
数

の
増
加
と
犯
罪
を
抑
止
す

る
効
果
が
上
が
っ
て
い
く

も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

幹
線
道
路
、
主
要
交
差
点

等
を
含
め
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
た
設
置
を
支
援

し
て
い
く
。

地
域
の
意
見
等
を

把
握
す
る
具
体
的
な
手
法

は
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
が
進
む
中
い
か

に
し
て
高
齢
者
等
の
移
動

手
段
を
確
保
し
て
い
く
の

か
。
今
後
の
展
望
は
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
地
区
別
懇
談
会
に
加
え
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
位
置

情
報
等
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
と
課

題
の
分
析
を
進
め
る
。
こ

の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
て
、

高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確

保
な
ど
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
交
通
体
系
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

本
市
に
与
え
る
税

収
上
の
影
響
と
、
市
の
調

査
研
究
の
方
向
性
は
。

固
定
資
産
税
や
法

人
市
民
税
、
従
業
者
の
個

人
住
民
税
の
減
少
が
見
込

ま
れ
る
な
ど
、
税
収
面
で

の
影
響
は
少
な
か
ら
ず
生

じ
て
い
る
。
ま
た
、
跡
地

利
用
に
つ
い
て
は
、
民
有

地
で
あ
り
、
現
時
点
で
、

市
と
し
て
取
り
得
る
対
策

は
限
ら
れ
て
い
る
が
、
市

の
中
央
に
位
置
し
、
広
大

な
敷
地
を
有
す
る
同
用
地

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か

し
た
土
地
利
用
に
繋
げ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

様
々
な
可
能
性
を
視
野
に
、

幅
広
く
調
査
研
究
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

規
律
あ
る
計
画
と

は
。
ま
た
、
他
自
治
体
で

は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
の
活
用
や
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
な
ど
に
よ
る
、

積
極
的
な
自
主
財
源
確
保

策
を
展
開
し
て
い
る
。
他

市
に
比
べ
土
地
が
あ
る
本

市
は
、
企
業
誘
致
策
な
ど

有
効
だ
と
考
え
て
い
る
が
、

今
後
の
具
体
的
な
自
主
財

源
確
保
の
施
策
は
。

少
子
高
齢
化
の
進

行
、
災
害
へ
の
備
え
な
ど
、

様
々
な
変
化
や
課
題
に
対

応
す
る
と
と
も
に
、
収
支

の
均
衡
を
保
ち
つ
つ
、
健

全
な
財
政
基
盤
の
維
持
を

目
的
と
す
る
。
ま
た
、
財

源
確
保
と
な
る
施
策
は
、

国
県
の
動
向
を
注
視
し
た

補
助
金
の
安
定
確
保
を
基

本
と
し
、
市
税
等
の
適
正

な
収
滞
納
管
理
、
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
の
拡
充
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

旧
市
庁
舎
解
体
後

の
活
用
方
法
、
ま
た
懸
案

事
項
と
な
っ
て
い
る
中
央

商
店
街
の
ジ
ャ
ス
コ
跡
地

の
利
用
方
法
、
さ
ら
に
老

朽
化
し
て
い
る
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、

文
化
会
館
や
二
日
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
等
の

方
向
性
は
。

旧
庁
舎
跡
地
お
よ

び
ジ
ャ
ス
コ
跡
地
の
利
活

用
は
、
様
々
な
動
向
を
見

極
め
な
が
ら
、
そ
の
時
の

情
勢
に
応
じ
て
検
討
し
て

い
く
。
ま
た
、
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等

の
公
共
建
築
物
は
、
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

基
づ
き
、
引
き
続
き
維
持

管
理
に
努
め
て
い
く
。

令
和
５
年
度
の
予

算
額
３
５
１
億
３
千
万
円

の
裏
付
け
は
。
ま
た
、
見

込
ん
で
い
る
歳
入
の
見
通

し
は
あ
る
の
か
。

　
最
後
に
、
平
井
市
長
が

掲
げ
て
い
る
「
住
み
た
い

ま
ち
日
本
一
」
の
実
現
に

向
け
て
の
予
算
配
分
が
出

来
た
の
か
。

自
主
財
源
と
し
て

市
税
に
約
６
億
円
、
依
存

財
源
と
し
て
国
庫
支
出
金

に
約
10
億
円
、
及
び
地
方

消
費
税
交
付
金
に
約
４
億

円
の
増
額
を
そ
れ
ぞ
れ
見

込
ん
で
お
り
、
収
支
の
均

衡
を
意
識
し
た
予
算
編
成

を
行
っ
て
い
る
。
次
に
、

市
長
が
目
指
す
予
算
配
分

は
、
現
総
合
計
画
の
施
策

体
系
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新

た
な
事
業
を
可
能
な
限
り

本
予
算
に
盛
り
込
ん
で
い

る
。
中
長
期
的
視
点
で
取

り
組
む
べ
き
施
策
は
、
次

期
総
合
計
画
で
検
討
し
て

い
く
。

新
し
い
市
長
と
議

会
の
体
制
も
新
し
く
な
り
、

市
長
は
何
を
考
え
、
議
会

で
は
ど
の
よ
う
な
議
論
が

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
、
と

市
民
の
大
き
な
関
心
が
集

ま
る
中
、
議
会
が
開
催
さ

れ
て
い
る
。
市
民
の
気
持

ち
に
届
く
よ
う
な
議
論
を

し
て
い
き
た
い
。

　
新
し
い
筑
紫
野
市
の
実

現
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。新

陳
代
謝
を
行
い

な
が
ら
、
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
で
き
る
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、

最
終
的
に
は
、
筑
紫
野
市

を
、
よ
り
多
く
の
皆
様
に

住
み
よ
さ
を
実
感
し
て
い

た
だ
け
る
ま
ち
と
す
る
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

施
政
方
針
で
掲
げ

ら
れ
て
い
る
課
題
は
、
第

六
次
総
合
計
画
と
の
関
連

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。施

政
方
針
を
ま
と

め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
総

合
計
画
は
本
市
の
最
上
位

計
画
で
あ
り
、
そ
こ
に
掲

げ
る
す
べ
て
の
施
策
が
市

民
の
た
め
の
施
策
で
あ
る

と
い
う
認
識
の
も
と
、
行

政
の
継
続
性
が
担
保
さ
れ

る
よ
う
十
分
に
留
意
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

世
界
的
歴
史
的
転

換
期
に
際
し
て
い
る
と
考

え
る
が
、
ど
の
よ
う
な
認

識
か
。

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

脱
却
や
、
少
子
化
対
策
、

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
端
を
発
し
た
物

価
高
騰
な
ど
、
自
治
体
を

取
り
巻
く
環
境
も
大
き
な

転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
大
変
厳
し
く
、

不
透
明
な
時
代
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
市
民
の
目
線
に

立
っ
て
、
市
民
の
暮
ら
し

と
事
業
者
の
営
み
を
第
一

と
し
た
施
策
を
展
開
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

待
機
児
童
問
題
、

い
じ
め
・
不
登
校
問
題
、

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
、

教
師
の
定
数
割
れ
、
学
校

に
お
け
る
働
き
方
改
革
、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
、

無
認
可
保
育
所
へ
の
支
援

問
題
、
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
特
に
こ
れ
か
ら
具

体
化
が
問
わ
れ
て
く
る
と

考
え
て
い
る
。
保
育
人
材

確
保
に
向
け
て
ど
の
よ
う

な
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

引
き
続
き
合
同
就

職
説
明
会
の
開
催
に
よ
り

働
き
か
け
を
行
う
と
共
に
、

保
育
補
助
者
の
活
用
や
家

賃
補
助
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進

事
業
の
実
施
等
、
職
場
環

境
改
善
の
取
り
組
み
に
よ

り
人
材
確
保
に
努
め
て
い

く
。

養
育
費
支
払
い
の
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と
不
払
い
の
場
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の
市
の
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な
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。
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市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

行
財
政
運
営

特
殊
詐
欺
や
ア
ポ
電
強
盗

防
犯
カ
メ
ラ

Ｊ
Ｔ
九
州
工
場
跡
地

財
政
計
画

公
共
施
設

令
和
５
年
度
予
算
編
成

新
し
い

　
筑
紫
野
市
は

世
界
的
な

　
歴
史
転
換
期

子
ど
も

　
　
ま
ん
な
か

多
文
化
共
生
の

　
　
　
ま
ち
へ

ご
み
を
減
ら
す

　
　
　
　
ま
ち

学
校
で
の

　
　
環
境
教
育

豊
か
な
自
然
を

　
　
　
　
守
る

地
域
公
共
交
通
計
画
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境
を
活
用
し
た
取
り
組
み

も
必
要
で
は
な
い
か
。

本
市
の
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
た
地
理
的

な
利
点
を
活
か
し
、
各
小

学
校
に
お
い
て
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
、
自
然
を
活

用
し
た
環
境
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

環
境
教
育
副
読
本

は
児
童
生
徒
全
員
に
配
布

し
授
業
に
活
用
す
べ
き
で

は
な
い
か
。小

学
校
学
校
指

導
要
領
を
踏
ま
え
環
境
課

が
作
成
す
る
「
筑
紫
野
市

環
境
教
育
副
読
本
」
を
４

年
生
の
授
業
に
お
い
て
全

員
に
配
布
し
活
用
し
て
い

る
た
め
、
市
内
全
て
の
児

童
が
学
習
で
き
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

ダ
ム
上
流
に
あ
る

産
業
廃
棄
物
処
分
場
周
辺

環
境
等
の
現
状
を
市
民
に

周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

専
門
家
よ
り
、

「
現
状
に
お
い
て
、
生
活

環
境
保
全
上
の
支
障
は
な

く
、
今
後
も
処
分
場
の
安

定
化
が
見
込
ま
れ
、
新
た

な
対
策
を
講
ず
る
必
要
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
」

と
の
評
価
を
受
け
て
お
り
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
が
、
急
激
な
変
化
が
生

じ
た
場
合
は
周
知
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
と
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

よ
る
世
界
的
な
食
糧
危
機
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
、
円
安

に
よ
る
物
価
高
が
市
民
の

暮
ら
し
を
直
撃
し
て
い
る

が
、
一
方
で
本
市
は
森
林

資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
企
業

誘
致
や
事
業
継
承
、
創
業

支
援
に
つ
い
て
の
考
え
方

は
。

企
業
誘
致
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
、
本
市

の
特
性
を
活
か
し
た
企
業

の
受
け
皿
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。
事
業
継
承
、
創

業
支
援
に
つ
い
て
は
、
地

域
経
済
を
担
う
地
場
中
小

企
業
者
へ
の
取
り
組
み
を

商
工
会
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
、

よ
り
一
層
賑
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
。

み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
に
つ
い
て
の

本
市
の
考
え
方
・
推
進
計

画
は
。

令
和
５
年
３
月
末

に
、
福
岡
県
が
主
導
し
て

市
町
村
と
連
名
で
策
定
し

た
「
福
岡
県
環
境
負
荷
低

減
事
業
活
動
の
促
進
に
関

す
る
基
本
的
な
計
画
」
に

基
づ
い
て
推
進
し
て
い
く
。

農
業
振
興
の
た
め

に
市
内
農
産
物
を
学
校
給

食
に
取
り
入
れ
、
地
産
地

消
を
推
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

現
在
、
地
元
農
産

物
を
学
校
給
食
に
供
給
し

て
お
り
、
今
後
も
供
給
拡

大
に
向
け
、
関
係
機
関
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
、
フ
ォ
レ
ス
ト

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
等
に
よ

る
林
業
活
性
化
と
魅
力
発

信
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
た
林
業
活
性
化

は
、
現
在
、
森
林
資
源
の

解
析
や
、
森
林
所
有
者
の

意
向
調
査
な
ど
の
森
林
経

営
管
理
制
度
の
円
滑
な
運

用
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
林
業
活
性

化
と
魅
力
発
信
は
、
他
市

町
村
の
活
用
例
を
参
考
に

検
討
し
て
い
く
。

物
価
高
騰
に
よ
る

市
民
の
生
活
困
難
、
農

業
・
観
光
業
な
ど
地
場
中

小
商
工
業
へ
の
支
援
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

今
後
も
国
内
外
に

お
け
る
情
勢
の
推
移
や

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し

て
、
商
工
会
や
Ｊ
Ａ
筑
紫

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の

暮
ら
し
と
事
業
者
の
営
み

を
第
一
と
し
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

２
０
２
５
年
問
題

は
目
前
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
も
追
い
打
ち
を
か
け
、

高
齢
者
の
孤
独
死
も
増
加

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
高
齢
者
福
祉
の
現
場

で
は
人
手
不
足
が
続
い
て

い
る
。
２
０
４
０
年
に
は

超
高
齢
社
会
の
進
行
と
人

口
減
少
に
よ
り
労
働
力
が

不
足
し
、
医
療
・
介
護
の

負
担
逼
迫
が
心
配
さ
れ
て

い
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
は
待
っ
た

な
し
で
あ
る
。
施
政
方
針

で
は
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
小
規
模
多
機
能

居
宅
介
護
や
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
な
ど
の

新
規
開
設
を
支
援
す
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

高
齢
社
会
の
中
で
、
今
後

の
高
齢
者
福
祉
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
支
え
合
い
の
ま

ち
を
目
指
す
た
め
に
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

よ
り
一
層
の
推
進
に
努
め

て
い
く
。

市民会議

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
見
て
い
る
か
。

地
域
の
実
情
に
応

じ
た
見
守
り
活
動
が
進
ん

で
い
る
。
今
後
は
担
い
手

の
養
成
等
を
通
じ
て
、
生

活
支
援
に
繋
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

健
康
推
進
の
ま
ち

づ
く
り
を
市
民
協
働
で
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

健
康
づ
く
り
サ
ポ

ー
タ
ー
と
連
携
し
、
地
域

で
の
健
康
づ
く
り
や
食
育

活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

「
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
」
は
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
礎
と
考
え
て

い
る
が
。全

て
の
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
真
に
差

別
の
な
い
筑
紫
野
市
を
実

現
す
る
た
め
に
、
人
権
都

市
宣
言
を
制
定
し
、
人
権

意
識
の
高
揚
に
努
め
る
。

今
後
と
も
、
す
べ
て
の
市

民
の
人
権
が
等
し
く
保
障

さ
れ
る
地
域
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
誠
心
誠
意
取

り
組
ん
で
い
く
。

地
球
温
暖
化
を
背

景
と
し
、
近
年
頻
発
し
て

い
る
豪
雨
災
害
へ
の
対
応

が
急
が
れ
る
。
高
尾
川
か

ら
の
浸
水
は
地
下
河
川
の

築
造
で
地
域
に
安
全
安
心

を
も
た
ら
し
歓
迎
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
は
自
然
に

恵
ま
れ
て
い
る
反
面
、
河

川
の
氾
濫
、
が
け
崩
れ
、

た
め
池
な
ど
危
険
箇
所
に

取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
豪

雨
・
大
規
模
震
災
に
備
え

防
災
備
蓄
や
避
難
施
設
の

整
備
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。防

災
備
蓄
や
避
難

施
設
の
整
備
は
、
筑
紫
野

市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

特
殊
詐
欺
の
被
害

が
都
市
化
の
進
行
に
伴
い

増
加
、
犯
罪
も
巧
妙
化
し

て
い
る
が
、
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
は
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

引
き
続
き
、
筑
紫

野
警
察
署
や
関
係
機
関
と

の
連
携
に
努
め
て
い
く
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
防
犯
意

識
の
向
上
に
繋
が
る
啓
発

を
様
々
な
機
会
を
捉
え
行

っ
て
い
く
。

高
齢
化
が
進
む
中

で
公
共
交
通
の
整
備
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
高

齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

は
、
人
と
の
交
流
の
必
要

性
か
ら
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。
地
域
公
共
交
通
計
画

の
策
定
の
考
え
方
と
進
め

方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
地
区
別
懇
談
会
に
よ
り
、

地
域
の
課
題
と
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
た
上
で
、
本
市
に

と
っ
て
最
適
な
公
共
交
通

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。Ｊ

Ｔ
跡
地
の
野
球

場
を
市
民
の
野
球
場
と
で

き
な
い
か
。

Ｊ
Ｔ
跡
地
は
民
有

地
な
の
で
、
現
時
点
で
は

市
と
し
て
具
体
的
な
用
途

等
を
示
す
こ
と
は
困
難
だ

が
、
本
市
に
と
っ
て
最
適

な
土
地
利
用
に
繋
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
様
々
な

可
能
性
を
排
除
せ
ず
、
調

査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

市
政
運
営
の
車
の

両
輪
と
言
わ
れ
て
い
る
議

会
と
の
連
携
は
、
首
長
の

器
量
次
第
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
３
月
議
会
で
採

択
さ
れ
た
請
願
「
国
道
３

号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
の

道
路
整
備
等
に
関
す
る
請

願
」
及
び
「
地
域
経
済
活

性
化
施
策
の
充
実
・
強
化

に
関
す
る
請
願
」
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て

い
る
か
。国

道
３
号
バ
イ
パ

ス
ト
ン
ネ
ル
の
道
路
整
備

等
に
関
す
る
請
願
に
つ
い

て
は
、
市
と
し
て
も
地
域

住
民
の
皆
様
の
思
い
と
願

い
は
十
分
に
理
解
し
て
い

る
。
本
件
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
課
題

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
経
済
活
性
化
施
策

の
充
実
・
強
化
に
関
す
る

請
願
に
つ
い
て
は
、
意
見

書
の
内
容
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
よ
り
一
層
地
域
経

済
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

政
策
実
現
の
た
め

の
職
員
の
能
力
向
上
の
人

材
育
成
は
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

時
代
の
変
化
に
迅

速
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
、

自
ら
考
え
、
判
断
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

職
員
が
実
践
的
な
知
識
や

能
力
を
習
得
で
き
る
よ
う
、

外
部
研
修
機
関
へ
の
職
員

派
遣
や
職
員
研
修
の
実
施
、

職
場
全
体
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の

推
進
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
み
た
い
。

市民会議
教
育
長

教
育
長

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

安
全
な
水
の

　
　
　
　
確
保

農
業
振
興
と

　
　
学
校
給
食

物
価
高
の

　
　
　
支
援
は

高
齢
者
福
祉
は

森
林
活
動
を

食
料
危
機
・

　
　
企
業
振
興

地
域
包
括
ケ
ア

　
シ
ス
テ
ム
は

人
権
尊
重
の

　
　
　
ま
ち
へ

防
災
の

　
ま
ち
づ
く
り

防
犯
対
策
は

Ｊ
Ｔ
跡
地

公
共
交
通
の

　
　
　
強
化
は

議
会
と
の

　
　
　
連
携
は

職
員
の
育
成
は

健
康
推
進
の

　
　
　
ま
ち
に

み
ど
り
の
食
料

　
シ
ス
テ
ム
は
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境
を
活
用
し
た
取
り
組
み

も
必
要
で
は
な
い
か
。

本
市
の
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
た
地
理
的

な
利
点
を
活
か
し
、
各
小

学
校
に
お
い
て
、
地
域
の

実
情
に
応
じ
、
自
然
を
活

用
し
た
環
境
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

環
境
教
育
副
読
本

は
児
童
生
徒
全
員
に
配
布

し
授
業
に
活
用
す
べ
き
で

は
な
い
か
。小

学
校
学
校
指

導
要
領
を
踏
ま
え
環
境
課

が
作
成
す
る
「
筑
紫
野
市

環
境
教
育
副
読
本
」
を
４

年
生
の
授
業
に
お
い
て
全

員
に
配
布
し
活
用
し
て
い

る
た
め
、
市
内
全
て
の
児

童
が
学
習
で
き
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

ダ
ム
上
流
に
あ
る

産
業
廃
棄
物
処
分
場
周
辺

環
境
等
の
現
状
を
市
民
に

周
知
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

専
門
家
よ
り
、

「
現
状
に
お
い
て
、
生
活

環
境
保
全
上
の
支
障
は
な

く
、
今
後
も
処
分
場
の
安

定
化
が
見
込
ま
れ
、
新
た

な
対
策
を
講
ず
る
必
要
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
」

と
の
評
価
を
受
け
て
お
り
、

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な

い
が
、
急
激
な
変
化
が
生

じ
た
場
合
は
周
知
す
る
。

コ
ロ
ナ
禍
と
ロ
シ

ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

よ
る
世
界
的
な
食
糧
危
機
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
、
円
安

に
よ
る
物
価
高
が
市
民
の

暮
ら
し
を
直
撃
し
て
い
る

が
、
一
方
で
本
市
は
森
林

資
源
に
恵
ま
れ
た
地
域
で

も
あ
る
。
そ
こ
で
、
企
業

誘
致
や
事
業
継
承
、
創
業

支
援
に
つ
い
て
の
考
え
方

は
。

企
業
誘
致
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
、
本
市

の
特
性
を
活
か
し
た
企
業

の
受
け
皿
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
。
事
業
継
承
、
創

業
支
援
に
つ
い
て
は
、
地

域
経
済
を
担
う
地
場
中
小

企
業
者
へ
の
取
り
組
み
を

商
工
会
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
実
施
し
、

よ
り
一
層
賑
わ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
。

み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
に
つ
い
て
の

本
市
の
考
え
方
・
推
進
計

画
は
。

令
和
５
年
３
月
末

に
、
福
岡
県
が
主
導
し
て

市
町
村
と
連
名
で
策
定
し

た
「
福
岡
県
環
境
負
荷
低

減
事
業
活
動
の
促
進
に
関

す
る
基
本
的
な
計
画
」
に

基
づ
い
て
推
進
し
て
い
く
。

農
業
振
興
の
た
め

に
市
内
農
産
物
を
学
校
給

食
に
取
り
入
れ
、
地
産
地

消
を
推
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

現
在
、
地
元
農
産

物
を
学
校
給
食
に
供
給
し

て
お
り
、
今
後
も
供
給
拡

大
に
向
け
、
関
係
機
関
と

連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く
。

森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
、
フ
ォ
レ
ス
ト

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
等
に
よ

る
林
業
活
性
化
と
魅
力
発

信
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
た
林
業
活
性
化

は
、
現
在
、
森
林
資
源
の

解
析
や
、
森
林
所
有
者
の

意
向
調
査
な
ど
の
森
林
経

営
管
理
制
度
の
円
滑
な
運

用
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
林
業
活
性

化
と
魅
力
発
信
は
、
他
市

町
村
の
活
用
例
を
参
考
に

検
討
し
て
い
く
。

物
価
高
騰
に
よ
る

市
民
の
生
活
困
難
、
農

業
・
観
光
業
な
ど
地
場
中

小
商
工
業
へ
の
支
援
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

今
後
も
国
内
外
に

お
け
る
情
勢
の
推
移
や

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し

て
、
商
工
会
や
Ｊ
Ａ
筑
紫

な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
市
民
の

暮
ら
し
と
事
業
者
の
営
み

を
第
一
と
し
た
支
援
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

２
０
２
５
年
問
題

は
目
前
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
も
追
い
打
ち
を
か
け
、

高
齢
者
の
孤
独
死
も
増
加

し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
高
齢
者
福
祉
の
現
場

で
は
人
手
不
足
が
続
い
て

い
る
。
２
０
４
０
年
に
は

超
高
齢
社
会
の
進
行
と
人

口
減
少
に
よ
り
労
働
力
が

不
足
し
、
医
療
・
介
護
の

負
担
逼
迫
が
心
配
さ
れ
て

い
る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
構
築
は
待
っ
た

な
し
で
あ
る
。
施
政
方
針

で
は
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
小
規
模
多
機
能

居
宅
介
護
や
認
知
症
対
応

型
共
同
生
活
介
護
な
ど
の

新
規
開
設
を
支
援
す
る
こ

と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

高
齢
社
会
の
中
で
、
今
後

の
高
齢
者
福
祉
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

高
齢
者
が
住
み
慣

れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
支
え
合
い
の
ま

ち
を
目
指
す
た
め
に
、
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

よ
り
一
層
の
推
進
に
努
め

て
い
く
。

市民会議

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
見
て
い
る
か
。

地
域
の
実
情
に
応

じ
た
見
守
り
活
動
が
進
ん

で
い
る
。
今
後
は
担
い
手

の
養
成
等
を
通
じ
て
、
生

活
支
援
に
繋
が
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

健
康
推
進
の
ま
ち

づ
く
り
を
市
民
協
働
で
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

健
康
づ
く
り
サ
ポ

ー
タ
ー
と
連
携
し
、
地
域

で
の
健
康
づ
く
り
や
食
育

活
動
等
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

「
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
」
は
市
の
ま
ち

づ
く
り
の
基
礎
と
考
え
て

い
る
が
。全

て
の
市
民
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
真
に
差

別
の
な
い
筑
紫
野
市
を
実

現
す
る
た
め
に
、
人
権
都

市
宣
言
を
制
定
し
、
人
権

意
識
の
高
揚
に
努
め
る
。

今
後
と
も
、
す
べ
て
の
市

民
の
人
権
が
等
し
く
保
障

さ
れ
る
地
域
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
誠
心
誠
意
取

り
組
ん
で
い
く
。

地
球
温
暖
化
を
背

景
と
し
、
近
年
頻
発
し
て

い
る
豪
雨
災
害
へ
の
対
応

が
急
が
れ
る
。
高
尾
川
か

ら
の
浸
水
は
地
下
河
川
の

築
造
で
地
域
に
安
全
安
心

を
も
た
ら
し
歓
迎
さ
れ
て

い
る
が
、
本
市
は
自
然
に

恵
ま
れ
て
い
る
反
面
、
河

川
の
氾
濫
、
が
け
崩
れ
、

た
め
池
な
ど
危
険
箇
所
に

取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
豪

雨
・
大
規
模
震
災
に
備
え

防
災
備
蓄
や
避
難
施
設
の

整
備
を
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
か
。防

災
備
蓄
や
避
難

施
設
の
整
備
は
、
筑
紫
野

市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ

き
取
り
組
ん
で
い
く
。

特
殊
詐
欺
の
被
害

が
都
市
化
の
進
行
に
伴
い

増
加
、
犯
罪
も
巧
妙
化
し

て
い
る
が
、
関
係
機
関
と

の
連
携
強
化
は
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

引
き
続
き
、
筑
紫

野
警
察
署
や
関
係
機
関
と

の
連
携
に
努
め
て
い
く
。

市
民
の
皆
さ
ま
の
防
犯
意

識
の
向
上
に
繋
が
る
啓
発

を
様
々
な
機
会
を
捉
え
行

っ
て
い
く
。

高
齢
化
が
進
む
中

で
公
共
交
通
の
整
備
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
高

齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保

は
、
人
と
の
交
流
の
必
要

性
か
ら
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。
地
域
公
共
交
通
計
画

の
策
定
の
考
え
方
と
進
め

方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
地
区
別
懇
談
会
に
よ
り
、

地
域
の
課
題
と
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
た
上
で
、
本
市
に

と
っ
て
最
適
な
公
共
交
通

の
在
り
方
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。Ｊ

Ｔ
跡
地
の
野
球

場
を
市
民
の
野
球
場
と
で

き
な
い
か
。

Ｊ
Ｔ
跡
地
は
民
有

地
な
の
で
、
現
時
点
で
は

市
と
し
て
具
体
的
な
用
途

等
を
示
す
こ
と
は
困
難
だ

が
、
本
市
に
と
っ
て
最
適

な
土
地
利
用
に
繋
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
様
々
な

可
能
性
を
排
除
せ
ず
、
調

査
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

市
政
運
営
の
車
の

両
輪
と
言
わ
れ
て
い
る
議

会
と
の
連
携
は
、
首
長
の

器
量
次
第
だ
と
言
わ
れ
て

い
る
が
、
３
月
議
会
で
採

択
さ
れ
た
請
願
「
国
道
３

号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
の

道
路
整
備
等
に
関
す
る
請

願
」
及
び
「
地
域
経
済
活

性
化
施
策
の
充
実
・
強
化

に
関
す
る
請
願
」
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ
て

い
る
か
。国

道
３
号
バ
イ
パ

ス
ト
ン
ネ
ル
の
道
路
整
備

等
に
関
す
る
請
願
に
つ
い

て
は
、
市
と
し
て
も
地
域

住
民
の
皆
様
の
思
い
と
願

い
は
十
分
に
理
解
し
て
い

る
。
本
件
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
課
題

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重

に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
経
済
活
性
化
施
策

の
充
実
・
強
化
に
関
す
る

請
願
に
つ
い
て
は
、
意
見

書
の
内
容
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
よ
り
一
層
地
域
経

済
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

政
策
実
現
の
た
め

の
職
員
の
能
力
向
上
の
人

材
育
成
は
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
。

時
代
の
変
化
に
迅

速
か
つ
柔
軟
に
対
応
し
、

自
ら
考
え
、
判
断
で
き
る

人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

職
員
が
実
践
的
な
知
識
や

能
力
を
習
得
で
き
る
よ
う
、

外
部
研
修
機
関
へ
の
職
員

派
遣
や
職
員
研
修
の
実
施
、

職
場
全
体
で
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の

推
進
な
ど
に
積
極
的
に
取

り
組
み
た
い
。

市民会議
教
育
長

教
育
長

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

市
長

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

議
員

市
長

議
員

安
全
な
水
の

　
　
　
　
確
保

農
業
振
興
と

　
　
学
校
給
食

物
価
高
の

　
　
　
支
援
は

高
齢
者
福
祉
は

森
林
活
動
を

食
料
危
機
・

　
　
企
業
振
興

地
域
包
括
ケ
ア

　
シ
ス
テ
ム
は

人
権
尊
重
の

　
　
　
ま
ち
へ

防
災
の

　
ま
ち
づ
く
り

防
犯
対
策
は

Ｊ
Ｔ
跡
地

公
共
交
通
の

　
　
　
強
化
は

議
会
と
の

　
　
　
連
携
は

職
員
の
育
成
は

健
康
推
進
の

　
　
　
ま
ち
に

み
ど
り
の
食
料

　
シ
ス
テ
ム
は
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こ
ど
も
基
本
法
の

着
実
な
施
行
と
し
て
、
自

治
体
こ
ど
も
計
画
や
、
子

ど
も
若
者
意
見
反
映
推
進

な
ど
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

今
後
発
表
さ
れ
る

「
こ
ど
も
大
綱
」
を
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
こ
ど
も
・
若
者
意
見

反
映
推
進
に
つ
い
て
は
計

画
策
定
時
に
合
わ
せ
て
検

討
し
て
い
く
。

待
機
児
童
解
消
に

向
け
、
小
規
模
保
育
・
認

可
保
育
所
の
新
設
で
保
育

の
受
け
皿
確
保
の
見
通
し

は
。

現
在
の
入
所
申
込

お
よ
び
待
機
児
童
の
状
況

か
ら
受
け
皿
の
整
備
は
不

可
欠
と
考
え
て
お
り
、
公

募
に
よ
り
効
果
的
か
つ
計

画
的
な
整
備
に
努
め
て
い

く
。

保
育
士
の
負
担
軽

減
策
と
し
て
、
登
園
時
の

繁
忙
な
時
間
な
ど
に
配
置

す
る
ス
ポ
ッ
ト
支
援
員
の

活
用
の
考
え
は
あ
る
か
。

無
資
格
で
も
任
用

で
き
る
一
方
、
安
全
面
で

の
課
題
も
あ
る
た
め
、
保

育
現
場
の
意
見
等
を
踏
ま

え
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
。

児
童
数
増
加
に
よ

り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

で
の
待
機
児
童
の
解
消
に

向
け
た
対
策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
の
状
況
に
応
じ
て
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の 

施
設
環
境
整
備
と
支
援
員

確
保
な
ど
に
つ
い
て
受
託

者
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら

対
策
を
講
じ
て
お
り
、 

今
後
も
待
機
児
童
を
生
じ

な
い
よ
う
必
要
な
措
置
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

く
。

子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
、
こ
ど
も

食
堂
へ
の
支
援
、
プ
レ
ー

パ
ー
ク
等
外
遊
び
の
場
を

望
む
声
も
あ
る
が
。

こ
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
本

市
も
重
要
な
課
題
と
捉
え

て
い
る
。
こ
ど
も
食
堂
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
主

催
団
体
の
連
携
支
援
や
地

域
へ
の
情
報
発
信
等
を
検

討
し
て
い
く
。
ま
た
、
プ

レ
ー
パ
ー
ク
等
の
外
遊
び

の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
や
既
存
の
施
設
・
公
園

等
の
現
状
を
分
析
す
る
と

と
も
に
、
先
進
自
治
体
の

情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

　

文
科
省
が
実
施
し

た
一
人
１
台
端
末
の
授
業

で
の
活
用
状
況
の
調
査
結

果
と
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
取

組
み
状
況
は
。

Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｂ
Ｔ

に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
中
学
３
年
生
の
英

語
「
話
す
こ
と
調
査
」
に

お
い
て
、
実
際
に
市
内
の

各
中
学
校
で
活
用
が
行
わ

れ
た
と
こ
ろ
で
、
今
後
も

学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、

効
果
的
な
活
用
方
法
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
学
校
協
働
活

動
推
進
員
の
配
置
に
よ
り
、

期
待
で
き
る
効
果
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

地
域
学
校
協
働

活
動
推
進
員
の
配
置
に
よ

り
期
待
で
き
る
効
果
に
つ

い
て
は
、
地
域
全
体
で 

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支

え
る
活
動
を
行
う
際
に
、

地
域
と
学
校
の
連
絡
・
調

整
を
行
う
こ
と
で
地
域
学

校
協
働
活
動
が
充
実
す
る

こ
と
に
加
え
、
学
校
に
お

け
る
働
き
方
改
革
に
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

全
国
大
会
レ
ベ
ル

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

で
き
る
施
設
や
硬
式
野
球

場
を
望
む
声
が
あ
る
が
、

検
討
は
。ス

ポ
ー
ツ
施
設
の

検
討
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
現
在
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
関
す
る
計
画
の
策
定

を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の

中
で
、
ま
ず
施
設
の
現
状

や
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
調

査
・
分
析
し
、
今
後
の
方 

向
性
を
定
め
、
必
要
な
施

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

文
化
や
芸
術
に
触

れ
る
機
会
を
増
や
し
て
欲

し
い
と
の
声
も
伺
う
。
市

役
所
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し

て
活
用
は
出
来
な
い
か
。

市
役
所
は
公
共
施

設
で
あ
り
、
庁
舎
の
管
理

面
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ

り
、
ま
ず
は
運
用
基
準
を

検
討
し
、
判
断
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

文
化
会
館
を
核
と

し
て
、
造
詣
の
深
い
関
係

団
体
と
文
化
芸
術
活
動
の

振
興
を
図
る
と
あ
る
が
、

そ
の
取
り
組
み
と
は
。

文
化
会
館
と
連

携
し
、
長
く
本
市
の
文
化

芸
術
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
方
々
の
活
動
継
続
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
の
文
化
芸
術
を
担
う

方
々
へ
の
支
援
も
行
う
こ

と
で
振
興
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

宮
﨑 

吉
弘 

議
員

公
明
党 

筑
紫
野
市
議
団

地
域
に
活
力
を
も

た
ら
す
産
業
、
雇
用
の
創

出
に
つ
い
て
市
長
の
考
は
。

物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
ら
れ
た
地
元
経
済

の
活
性
化
策
や
創
業
支
援

の
取
り
組
み
を
引
き
続
き

商
工
会
な
ど
と
連
携
し
て

行
う
こ
と
で
、
地
域
に
活

力
を
も
た
ら
す
ま
ち
づ
く

り
を
よ
り
一
層
推
進
し
て

い
く
。

有
害
鳥
獣
対
策
で

捕
獲
率
向
上
を
図
る
う
え

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
必

要
で
は
。今

後
、
捕
獲
に
従

事
す
る
方
の
高
齢
化
に
よ

る
人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
為
、
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
協
議
会
と
導
入
し
た
場

合
の
効
果
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

国
が
今
後
進
め
る

花
粉
症
対
策
や
竹
林
被
害

に
つ
い
て
も
本
市
と
し
て

検
討
す
る
考
え
は
。

現
在
、
本
市
の
造

林
事
業
で
花
粉
の
少
な
い

苗
木
へ
の
植
替
え
を
進
め

て
お
り
、
竹
林
被
害
に
つ

い
て
も
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
、
放
置
さ
れ
て

い
る
竹
林
の
対
策
を
お
こ

な
っ
て
お
り
、
本
市
と
し

て
は
、
引
き
続
き
対
策
を

進
め
る
と
と
も
に
、
国
が 

今
後
取
り
ま
と
め
る
新
た

な
対
策
に
も
注
視
し
て
い

く
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
に
つ
い
て
、
基
盤
と
な

る
住
居
確
保
か
ら
生
活
再

建
を
図
る
た
め
の
相
談
体

制
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
に
お
け
る
相
談
体
制
は
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
に
基
づ
き
本
市
で
は
、

平
成
二
十
七
年
度
よ
り
、

暮
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。

当
初
は
、
必
須
事
業
で
あ

る
自
立
相
談
支
援
事
業
や

住
居
確
保
給
付
金
の
支
給

を
行
っ
て
い
た
が
、
令
和

元
年
度
に
家
計
改
善
支
援

事
業
、
令
和
４
年
度
に
就

労
準
備
支
援
事
業
を
導
入

し
、
相
談
内
容
に
応
じ
て

拡
充
を
し
て
い
る
。

高
齢
者
を
対
象
に
、

介
護
施
設
等
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
際
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

制
を
導
入
し
て
は
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
生
活
支
援
を
進

め
る
上
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
認
識
し
て
お
り
、
多
く

の
市
民
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
を
調
査
研
究
し
て
い

く
。

コ
ン
パ
ク
ト
・
プ

ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

考
え
で
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
が
、
立
地
適
正

化
計
画
の
作
成
の
考
え
は

な
い
の
か
。

立
地
適
正
化
計
画

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
特

性
を
踏
ま
え
た
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
基
調

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
お
り
、
現
時
点
で

作
成
の
予
定
は
な
い
が
、

先
行
自
治
体
の
運
用
状
況

を
注
視
し
て
い
く
。

雨
水
出
水
（
内

水
）
の
対
象
と
な
る
個
所

が
市
内
に
あ
る
が
、
国
、

県
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し

取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

雨
水
出
水
（
内

水
）
へ
の
対
策
に
伴
う
国
、

県
と
の
連
携
に
つ
き
ま
し

て
は
、
浸
水
箇
所
の
解
消 

に
向
け
、
高
尾
川
地
下
河

川
整
備
を
は
じ
め
、
雨
水

幹
線
整
備
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
引
き
続
き
、
道
路

冠
水
等
の
浸
水
箇
所
の
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

利
用
者
の
安
全
確

保
で
「
国
道
３
号
バ
イ
パ

ス
ト
ン
ネ
ル
の
道
路
整
備

等
を
求
め
る
要
望
書
」
が

提
出
さ
れ
た
が
、
市
の
見

解
は
。

市
と
し
て
も
地
域

住
民
の
皆
様
方
の
思
い
と

願
い
は
十
分
理
解
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
本
件
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
や
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
慎
重
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。旧

庁
舎
本
館
、
第

１
別
館
の
解
体
計
画
と
そ

の
後
の
活
用
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
の

検
討
時
期
や
具
体
的
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

旧
庁
舎
本
館
、
第

１
別
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
解
体
を
予
定
し
て

い
る
。
そ
の
後
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
様
々
な
動
向

を
見
極
め
な
が
ら
、
そ
の

時
の
情
勢
に
応
じ
て
検
討

し
て
い
く
。
次
に
、
二
日

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

現
施
設
の
課
題
解
決
に
向

け
区
域
を
含
め
た
協
議
を

ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

皆
様
と
、
早
急
に
始
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

行
政
手
続
き
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
関
し
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
の
導
入
や
検
討

を
始
め
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
が
、
本
市
の
導
入
や

検
討
の
考
え
は
。

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

の
導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
度
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
機
能
の
拡
張
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
れ
に
併
せ
て
、
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

教
育
長

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

教
育
長

議
員

議
員

教
育
長

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

教
育
長

市
長

議
員

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

こ
ど
も
基
本
法
の

　
　
着
実
な
施
行
を

保
育
士
の

　
　
　
負
担
軽
減
を

子
ど
も
の
居
場
所

　
づ
く
り
の
課
題
と

　
　
　
　
　
対
策
は

庁
舎
の
一
部
を

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

　
　
し
て
の
活
用
を

待
機
児
童
解
消
に

　
向
け
た
保
育
の

　
　
　
受
け
皿
確
保

放
課
後
児
童

　
ク
ラ
ブ
の
待
機

　
　
　
児
童
対
策
を

セ
ー
フ
テ
ィ
ー

　
ネ
ッ
ト
の
課
題
と

　
　
　
　
　
解
決
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
導
入
の

　
　
　
　
　
検
討
は

国
道
バ
イ
パ
ス

　
ト
ン
ネ
ル
利
用
者

　
　
　
安
全
確
保
を

旧
庁
舎
跡
地
活
用
・

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　
　
　
　
在
り
方
は

行
政
手
続
き
の

　
デ
ジ
タ
ル
化
の

　
　
　
メ
リ
ッ
ト
は

Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｂ
Ｔ（
メ
ク

  

ビ
ッ
ト
）の
活
用
は

地
域
学
校
協
働
推
進

　
員
の
配
置
効
果
は

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

　
　
　
　
　
検
討
を

文
化
芸
術
の

　
　
活
動
と
振
興
を

地
域
の
産
業
、

　
　
雇
用
の
創
出
は

有
害
鳥
獣
の

　
　
捕
獲
率
向
上
を

降
雨
に
よ
る

　
　
　
水
害
対
策
を

立
地
適
正
化
計
画

　
　
作
成
の
考
え
は

花
粉
症
・
竹
林

　
　
被
害
の
対
策
を

17 16議会だより筑紫野 令和５年９月１日 201号　議会だより筑紫野



公明党筑紫野市議団公明党筑紫野市議団

こ
ど
も
基
本
法
の

着
実
な
施
行
と
し
て
、
自

治
体
こ
ど
も
計
画
や
、
子

ど
も
若
者
意
見
反
映
推
進

な
ど
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

今
後
発
表
さ
れ
る

「
こ
ど
も
大
綱
」
を
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
、
こ
ど
も
・
若
者
意
見

反
映
推
進
に
つ
い
て
は
計

画
策
定
時
に
合
わ
せ
て
検

討
し
て
い
く
。

待
機
児
童
解
消
に

向
け
、
小
規
模
保
育
・
認

可
保
育
所
の
新
設
で
保
育

の
受
け
皿
確
保
の
見
通
し

は
。

現
在
の
入
所
申
込

お
よ
び
待
機
児
童
の
状
況

か
ら
受
け
皿
の
整
備
は
不

可
欠
と
考
え
て
お
り
、
公

募
に
よ
り
効
果
的
か
つ
計

画
的
な
整
備
に
努
め
て
い

く
。

保
育
士
の
負
担
軽

減
策
と
し
て
、
登
園
時
の

繁
忙
な
時
間
な
ど
に
配
置

す
る
ス
ポ
ッ
ト
支
援
員
の

活
用
の
考
え
は
あ
る
か
。

無
資
格
で
も
任
用

で
き
る
一
方
、
安
全
面
で

の
課
題
も
あ
る
た
め
、
保

育
現
場
の
意
見
等
を
踏
ま

え
な
が
ら
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
。

児
童
数
増
加
に
よ

り
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

で
の
待
機
児
童
の
解
消
に

向
け
た
対
策
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

各
学
校
の
状
況
に
応
じ
て
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の 

施
設
環
境
整
備
と
支
援
員

確
保
な
ど
に
つ
い
て
受
託

者
と
協
議
を
重
ね
な
が
ら

対
策
を
講
じ
て
お
り
、 

今
後
も
待
機
児
童
を
生
じ

な
い
よ
う
必
要
な
措
置
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い

く
。

子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
と
し
て
、
こ
ど
も

食
堂
へ
の
支
援
、
プ
レ
ー

パ
ー
ク
等
外
遊
び
の
場
を

望
む
声
も
あ
る
が
。

こ
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
本

市
も
重
要
な
課
題
と
捉
え

て
い
る
。
こ
ど
も
食
堂
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
主

催
団
体
の
連
携
支
援
や
地

域
へ
の
情
報
発
信
等
を
検

討
し
て
い
く
。
ま
た
、
プ

レ
ー
パ
ー
ク
等
の
外
遊
び

の
場
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ニ
ー

ズ
や
既
存
の
施
設
・
公
園

等
の
現
状
を
分
析
す
る
と

と
も
に
、
先
進
自
治
体
の

情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

　

文
科
省
が
実
施
し

た
一
人
１
台
端
末
の
授
業

で
の
活
用
状
況
の
調
査
結

果
と
Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｂ
Ｔ
の
取

組
み
状
況
は
。

Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｂ
Ｔ

に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

度
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
中
学
３
年
生
の
英

語
「
話
す
こ
と
調
査
」
に

お
い
て
、
実
際
に
市
内
の

各
中
学
校
で
活
用
が
行
わ

れ
た
と
こ
ろ
で
、
今
後
も

学
校
と
連
携
し
な
が
ら
、

効
果
的
な
活
用
方
法
等
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

地
域
学
校
協
働
活

動
推
進
員
の
配
置
に
よ
り
、

期
待
で
き
る
効
果
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

地
域
学
校
協
働

活
動
推
進
員
の
配
置
に
よ

り
期
待
で
き
る
効
果
に
つ

い
て
は
、
地
域
全
体
で 

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支

え
る
活
動
を
行
う
際
に
、

地
域
と
学
校
の
連
絡
・
調

整
を
行
う
こ
と
で
地
域
学

校
協
働
活
動
が
充
実
す
る

こ
と
に
加
え
、
学
校
に
お

け
る
働
き
方
改
革
に
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

全
国
大
会
レ
ベ
ル

の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

で
き
る
施
設
や
硬
式
野
球

場
を
望
む
声
が
あ
る
が
、

検
討
は
。ス

ポ
ー
ツ
施
設
の

検
討
の
在
り
方
に
つ
い
て

は
、
現
在
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
に
関
す
る
計
画
の
策
定

を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の

中
で
、
ま
ず
施
設
の
現
状

や
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
調

査
・
分
析
し
、
今
後
の
方 

向
性
を
定
め
、
必
要
な
施

策
を
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

文
化
や
芸
術
に
触

れ
る
機
会
を
増
や
し
て
欲

し
い
と
の
声
も
伺
う
。
市

役
所
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し

て
活
用
は
出
来
な
い
か
。

市
役
所
は
公
共
施

設
で
あ
り
、
庁
舎
の
管
理

面
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ

り
、
ま
ず
は
運
用
基
準
を

検
討
し
、
判
断
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

文
化
会
館
を
核
と

し
て
、
造
詣
の
深
い
関
係

団
体
と
文
化
芸
術
活
動
の

振
興
を
図
る
と
あ
る
が
、

そ
の
取
り
組
み
と
は
。

文
化
会
館
と
連

携
し
、
長
く
本
市
の
文
化

芸
術
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ

た
方
々
の
活
動
継
続
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
の
文
化
芸
術
を
担
う

方
々
へ
の
支
援
も
行
う
こ

と
で
振
興
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

宮
﨑 

吉
弘 

議
員

公
明
党 

筑
紫
野
市
議
団

地
域
に
活
力
を
も

た
ら
す
産
業
、
雇
用
の
創

出
に
つ
い
て
市
長
の
考
は
。

物
価
高
騰
の
影
響

を
受
け
ら
れ
た
地
元
経
済

の
活
性
化
策
や
創
業
支
援

の
取
り
組
み
を
引
き
続
き

商
工
会
な
ど
と
連
携
し
て

行
う
こ
と
で
、
地
域
に
活

力
を
も
た
ら
す
ま
ち
づ
く

り
を
よ
り
一
層
推
進
し
て

い
く
。

有
害
鳥
獣
対
策
で

捕
獲
率
向
上
を
図
る
う
え

で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
必

要
で
は
。今

後
、
捕
獲
に
従

事
す
る
方
の
高
齢
化
に
よ

る
人
材
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
為
、
鳥
獣
被
害
防
止
対

策
協
議
会
と
導
入
し
た
場

合
の
効
果
等
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
く
。

国
が
今
後
進
め
る

花
粉
症
対
策
や
竹
林
被
害

に
つ
い
て
も
本
市
と
し
て

検
討
す
る
考
え
は
。

現
在
、
本
市
の
造

林
事
業
で
花
粉
の
少
な
い

苗
木
へ
の
植
替
え
を
進
め

て
お
り
、
竹
林
被
害
に
つ

い
て
も
森
林
環
境
譲
与
税

を
活
用
し
、
放
置
さ
れ
て

い
る
竹
林
の
対
策
を
お
こ

な
っ
て
お
り
、
本
市
と
し

て
は
、
引
き
続
き
対
策
を

進
め
る
と
と
も
に
、
国
が 

今
後
取
り
ま
と
め
る
新
た

な
対
策
に
も
注
視
し
て
い

く
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
に
つ
い
て
、
基
盤
と
な

る
住
居
確
保
か
ら
生
活
再

建
を
図
る
た
め
の
相
談
体

制
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
に
お
け
る
相
談
体
制
は
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
に
基
づ
き
本
市
で
は
、

平
成
二
十
七
年
度
よ
り
、

暮
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談

窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。

当
初
は
、
必
須
事
業
で
あ

る
自
立
相
談
支
援
事
業
や

住
居
確
保
給
付
金
の
支
給

を
行
っ
て
い
た
が
、
令
和

元
年
度
に
家
計
改
善
支
援

事
業
、
令
和
４
年
度
に
就

労
準
備
支
援
事
業
を
導
入

し
、
相
談
内
容
に
応
じ
て

拡
充
を
し
て
い
る
。

高
齢
者
を
対
象
に
、

介
護
施
設
等
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
際
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

制
を
導
入
し
て
は
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
生
活
支
援
を
進

め
る
上
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
は
大
き
な
役
割
を

担
っ
て
い
た
だ
け
る
も
の

と
認
識
し
て
お
り
、
多
く

の
市
民
に
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
を
調
査
研
究
し
て
い

く
。

コ
ン
パ
ク
ト
・
プ

ラ
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

考
え
で
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
が
、
立
地
適
正

化
計
画
の
作
成
の
考
え
は

な
い
の
か
。

立
地
適
正
化
計
画

に
つ
い
て
は
、
本
市
の
特

性
を
踏
ま
え
た
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
基
調

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
お
り
、
現
時
点
で

作
成
の
予
定
は
な
い
が
、

先
行
自
治
体
の
運
用
状
況

を
注
視
し
て
い
く
。

雨
水
出
水
（
内

水
）
の
対
象
と
な
る
個
所

が
市
内
に
あ
る
が
、
国
、

県
と
ど
の
よ
う
に
連
携
し

取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

雨
水
出
水
（
内

水
）
へ
の
対
策
に
伴
う
国
、

県
と
の
連
携
に
つ
き
ま
し

て
は
、
浸
水
箇
所
の
解
消 

に
向
け
、
高
尾
川
地
下
河

川
整
備
を
は
じ
め
、
雨
水

幹
線
整
備
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
引
き
続
き
、
道
路

冠
水
等
の
浸
水
箇
所
の
解

消
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
く
。

利
用
者
の
安
全
確

保
で
「
国
道
３
号
バ
イ
パ

ス
ト
ン
ネ
ル
の
道
路
整
備

等
を
求
め
る
要
望
書
」
が

提
出
さ
れ
た
が
、
市
の
見

解
は
。

市
と
し
て
も
地
域

住
民
の
皆
様
方
の
思
い
と

願
い
は
十
分
理
解
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
本
件
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
経

緯
や
課
題
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
慎
重
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。旧

庁
舎
本
館
、
第

１
別
館
の
解
体
計
画
と
そ

の
後
の
活
用
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
在
り
方
の

検
討
時
期
や
具
体
的
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

旧
庁
舎
本
館
、
第

１
別
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
度
解
体
を
予
定
し
て

い
る
。
そ
の
後
の
活
用
に

つ
い
て
は
、
様
々
な
動
向

を
見
極
め
な
が
ら
、
そ
の

時
の
情
勢
に
応
じ
て
検
討

し
て
い
く
。
次
に
、
二
日

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、

現
施
設
の
課
題
解
決
に
向

け
区
域
を
含
め
た
協
議
を

ま
ず
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

皆
様
と
、
早
急
に
始
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

行
政
手
続
き
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
関
し
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
の
導
入
や
検
討

を
始
め
て
い
る
自
治
体
が

あ
る
が
、
本
市
の
導
入
や

検
討
の
考
え
は
。

チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

の
導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
年
度
、
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
の
機
能
の
拡
張
を
検
討

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

こ
れ
に
併
せ
て
、
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

教
育
長

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

教
育
長

議
員

議
員

教
育
長

市
長

議
員

市
長

議
員

議
員

教
育
長

市
長

議
員

議
員

市
長

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

市
長

議
員

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

こ
ど
も
基
本
法
の

　
　
着
実
な
施
行
を

保
育
士
の

　
　
　
負
担
軽
減
を

子
ど
も
の
居
場
所

　
づ
く
り
の
課
題
と

　
　
　
　
　
対
策
は

庁
舎
の
一
部
を

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

　
　
し
て
の
活
用
を

待
機
児
童
解
消
に

　
向
け
た
保
育
の

　
　
　
受
け
皿
確
保

放
課
後
児
童

　
ク
ラ
ブ
の
待
機

　
　
　
児
童
対
策
を

セ
ー
フ
テ
ィ
ー

　
ネ
ッ
ト
の
課
題
と

　
　
　
　
　
解
決
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ポ
イ
ン
ト
制
導
入
の

　
　
　
　
　
検
討
は

国
道
バ
イ
パ
ス

　
ト
ン
ネ
ル
利
用
者

　
　
　
安
全
確
保
を

旧
庁
舎
跡
地
活
用
・

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

　
　
　
　
在
り
方
は

行
政
手
続
き
の

　
デ
ジ
タ
ル
化
の

　
　
　
メ
リ
ッ
ト
は

Ｍ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｂ
Ｔ（
メ
ク

  

ビ
ッ
ト
）の
活
用
は

地
域
学
校
協
働
推
進

　
員
の
配
置
効
果
は

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

　
　
　
　
　
検
討
を

文
化
芸
術
の

　
　
活
動
と
振
興
を

地
域
の
産
業
、

　
　
雇
用
の
創
出
は

有
害
鳥
獣
の

　
　
捕
獲
率
向
上
を

降
雨
に
よ
る

　
　
　
水
害
対
策
を

立
地
適
正
化
計
画

　
　
作
成
の
考
え
は

花
粉
症
・
竹
林

　
　
被
害
の
対
策
を
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筑紫野市政の
　ここが知りたい!!

一般
質問

質 問 題 目   一 覧

6月定例会の一般質問では、11人の議員が21題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派
写真下の（　）は
所属会派

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

①農業の振興と行政内部の連携について
②地域猫活動の推進について

①本庁舎前のふれあい広場有効活用について
②来るべき労働者不足対応策について
③地域包括ケアシステムについて

■ 西村　和子　議員

①手話言語の本市の対応について
②ＪＲ二日市駅自由通路について

■ 白石　卓也　議員

①高齢者介護における介護人材確保について
■ 吉村　陽一　議員

①筑紫野市子ども条例について
②市内中学校統一の標準服の導入について

■ 段下　季一郎　議員

①フリーランスが安心して働ける労働環境について
■ 坂口　勝彦　議員

■ 八尋　一男　議員

①待機児童対策及び保育について
②物価高騰対策及び地域経済活性化について

①ひとり親支援について
②保育政策の充実に向けて
③待機児童解消に向けて

■ 前田　倫宏　議員

①施政方針について
②教育のＩＣＴ化について

■ 田 中　允　議員
①子ども条例を生かし、権利を発揮できる機会づくりについて

■ 古賀　新悟　議員

■ 春口　茜　議員

①飼い主のいない猫を増やさない取組について
②障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進について

■ 山本　加奈子　議員

　
　
　
小
学
校
で
の
市
内

農
業
の
学
習
は
、
地
域
・

本
市
へ
の
愛
着
を
感
じ
る

ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
な

の
で
は
な
い
か
。
農
家
と

の
協
力
関
係
を
深
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
私
が
お

願
い
し
、
西
小
田
の
農
事

組
合
が
、
苗
床
づ
く
り
の

見
学
を
引
き
受
け
て
く
だ

さ
り
５
月
に
実
施
さ
れ
た
。

行
政
は
、
西
小
田
の
農
事

組
合
が
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
こ
と
を
認
識
さ
れ

て
い
た
と
考
え
る
。
教
育

部
門
も
校
外
学
習
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
は
分
か
っ

て
い
た
よ
う
だ
が
、
相
互

に
課
題
を
出
し
合
え
ば
容

易
に
、
か
な
り
以
前
に
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
農
業

の
振
興
と
学
校
教
育
に
お

け
る
市
内
農
業
に
つ
い
て

の
学
習
を
連
携
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

教
育
　
　
　
　
　
農
業
の

振
興
と
学
校
教
育
に
お
け

る
市
内
農
業
に
つ
い
て
の

学
習
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

既
に
、
半
数
以
上
の
小
学

校
で
田
植
え
や
稲
刈
り
な

ど
の
体
験
学
習
を
行
っ
て

い
る
。
学
校
で
の
農
業
に

関
す
る
学
習
は
、
農
業
の

理
解
を
深
め
、
今
後
の
農

業
振
興
に
重
要
な
も
の
と

捉
え
て
い
る
。
各
学
校
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連

も
あ
る
が
、
今
後
も
、
行

政
内
部
で
連
携
し
、
各
学

校
に
お
い
て
可
能
な
限
り

多
く
の
子
ど
も
達
が
、
農

業
体
験
な
ど
で
、
農
業
に

つ
い
て
の
学
習
が
で
き
る

様
取
り
組
ん
で
い
く
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫

の
削
減
は

　
　
　
地
域
猫
活
動
は
、

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
問

題
解
決
の
助
言
や
、
多
頭

飼
い
崩
壊
の
防
止
、
対
応
、

高
齢
者
と
ペ
ッ
ト
の
問
題

を
民
生
委
員
と
協
力
し
て

対
応
す
る
な
ど
、
高
齢
者

福
祉
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

総
合
計
画
に
掲
げ
る
ペ
ッ

ト
の
適
正
飼
育
の
推
進
は
、

猫
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
減

少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
ペ
ッ
ト

の
適
正
飼
育
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
地
域
猫
活
動
に

関
す
る
講
座
や
説
明
、
飼

い
主
へ
の
直
接
指
導
や
買

い
方
の
情
報
発
信
を
行
っ

て
お
り
、
猫
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
の
減
少
に
つ
な
が
っ

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

小
学
校
の
市
内
農
業
の
学
習
は

農
家
と
の
協
力
関
係
を
深
め
る
べ
き

行
政
内
部
で
連
携
し

　
　
　
可
能
な
限
り
取
り
組
ん
で
い
く

本
庁
舎
前
の
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　有
効
活
用
で
ラ
ン
チ
提
供
を

他
自
治
体
の
事
例
等
を
参
考
に

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
検
討
し
て
い
く

西村 和子
（市民会議）

八尋 一男
（つくし野）

議
員
　
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
誘

致
に
よ
る
ラ
ン
チ
提
供
や

マ
ル
シ
ェ
開
催
で
ふ
る
さ

と
納
税
の
特
産
品
選
び
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長
　
当
該
広

場
は
、
原
則
、
災
害
時
の

防
災
広
場
と
し
て
位
置
づ

け
て
お
り
、
そ
の
他
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
市
主
催

行
事
の
ほ
か
市
民
参
加
型

の
イ
ベ
ン
ト
等
に
活
用
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
運

用
基
準
に
お
い
て
、
営
利

目
的
で
の
使
用
不
可
、
車

の
乗
り
入
れ
禁
止
等
規
定

し
て
お
り
、
現
時
点
で
は

利
用
を
認
め
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
今
後
、
当

該
広
場
の
活
用
及
び
運
用

基
準
に
つ
い
て
は
、
市
民

等
の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
他
自
治
体
の
事
例

等
を
参
考
に
検
討
し
て
い

く
。

来
る
べ
き
労
働
者
不

足
対
応
策
は

議
員
　
２
０
４
０
年
労
働

者
供
給
不
足
が
１
１
０
０

万
人
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

農
業
は
、
食
の
安
全
、
自

給
率
向
上
の
た
め
の
基
幹

産
業
で
あ
る
が
、
後
継
者

問
題
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。
技
能
実
習
制
度
が
見

直
さ
れ
る
中
、
国
際
的
な

人
材
確
保
の
た
め
海
外
窓

口
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長
　
労
働
者

不
足
対
策
は
、
本
市
に
お

い
て
も
避
け
て
は
通
れ
な

い
問
題
と
考
え
て
お
り
、

商
工
会
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
本
市
の

実
情
に
あ
っ
た
取
組
を
検

討
し
て
い
く
。
農
業
に
お

け
る
後
継
者
問
題
は
、
重

要
な
課
題
と
捉
え
て
お
り
、

農
地
の
集
約
化
、
認
定
農

業
者
の
担
い
手
に
加
え
、

経
営
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
意
欲
を
も
っ
た
新
規
参

入
者
を
取
り
込
む
こ
と
が

重
要
で
10
年
後
を
目
指
す

農
地
利
用
の
地
域
計
画
を

策
定
し
て
い
く
。
ま
た
、

新
規
青
年
就
農
者
の
就
農

定
着
を
図
る
た
め
経
済
的

支
援
を
行
う
こ
と
で
担
い

手
確
保
に
努
め
て
い
く
。

海
外
窓
口
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
が
、
特
定
技
能

者
制
度
に
向
け
た
動
き
が

進
ん
で
お
り
国
、
県
な
ど

関
係
機
関
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
確
立
は

議
員
　
医
師
の
偏
在
、
か

か
り
つ
け
医
を
持
つ
人
の

割
合
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
遠
隔
診
療
は
。
民
生
委

員
の
な
り
手
不
足
対
策
等

は
。

環
境
経
済
部
長
　
医
師
の

偏
在
に
つ
い
て
は
、
全
国

的
な
課
題
と
考
え
て
お
り
、

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。
か
か
り
つ
け
医

を
持
つ
人
の
割
合
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
病
気
の

早
期
発
見
に
つ
な
が
る
た

め
推
奨
し
て
お
り
情
報
発

信
に
も
努
め
て
い
る
。
診

療
所
や
オ
ン
ラ
イ
ン
遠
隔

診
断
は
、
国
・
県
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
情
報
把

握
に
努
め
て
い
く
。
民
生

委
員
の
な
り
手
不
足
対
策

は
、
定
数
を
定
期
的
に
増

員
し
負
担
軽
減
を
工
夫
し

て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会
の
福
祉
部
会

と
連
携
し
一
緒
に
活
動
し

て
い
る
。

市庁舎から宝満山を臨む

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

議
員

議
員

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員
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筑紫野市政の
　ここが知りたい!!

一般
質問

質 問 題 目   一 覧

6月定例会の一般質問では、11人の議員が21題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派
写真下の（　）は
所属会派

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

①農業の振興と行政内部の連携について
②地域猫活動の推進について

①本庁舎前のふれあい広場有効活用について
②来るべき労働者不足対応策について
③地域包括ケアシステムについて

■ 西村　和子　議員

①手話言語の本市の対応について
②ＪＲ二日市駅自由通路について

■ 白石　卓也　議員

①高齢者介護における介護人材確保について
■ 吉村　陽一　議員

①筑紫野市子ども条例について
②市内中学校統一の標準服の導入について

■ 段下　季一郎　議員

①フリーランスが安心して働ける労働環境について
■ 坂口　勝彦　議員

■ 八尋　一男　議員

①待機児童対策及び保育について
②物価高騰対策及び地域経済活性化について

①ひとり親支援について
②保育政策の充実に向けて
③待機児童解消に向けて

■ 前田　倫宏　議員

①施政方針について
②教育のＩＣＴ化について

■ 田 中　允　議員
①子ども条例を生かし、権利を発揮できる機会づくりについて

■ 古賀　新悟　議員

■ 春口　茜　議員

①飼い主のいない猫を増やさない取組について
②障害者情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進について

■ 山本　加奈子　議員

　
　
　
小
学
校
で
の
市
内

農
業
の
学
習
は
、
地
域
・

本
市
へ
の
愛
着
を
感
じ
る

ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
な

の
で
は
な
い
か
。
農
家
と

の
協
力
関
係
を
深
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
私
が
お

願
い
し
、
西
小
田
の
農
事

組
合
が
、
苗
床
づ
く
り
の

見
学
を
引
き
受
け
て
く
だ

さ
り
５
月
に
実
施
さ
れ
た
。

行
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は
、
西
小
田
の
農
事

組
合
が
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
こ
と
を
認
識
さ
れ

て
い
た
と
考
え
る
。
教
育

部
門
も
校
外
学
習
が
で
き

て
い
な
い
こ
と
は
分
か
っ

て
い
た
よ
う
だ
が
、
相
互

に
課
題
を
出
し
合
え
ば
容

易
に
、
か
な
り
以
前
に
実

施
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
農
業

の
振
興
と
学
校
教
育
に
お

け
る
市
内
農
業
に
つ
い
て

の
学
習
を
連
携
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

教
育
　
　
　
　
　
農
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と
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携
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習
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。
学
校
で
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農
業
に

関
す
る
学
習
は
、
農
業
の

理
解
を
深
め
、
今
後
の
農

業
振
興
に
重
要
な
も
の
と

捉
え
て
い
る
。
各
学
校
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
の
関
連

も
あ
る
が
、
今
後
も
、
行

政
内
部
で
連
携
し
、
各
学

校
に
お
い
て
可
能
な
限
り

多
く
の
子
ど
も
達
が
、
農

業
体
験
な
ど
で
、
農
業
に

つ
い
て
の
学
習
が
で
き
る

様
取
り
組
ん
で
い
く
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫

の
削
減
は

　
　
　
地
域
猫
活
動
は
、

近
隣
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
問

題
解
決
の
助
言
や
、
多
頭

飼
い
崩
壊
の
防
止
、
対
応
、

高
齢
者
と
ペ
ッ
ト
の
問
題

を
民
生
委
員
と
協
力
し
て

対
応
す
る
な
ど
、
高
齢
者

福
祉
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

総
合
計
画
に
掲
げ
る
ペ
ッ

ト
の
適
正
飼
育
の
推
進
は
、

猫
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
の
減

少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
ペ
ッ
ト

の
適
正
飼
育
の
推
進
に
つ

い
て
は
、
地
域
猫
活
動
に

関
す
る
講
座
や
説
明
、
飼

い
主
へ
の
直
接
指
導
や
買

い
方
の
情
報
発
信
を
行
っ

て
お
り
、
猫
に
よ
る
ト
ラ

ブ
ル
の
減
少
に
つ
な
が
っ

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

小
学
校
の
市
内
農
業
の
学
習
は

農
家
と
の
協
力
関
係
を
深
め
る
べ
き

行
政
内
部
で
連
携
し

　
　
　
可
能
な
限
り
取
り
組
ん
で
い
く

本
庁
舎
前
の
ふ
れ
あ
い
広
場

　
　
　有
効
活
用
で
ラ
ン
チ
提
供
を

他
自
治
体
の
事
例
等
を
参
考
に

　
　
　
　
　
　
　
　 

　
検
討
し
て
い
く

西村 和子
（市民会議）

八尋 一男
（つくし野）
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ッ
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ン
カ
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誘

致
に
よ
る
ラ
ン
チ
提
供
や

マ
ル
シ
ェ
開
催
で
ふ
る
さ

と
納
税
の
特
産
品
選
び
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長
　
当
該
広

場
は
、
原
則
、
災
害
時
の

防
災
広
場
と
し
て
位
置
づ

け
て
お
り
、
そ
の
他
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
市
主
催

行
事
の
ほ
か
市
民
参
加
型

の
イ
ベ
ン
ト
等
に
活
用
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
運

用
基
準
に
お
い
て
、
営
利

目
的
で
の
使
用
不
可
、
車

の
乗
り
入
れ
禁
止
等
規
定

し
て
お
り
、
現
時
点
で
は

利
用
を
認
め
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
今
後
、
当

該
広
場
の
活
用
及
び
運
用

基
準
に
つ
い
て
は
、
市
民

等
の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け

な
が
ら
他
自
治
体
の
事
例

等
を
参
考
に
検
討
し
て
い

く
。

来
る
べ
き
労
働
者
不

足
対
応
策
は

議
員
　
２
０
４
０
年
労
働

者
供
給
不
足
が
１
１
０
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万
人
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

農
業
は
、
食
の
安
全
、
自

給
率
向
上
の
た
め
の
基
幹

産
業
で
あ
る
が
、
後
継
者

問
題
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。
技
能
実
習
制
度
が
見

直
さ
れ
る
中
、
国
際
的
な

人
材
確
保
の
た
め
海
外
窓

口
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

環
境
経
済
部
長
　
労
働
者

不
足
対
策
は
、
本
市
に
お

い
て
も
避
け
て
は
通
れ
な

い
問
題
と
考
え
て
お
り
、

商
工
会
な
ど
の
関
係
機
関

と
連
携
し
な
が
ら
本
市
の

実
情
に
あ
っ
た
取
組
を
検

討
し
て
い
く
。
農
業
に
お

け
る
後
継
者
問
題
は
、
重

要
な
課
題
と
捉
え
て
お
り
、

農
地
の
集
約
化
、
認
定
農

業
者
の
担
い
手
に
加
え
、

経
営
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
意
欲
を
も
っ
た
新
規
参

入
者
を
取
り
込
む
こ
と
が

重
要
で
10
年
後
を
目
指
す

農
地
利
用
の
地
域
計
画
を

策
定
し
て
い
く
。
ま
た
、

新
規
青
年
就
農
者
の
就
農

定
着
を
図
る
た
め
経
済
的

支
援
を
行
う
こ
と
で
担
い

手
確
保
に
努
め
て
い
く
。

海
外
窓
口
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
が
、
特
定
技
能

者
制
度
に
向
け
た
動
き
が

進
ん
で
お
り
国
、
県
な
ど

関
係
機
関
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
確
立
は

議
員
　
医
師
の
偏
在
、
か

か
り
つ
け
医
を
持
つ
人
の

割
合
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
遠
隔
診
療
は
。
民
生
委

員
の
な
り
手
不
足
対
策
等

は
。

環
境
経
済
部
長
　
医
師
の

偏
在
に
つ
い
て
は
、
全
国

的
な
課
題
と
考
え
て
お
り
、

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。
か
か
り
つ
け
医

を
持
つ
人
の
割
合
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
病
気
の

早
期
発
見
に
つ
な
が
る
た

め
推
奨
し
て
お
り
情
報
発

信
に
も
努
め
て
い
る
。
診

療
所
や
オ
ン
ラ
イ
ン
遠
隔

診
断
は
、
国
・
県
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
情
報
把

握
に
努
め
て
い
く
。
民
生

委
員
の
な
り
手
不
足
対
策

は
、
定
数
を
定
期
的
に
増

員
し
負
担
軽
減
を
工
夫
し

て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会
の
福
祉
部
会

と
連
携
し
一
緒
に
活
動
し

て
い
る
。

市庁舎から宝満山を臨む

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

議
員

議
員

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

19 18議会だより筑紫野 令和５年９月１日 201号　議会だより筑紫野



吉村 陽一
（市民会議）

段下 季一郎
（市民会議）

坂口 勝彦
（公明党）

前田 倫宏
（つくし野）

議
員
　
市
の
権
利
救
済
制

度
は
、
課
題
が
あ
る
。
子

ど
も
た
ち
の
認
知
度
が
低

い
こ
と
。
条
例
が
施
行
さ

れ
た
２
０
１
１
年
か
ら
２

０
２
２
年
度
ま
で
の
12
年

間
で
17
件
と
相
談
件
数
が

少
な
い
こ
と
。

　
宗
像
市
は
、
子
ど
も
条

例
制
定
後
、
相
談
室
を
設

置
し
、
開
設
初
年
度
前
半

に
市
内
の
全
小
中
学
校
に

訪
問
し
、
全
校
集
会
や
始

業
式
、
終
業
式
な
ど
全
校

児
童
生
徒
が
集
ま
る
機
会

に
紙
芝
居
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
っ
て
子
ど
も
の

権
利
や
相
談
室
に
つ
い
て

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
お
り
、
開
設
２

年
で
相
談
室
の
認
知
率
が

９
５
・
１
％
と
な
っ
た
。

令
和
３
年
度
、
子
ど
も
の

権
利
相
談
室
に
寄
せ
ら
れ

た
相
談
件
数
は
１
７
９
件
、

延
べ
５
４
１
件
で
、
そ
の

８
割
以
上
が
子
ど
も
本
人

か
ら
だ
っ
た
。

　
次
の
と
お
り
提
案
す
る
。

①
宗
像
市
の
よ
う
な
周
知

の
方
法
。

②
常
勤
の
子
ど
も
の
権
利

相
談
員
を
配
置
。

③
専
用
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
の
設
置
。

④
小
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
た
、
オ
ン
ラ

イ
ン
相
談
。

⑤
小
中
学
校
に
ポ
ス
ト
を

設
置
し
、
は
が
き
や
封
書

な
ど
で
の
相
談
。

⑥
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
な
ど
。

　
今
、
述
べ
た
よ
う
な
形

で
広
報
の
強
化
と
相
談
体

制
を
充
実
す
べ
き
で
は
。

環
境
部
長
　
　
　
現
在
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

の
他
、
子
ど
も
条
例
の
チ

ラ
シ
に
お
い
て
相
談
窓
口

と
し
て
掲
載
し
、
学
校
を

通
じ
て
児
童
・
生
徒
等
へ

の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

し
か
し
、
相
談
者
は
ほ
ぼ

保
護
者
で
あ
り
、
相
談
件

数
も
少
な
く
推
移
し
て
い

る
。

　
今
後
は
、
先
進
自
治
体

を
参
考
に
、
本
市
の
既
存

事
業
を
分
析
し
、
子
ど
も

や
保
護
者
等
が
利
用
し
や

す
い
相
談
窓
口
と
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

市
内
中
学
校
統
一
の

標
準
服
の
導
入

議
員
　
県
内
で
は
、
福
岡

市
、
大
野
城
市
、
太
宰
府

市
、
筑
後
市
な
ど
で
市
内

統
一
の
制
服
、
標
準
服
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。
導
入

す
る
こ
と
で
、
大
量
注
文

に
よ
り
制
服
業
者
か
ら
の

納
入
価
格
を
抑
え
、
価
格

が
安
く
な
り
、
家
計
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
で
き
る
。

導
入
す
べ
き
で
は
。

政
策
部
長
　
制
服
に
つ
い

て
は
、
生
徒
、
保
護
者
、

教
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
様
々
な
考
え
方
や
意
見

が
あ
り
、
教
育
委
員
会
が

一
律
に
決
め
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
生

徒
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
等
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
標

準
服
導
入
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
権
利
救
済
委
員
の
広
報
強
化
と

相
談
体
制
を
充
実
す
べ
き
で
は

子
ど
も
に
接
す
る
機
会
の
多
い
職
種
へ
重
点
的
な

周
知
を
行
い
子
ど
も
へ
の
周
知
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
を
検
討
し
て
い
く

高
齢
者
介
護
に
お
け
る

                  

人
材
確
保
の
充
実
を

介
護
人
材
実
態
調
査
を
も
と
に

           
支
援
策
を
調
査
研
究
し
て
い
く

議
員
　
介
護
業
界
の
人
材

不
足
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
が
、
現
状
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
本
市
の
介
護
事
業
所
で

働
く
介
護
士
に
家
賃
補
助

や
資
格
取
得
の
際
、
補
助

や
援
助
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
の
施
策
を
講

じ
、
介
護
人
材
が
定
着
す

る
取
り
組
み
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

　
介
護
人
材
確
保
の
た
め
、

市
が
窓
口
と
な
り
、
外
国

人
介
護
士
を
受
け
入
れ
る

な
ど
の
施
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
高
齢
者

介
護
現
場
の
人
材
不
足
は
、

本
市
に
お
い
て
も
、
人
材

確
保
に
苦
労
さ
れ
て
い
る

介
護
事
業
所
等
が
あ
る
こ

と
を
聞
き
及
ん
で
い
る
。

今
後
の
労
働
人
口
の
減
少

に
伴
い
、
介
護
分
野
は
、

ま
す
ま
す
厳
し
い
雇
用
環

境
に
お
か
れ
る
見
込
み
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
介
護
人
材
実
態
調
査
の

結
果
を
も
と
に
、
定
着
に

至
ら
な
い
原
因
を
分
析
し
、

支
援
で
き
る
取
り
組
み
に

繋
げ
ら
れ
る
か
、
国
や
他

自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
、

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

　
外
国
人
労
働
者
の
人
材

確
保
は
、
人
材
不
足
を
解

消
す
る
た
め
の
有
効
な
手

段
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。

今
後
も
国
、
県
に
お
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
講
じ

ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
関
係
事
業
所
か
ら
の

情
報
収
集
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

手
話
言
語
条
例
が
必
要

県
手
話
言
語
条
例
を
尊
重
し
て
い
く

議
員
　
手
話
言
語
は
多
く

の
自
治
体
で
条
例
化
さ
れ

て
い
る
。
２
０
０
６
年
12

月
、
国
連
で
「
手
話
は
言

語
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ

た
。
福
岡
県
で
は
本
年
４

月
に
条
例
施
行
さ
れ
て
い

る
。
本
市
も
実
用
性
、
実

効
性
を
担
保
し
た
条
例
化

が
必
要
と
考
え
る
が
見
解

は
。

企
画
政
策
部
長
　
手
話
言

語
条
例
は
、
福
岡
県
が
本

年
３
月
に
制
定
し
県
に
お

い
て
施
策
が
取
り
組
ま
れ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
現
時
点
で
の
条
例
化
は

考
え
て
い
な
い
が
、
県
条

例
の
理
念
を
尊
重
し
庁
内

外
の
手
続
き
に
お
け
る
手

話
通
訳
者
の
派
遣
等
、
実

効
性
あ
る
事
業
を
継
続
的

に
実
施
す
る
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
の
自

由
通
路
の
開
設
を
！

議
員
　
昨
年
12
月
に
Ｊ
Ｒ

二
日
市
駅
西
口
が
開
設
さ

れ
、
通
勤
・
通
学
の
時
間

が
大
幅
に
短
縮
し
た
等
、

駅
利
用
者
の
利
便
性
が
格

段
に
向
上
し
た
。

　
多
く
の
市
民
か
ら
「
東

西
を
結
ぶ
自
由
通
路
」
開

設
の
要
望
が
あ
る
。
自
由

通
路
は
地
域
経
済
の
活
性

化
に
直
結
し
、
二
日
市
温

泉
や
天
拝
山
へ
の
、
観
光

振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
。

企
画
政
策
部
長
　
Ｊ
Ｒ
二

日
市
駅
の
自
由
通
路
は
二

日
市
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
り
、
街
の
一
体
性
を

創
出
し
利
便
性
を
さ
ら
に

向
上
さ
せ
る
も
の
と
捉
え

て
い
る
。
設
置
す
る
に
は

多
く
の
課
題
が
あ
り
、
ま

た
、
設
置
に
は
未
整
備
の

都
市
施
設
も
あ
り
、
広
域

的
、
か
つ
、

長
期
的
な

視
点
で
取

り
組
む
べ

き
も
の
と

考
え
て
い

る
。

白石 卓也
（市民会議）

人
材
定
着
の
独
自
の
取
り
組
み
は

関
係
団
体
と
の
情
報
共
有
を
行
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

連
携
を
図
る

議
員
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と

は
自
ら
の
能
力
や
ス
キ
ル

を
活
か
し
て
会
社
な
ど
に

所
属
せ
ず
に
個
人
で
仕
事

を
行
う
人
の
こ
と
を
指
す
。

自
分
の
生
活
状
況
に
応
じ

て
自
由
に
契
約
し
報
酬
を

得
ら
れ
る
の
が
特
長
だ
。

し
か
し
個
人
で
収
入
を
得

る
た
め
原
則
と
し
て
労
働

基
準
法
は
認
め
ら
れ
ず
取

引
先
と
な
る
受
託
者
と
比

べ
て
弱
い
立
場
に
お
か
れ

て
い
る
。
他
方
で
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
人
口
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
不
当
な
不
利

益
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
、

安
定
的
に
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・

事
業
者
間
取
引
適
正
化
等

法
案
」
が
国
会
に
提
出
さ

れ
２
０
２
３
年
５
月
12
日

に
公
布
さ
れ
た
。

　
こ
の
法
律
は
個
人
が
事

業
者
と
し
て
受
託
し
た
業

務
に
安
定
的
に
従
事
す
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
本
市
は
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
本
法
に

つ
い
て
は
本
年
５
月
12
日

に
公
布
さ
れ
た
ば
か
り
で

１
年
６
カ
月
以
内
に
施
行

さ
れ
る
こ
と
か
ら
今
後
、

国
や
県
の
動
向
に
注
視
し

て
い
く
。

議
員
　
商
工
会
な
ど
関
係

団
体
に
所
属
し
て
い
な
い

方
へ
の
支
援
は
。
ま
た
、

さ
ら
な
る
情
報
共
有
と
連

携
が
必
要
で
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
市
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
提
供

を
行
い
、
本
法
が
実
効
的

な
も
の
に
な
る
よ
う
、
商

工
会
な
ど
関
係
団
体
と
の

情
報
共
有
と
連
携
を
図
っ

た
取
組
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

議
員
　
本
年
４
月
１
日
時

点
の
待
機
児
童
数
は
16
人
。

潜
在
的
な
未
入
所
数
を
含

め
た
待
機
児
童
数
は
１
３

０
人
程
度
で
、
ま
だ
多
く

の
児
童
が
入
所
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。

　
今
後
の
保
育
施
設
整
備

に
よ
り
、
定
員
１
６
９
人

の
受
け
皿
の
確
保
が
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
完
全
解

消
が
可
能
な
の
か
。

環
境
経
済
部
長
　
公
募
に

よ
り
定
員
19
人
の
小
規
模

保
育
事
業
所
及
び
定
員
１

５
０
人
の
認
可
保
育
所
の

新
設
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
も
計
画
的
な
受
け
皿

整
備
に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
今
後
の
保
育
施
設

整
備
の
立
地
に
関
し
、
郊

外
の
需
要
も
考
慮
し
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

企
画
政
策
部
長
　
新
た
な

保
育
施
設
の
公
募
手
続
き

は
、
設
置
場
所
も
含
め
広

く
事
業
提
案
を
求
め
る
予

定
と
し
て
い
る
。

議
員
　
届
出
保
育
施
設
は
、

保
育
事
業
を
担
い
、
大
き

く
貢
献
し
て
頂
い
て
い
る
。

　
届
出
保
育
施
設
へ
の
運

営
支
援
費
補
助
金
の
実
施

や
健
康
診
断
費
補
助
金
の

対
象
者
を
市
内
・
市
外
の

児
童
も
対
象
に
緩
和
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

企
画
政
策
部
長
　
運
営
支

援
費
補
助
金
は
、
そ
の
役

割
や
補
助
の
目
的
・
効
果

を
整
理
し
た
う
え
で
検
討

し
て
い
く
。
ま
た
、
健
康

診
断
費
補
助
金
は
、
現
在
、

児
童
の
対
象
要
件
を
市
内

居
住
の
場
合
に
限
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
健
康
診

断
実
施
の
主
旨
を
踏
ま
え

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

物
価
高
騰
対
策
お
よ
び

地
域
経
済
活
性
化
を

議
員
　
円
安
等
に
よ
る
物

価
高
騰
は
、
日
本
経
済
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
本
市
も
例
外
で
は
な

く
、
物
価
高
が
依
然
と
し

て
続
く
今
、
地
域
経
済
の

更
な
る
低
迷
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
を
早
急
に
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
ま
た
、
従
来
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
利
用
期
間
が

１
ヶ
月
間
と
短
く
、
長
期

間
の
利
用
を
可
能
と
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

企
画
政
策
部
長
　
地
域
活

性
化
商
品
券
を
従
来
の
紙

と
市
独
自
の
ア
プ
リ
に
よ

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
商
品

券
の
両
方
を
実
施
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
商
品
券
は
、
秋
頃
か
ら

冬
に
か
け
て
数
カ
月
の
利

用
期
間
を
予
定
し
て
い
る
。

待
機
児
童
の
完
全
解
消
を
！

今
後
も
計
画
的
な
受
け
皿
整
備
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
努
め
て
い
く

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
部
長

環
境
経
済
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

企
画
政
策
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長
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吉村 陽一
（市民会議）

段下 季一郎
（市民会議）

坂口 勝彦
（公明党）

前田 倫宏
（つくし野）

議
員
　
市
の
権
利
救
済
制

度
は
、
課
題
が
あ
る
。
子

ど
も
た
ち
の
認
知
度
が
低

い
こ
と
。
条
例
が
施
行
さ

れ
た
２
０
１
１
年
か
ら
２

０
２
２
年
度
ま
で
の
12
年

間
で
17
件
と
相
談
件
数
が

少
な
い
こ
と
。

　
宗
像
市
は
、
子
ど
も
条

例
制
定
後
、
相
談
室
を
設

置
し
、
開
設
初
年
度
前
半

に
市
内
の
全
小
中
学
校
に

訪
問
し
、
全
校
集
会
や
始

業
式
、
終
業
式
な
ど
全
校

児
童
生
徒
が
集
ま
る
機
会

に
紙
芝
居
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
使
っ
て
子
ど
も
の

権
利
や
相
談
室
に
つ
い
て

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
っ
て
お
り
、
開
設
２

年
で
相
談
室
の
認
知
率
が

９
５
・
１
％
と
な
っ
た
。

令
和
３
年
度
、
子
ど
も
の

権
利
相
談
室
に
寄
せ
ら
れ

た
相
談
件
数
は
１
７
９
件
、

延
べ
５
４
１
件
で
、
そ
の

８
割
以
上
が
子
ど
も
本
人

か
ら
だ
っ
た
。

　
次
の
と
お
り
提
案
す
る
。

①
宗
像
市
の
よ
う
な
周
知

の
方
法
。

②
常
勤
の
子
ど
も
の
権
利

相
談
員
を
配
置
。

③
専
用
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
の
設
置
。

④
小
中
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
た
、
オ
ン
ラ

イ
ン
相
談
。

⑤
小
中
学
校
に
ポ
ス
ト
を

設
置
し
、
は
が
き
や
封
書

な
ど
で
の
相
談
。

⑥
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
な
ど
。

　
今
、
述
べ
た
よ
う
な
形

で
広
報
の
強
化
と
相
談
体

制
を
充
実
す
べ
き
で
は
。

環
境
部
長
　
　
　
現
在
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

の
他
、
子
ど
も
条
例
の
チ

ラ
シ
に
お
い
て
相
談
窓
口

と
し
て
掲
載
し
、
学
校
を

通
じ
て
児
童
・
生
徒
等
へ

の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

し
か
し
、
相
談
者
は
ほ
ぼ

保
護
者
で
あ
り
、
相
談
件

数
も
少
な
く
推
移
し
て
い

る
。

　
今
後
は
、
先
進
自
治
体

を
参
考
に
、
本
市
の
既
存

事
業
を
分
析
し
、
子
ど
も

や
保
護
者
等
が
利
用
し
や

す
い
相
談
窓
口
と
な
る
よ

う
検
討
し
て
い
く
。

市
内
中
学
校
統
一
の

標
準
服
の
導
入

議
員
　
県
内
で
は
、
福
岡

市
、
大
野
城
市
、
太
宰
府

市
、
筑
後
市
な
ど
で
市
内

統
一
の
制
服
、
標
準
服
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。
導
入

す
る
こ
と
で
、
大
量
注
文

に
よ
り
制
服
業
者
か
ら
の

納
入
価
格
を
抑
え
、
価
格

が
安
く
な
り
、
家
計
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
で
き
る
。

導
入
す
べ
き
で
は
。

政
策
部
長
　
制
服
に
つ
い

て
は
、
生
徒
、
保
護
者
、

教
員
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
様
々
な
考
え
方
や
意
見

が
あ
り
、
教
育
委
員
会
が

一
律
に
決
め
る
も
の
で
は

な
い
と
考
え
て
い
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
生

徒
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
等
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
標

準
服
導
入
の
必
要
性
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
の
権
利
救
済
委
員
の
広
報
強
化
と

相
談
体
制
を
充
実
す
べ
き
で
は

子
ど
も
に
接
す
る
機
会
の
多
い
職
種
へ
重
点
的
な

周
知
を
行
い
子
ど
も
へ
の
周
知
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
を
検
討
し
て
い
く

高
齢
者
介
護
に
お
け
る

                  

人
材
確
保
の
充
実
を

介
護
人
材
実
態
調
査
を
も
と
に

           

支
援
策
を
調
査
研
究
し
て
い
く

議
員
　
介
護
業
界
の
人
材

不
足
は
重
要
な
課
題
で
あ

る
が
、
現
状
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
本
市
の
介
護
事
業
所
で

働
く
介
護
士
に
家
賃
補
助

や
資
格
取
得
の
際
、
補
助

や
援
助
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
な
ど
の
施
策
を
講

じ
、
介
護
人
材
が
定
着
す

る
取
り
組
み
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

　
介
護
人
材
確
保
の
た
め
、

市
が
窓
口
と
な
り
、
外
国

人
介
護
士
を
受
け
入
れ
る

な
ど
の
施
策
が
必
要
で
は

な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
高
齢
者

介
護
現
場
の
人
材
不
足
は
、

本
市
に
お
い
て
も
、
人
材

確
保
に
苦
労
さ
れ
て
い
る

介
護
事
業
所
等
が
あ
る
こ

と
を
聞
き
及
ん
で
い
る
。

今
後
の
労
働
人
口
の
減
少

に
伴
い
、
介
護
分
野
は
、

ま
す
ま
す
厳
し
い
雇
用
環

境
に
お
か
れ
る
見
込
み
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
介
護
人
材
実
態
調
査
の

結
果
を
も
と
に
、
定
着
に

至
ら
な
い
原
因
を
分
析
し
、

支
援
で
き
る
取
り
組
み
に

繋
げ
ら
れ
る
か
、
国
や
他

自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
、

調
査
研
究
し
て
い
き
た
い

と
考
え
る
。

　
外
国
人
労
働
者
の
人
材

確
保
は
、
人
材
不
足
を
解

消
す
る
た
め
の
有
効
な
手

段
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。

今
後
も
国
、
県
に
お
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
講
じ

ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
た

め
、
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
関
係
事
業
所
か
ら
の

情
報
収
集
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
る
。

手
話
言
語
条
例
が
必
要

県
手
話
言
語
条
例
を
尊
重
し
て
い
く

議
員
　
手
話
言
語
は
多
く

の
自
治
体
で
条
例
化
さ
れ

て
い
る
。
２
０
０
６
年
12

月
、
国
連
で
「
手
話
は
言

語
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ

た
。
福
岡
県
で
は
本
年
４

月
に
条
例
施
行
さ
れ
て
い

る
。
本
市
も
実
用
性
、
実

効
性
を
担
保
し
た
条
例
化

が
必
要
と
考
え
る
が
見
解

は
。

企
画
政
策
部
長
　
手
話
言

語
条
例
は
、
福
岡
県
が
本

年
３
月
に
制
定
し
県
に
お

い
て
施
策
が
取
り
組
ま
れ

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
現
時
点
で
の
条
例
化
は

考
え
て
い
な
い
が
、
県
条

例
の
理
念
を
尊
重
し
庁
内

外
の
手
続
き
に
お
け
る
手

話
通
訳
者
の
派
遣
等
、
実

効
性
あ
る
事
業
を
継
続
的

に
実
施
す
る
。

Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
の
自

由
通
路
の
開
設
を
！

議
員
　
昨
年
12
月
に
Ｊ
Ｒ

二
日
市
駅
西
口
が
開
設
さ

れ
、
通
勤
・
通
学
の
時
間

が
大
幅
に
短
縮
し
た
等
、

駅
利
用
者
の
利
便
性
が
格

段
に
向
上
し
た
。

　
多
く
の
市
民
か
ら
「
東

西
を
結
ぶ
自
由
通
路
」
開

設
の
要
望
が
あ
る
。
自
由

通
路
は
地
域
経
済
の
活
性

化
に
直
結
し
、
二
日
市
温

泉
や
天
拝
山
へ
の
、
観
光

振
興
に
大
き
く
寄
与
す
る
。

企
画
政
策
部
長
　
Ｊ
Ｒ
二

日
市
駅
の
自
由
通
路
は
二

日
市
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
が
り
、
街
の
一
体
性
を

創
出
し
利
便
性
を
さ
ら
に

向
上
さ
せ
る
も
の
と
捉
え

て
い
る
。
設
置
す
る
に
は

多
く
の
課
題
が
あ
り
、
ま

た
、
設
置
に
は
未
整
備
の

都
市
施
設
も
あ
り
、
広
域

的
、
か
つ
、

長
期
的
な

視
点
で
取

り
組
む
べ

き
も
の
と

考
え
て
い

る
。

白石 卓也
（市民会議）

人
材
定
着
の
独
自
の
取
り
組
み
は

関
係
団
体
と
の
情
報
共
有
を
行
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

連
携
を
図
る

議
員
　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と

は
自
ら
の
能
力
や
ス
キ
ル

を
活
か
し
て
会
社
な
ど
に

所
属
せ
ず
に
個
人
で
仕
事

を
行
う
人
の
こ
と
を
指
す
。

自
分
の
生
活
状
況
に
応
じ

て
自
由
に
契
約
し
報
酬
を

得
ら
れ
る
の
が
特
長
だ
。

し
か
し
個
人
で
収
入
を
得

る
た
め
原
則
と
し
て
労
働

基
準
法
は
認
め
ら
れ
ず
取

引
先
と
な
る
受
託
者
と
比

べ
て
弱
い
立
場
に
お
か
れ

て
い
る
。
他
方
で
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
人
口
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
不
当
な
不
利

益
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
、

安
定
的
に
働
く
こ
と
が
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・

事
業
者
間
取
引
適
正
化
等

法
案
」
が
国
会
に
提
出
さ

れ
２
０
２
３
年
５
月
12
日

に
公
布
さ
れ
た
。

　
こ
の
法
律
は
個
人
が
事

業
者
と
し
て
受
託
し
た
業

務
に
安
定
的
に
従
事
す
る

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
本
市
は
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
本
法
に

つ
い
て
は
本
年
５
月
12
日

に
公
布
さ
れ
た
ば
か
り
で

１
年
６
カ
月
以
内
に
施
行

さ
れ
る
こ
と
か
ら
今
後
、

国
や
県
の
動
向
に
注
視
し

て
い
く
。

議
員
　
商
工
会
な
ど
関
係

団
体
に
所
属
し
て
い
な
い

方
へ
の
支
援
は
。
ま
た
、

さ
ら
な
る
情
報
共
有
と
連

携
が
必
要
で
は
。

健
康
福
祉
部
長
　
市
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
活
用
し
た
情
報
提
供

を
行
い
、
本
法
が
実
効
的

な
も
の
に
な
る
よ
う
、
商

工
会
な
ど
関
係
団
体
と
の

情
報
共
有
と
連
携
を
図
っ

た
取
組
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。

議
員
　
本
年
４
月
１
日
時

点
の
待
機
児
童
数
は
16
人
。

潜
在
的
な
未
入
所
数
を
含

め
た
待
機
児
童
数
は
１
３

０
人
程
度
で
、
ま
だ
多
く

の
児
童
が
入
所
で
き
な
い

状
況
で
あ
る
。

　
今
後
の
保
育
施
設
整
備

に
よ
り
、
定
員
１
６
９
人

の
受
け
皿
の
確
保
が
予
定

さ
れ
て
い
る
が
、
完
全
解

消
が
可
能
な
の
か
。

環
境
経
済
部
長
　
公
募
に

よ
り
定
員
19
人
の
小
規
模

保
育
事
業
所
及
び
定
員
１

５
０
人
の
認
可
保
育
所
の

新
設
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
も
計
画
的
な
受
け
皿

整
備
に
努
め
て
い
く
。

議
員
　
今
後
の
保
育
施
設

整
備
の
立
地
に
関
し
、
郊

外
の
需
要
も
考
慮
し
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

企
画
政
策
部
長
　
新
た
な

保
育
施
設
の
公
募
手
続
き

は
、
設
置
場
所
も
含
め
広

く
事
業
提
案
を
求
め
る
予

定
と
し
て
い
る
。

議
員
　
届
出
保
育
施
設
は
、

保
育
事
業
を
担
い
、
大
き

く
貢
献
し
て
頂
い
て
い
る
。

　
届
出
保
育
施
設
へ
の
運

営
支
援
費
補
助
金
の
実
施

や
健
康
診
断
費
補
助
金
の

対
象
者
を
市
内
・
市
外
の

児
童
も
対
象
に
緩
和
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

企
画
政
策
部
長
　
運
営
支

援
費
補
助
金
は
、
そ
の
役

割
や
補
助
の
目
的
・
効
果

を
整
理
し
た
う
え
で
検
討

し
て
い
く
。
ま
た
、
健
康

診
断
費
補
助
金
は
、
現
在
、

児
童
の
対
象
要
件
を
市
内

居
住
の
場
合
に
限
定
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
健
康
診

断
実
施
の
主
旨
を
踏
ま
え

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

物
価
高
騰
対
策
お
よ
び

地
域
経
済
活
性
化
を

議
員
　
円
安
等
に
よ
る
物

価
高
騰
は
、
日
本
経
済
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
。
本
市
も
例
外
で
は
な

く
、
物
価
高
が
依
然
と
し

て
続
く
今
、
地
域
経
済
の

更
な
る
低
迷
が
懸
念
さ
れ

る
た
め
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事

業
を
早
急
に
実
施
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

　
ま
た
、
従
来
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
利
用
期
間
が

１
ヶ
月
間
と
短
く
、
長
期

間
の
利
用
を
可
能
と
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

企
画
政
策
部
長
　
地
域
活

性
化
商
品
券
を
従
来
の
紙

と
市
独
自
の
ア
プ
リ
に
よ

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
商
品

券
の
両
方
を
実
施
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
商
品
券
は
、
秋
頃
か
ら

冬
に
か
け
て
数
カ
月
の
利

用
期
間
を
予
定
し
て
い
る
。

待
機
児
童
の
完
全
解
消
を
！

今
後
も
計
画
的
な
受
け
皿
整
備
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
努
め
て
い
く

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

教
育
部
長

環
境
経
済
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

企
画
政
策
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

議
員

環
境
経
済
部
長

環
境
経
済
部
長
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古賀 新悟
（－）

春口 茜
（市民会議）

田中 允
（－）

議
員
　
今
年
度
か
ら
こ
ど

も
家
庭
庁
が
発
足
さ
れ
た
。

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
こ

と
が
、
今
後
の
筑
紫
野
市

の
発
展
と
永
続
的
な
成
長

に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い

る
。

　
ひ
と
り
親
へ
の
養
育
費

未
払
い
を
防
ぐ
た
め
に
、

窓
口
に
相
談
に
来
ら
れ
た

方
々
へ
の
き
め
細
か
な
サ

ポ
ー
ト
や
説
明
と
啓
発
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
見
解

は
。

環
境
経
済
部
長
　
今
年
度

か
ら
実
施
す
る
公
正
証
書

作
成
及
び
保
証
契
約
締
結

費
用
の
補
助
と
併
せ
て
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用

し
た
手
続
き
の
説
明
や
広

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
制
度

の
周
知
啓
発
に
努
め
て
い

く
。

０
〜
２
歳
保
育
料

完
全
無
償
化

議
員
　
無
償
化
に
す
る
こ

と
で
、
経
済
的
な
制
約
が

少
な
く
な
る
為
、
労
働
復

帰
し
や
す
く
な
る
。
第
二

子
以
降
を
諦
め
て
い
た
方

が
筑
紫
野
市
で
子
ど
も
を

産
み
、
育
て
た
い
と
思
う

の
で
は
な
い
か
。

　
子
育
て
支
援
、
少
子
化

対
策
、
若
年
層
の
人
口
増

加
、
税
収
に
お
い
て
も
大

き
な
効
果
が
期
待
で
き
る

と
考
え
る
。

　
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち

に
筑
紫
野
市
を
託
す
た
め

に
、
保
育
料
完
全
無
償
化

実
現
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
市
の
見
解
は
。

企
画
政
策
部
長
　
０
〜
２

歳
に
つ
い
て
は
、
３
歳
以

上
児
と
比
較
し
保
育
士
の

配
置
が
手
厚
い
体
制
と
な

る
こ
と
か
ら
、
所
得
に
よ

る
階
層
区
分
を
設
け
、
段

階
的
な
応
能
負
担
と
し
て

い
る
。
完
全
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
財
源
負
担
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の

国
、
県
の
動
向
を
注
視
す

る
。

届
出
保
育
所
施
設
へ

の
運
営
費
の
補
助
は

議
員
　
資
金
不
足
に
よ
る

保
育
人
材
不
足
に
お
い
て

も
不
利
に
感
じ
ら
れ
る
届

出
保
育
施
設
に
対
し
、
運

営
費
の
補
助
を
す
る
こ
と

で
、
保
育
の
質
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
、
保
護
者
の

負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

企
画
政
策
部
長
　
地
域
に

お
け
る
保
育
の
受
け
皿
の

一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
為
、
そ
の
役
割
や

補
助
の
目
的
、
効
果
を
整

理
し
た
上
で
検
討
す
る
。

養
育
費
未
払
い
を
防
ぐ
た
め

　
　
　
　
　
　
　ひ
と
り
親
支
援
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

　
　
　
　 

制
度
の
周
知
啓
発
に
努
め
る

子
ど
も
条
例
を
生
か
し
た

　
　
　
　
　子
ど
も
子
育
て
支
援
を

先
進
自
治
体
の
情
報
収
集
に
努
め
る

議
員
　
子
ど
も
た
ち
の
権

利
遂
行
の
た
め
、
社
会
に

参
加
し
、
ま
た
は
参
画
す

る
機
会
を
設
け
る
べ
き
。

健
康
福
祉
部
長
　
子
ど
も

た
ち
が
社
会
に
参
加
・
参

画
す
る
機
会
に
つ
い
て
、

公
共
施
設
や
地
域
に
お
い

て
、
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
学

習
等
の
機
会
が
幅
広
く
設

け
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

本
市
の
子
ど
も
条
例
に
則

り
、
子
ど
も
の
参
加
す
る

権
利
に
つ
い
て
、
子
ど
も

や
子
育
て
支
援
に
関
わ
る

関
係
機
関
及
び
団
体
等
へ

の
周
知
に
努
め
る
。

議
員
　
子
ど
も
条
例
を
生

か
す
た
め
に
は
、
子
ど
も

子
育
て
支
援
に
お
い
て
、

子
ど
も
が
主
人
公
の
社
会

を
市
民
協
働
で
進
め
る
こ

と
が
大
事
。
す
で
に
市
民

グ
ル
ー
プ
が
展
開
し
て
い

る
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
支
援

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
市
長
の
見
解
は
。

部
長
　
私
は
昨
年
11
月
、

筑
紫
女
学
園
大
学
の
筑
女

の
森
で
開
催
さ
れ
た
プ
レ

ー
パ
ー
ク
に
参
加
し
た
。

当
日
は
参
加
者
も
多
く
、

自
分
が
子
ど
も
の
頃
に
野

山
で
遊
ん
で
い
た
こ
と
を

思
い
出
す
と
と
も
に
、
子

ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人

も
一
緒
に
な
っ
て
遊
ぶ
姿

が
印
象
的
だ
っ
た
。

  

こ
の
よ
う
に
、
自
然
豊

か
な
環
境
に
お
い
て
、
自

ら
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

多
様
な
体
験
が
で
き
る
場

は
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
有

り
様
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　
そ
の
た
め
、
既
存
の
施

設
・
公
園
等
の
現
状
を
分

析
す
る
と
と
も
に
、
先
進

自
治
体
の
情
報
収
集
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

山本 加奈子
（公明党）

インターネットで本会議の映像を視聴できます。

議
員
　
飼
い
主
の
い
な
い

猫
に
仔
猫
が
生
ま
れ
、
環

境
課
に
相
談
し
た
際
、
ど

う
ぶ
つ
基
金
の
「
さ
く
ら

ね
こ
無
料
不
妊
手
術
」
の

案
内
を
さ
れ
た
が
、
市
が

ま
と
め
て
30
枚
申
請
し
た

無
料
手
術
券
の
抽
選
結
果

は
４
枚
。
今
年
度
は
確
率

が
低
い
と
の
事
だ
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
Ｔ
Ｎ
Ｒ

活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
は

不
妊
去
勢
手
術
代
や
譲
渡

会
に
か
か
る
検
査
費
用
等

多
く
を
負
担
さ
れ
て
い
る
。

春
日
市
、
太
宰
府
市
、
那

珂
川
市
で
は
、
「
飼
い
主

の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢

手
術
費
補
助
事
業
」
、
古

賀
市
で
は
不
妊
去
勢
手
術

の
他
、
猫
の
譲
渡
に
か
か

る
検
査
に
要
す
る
経
費
ま

で
補
助
し
て
い
る
。
地
域

猫
活
動
を
さ
れ
て
い
る
団

体
へ
の
補
助
も
大
事
だ
が
、

地
域
猫
活
動
に
至
っ
て
い

な
い
団
体
や
個
人
へ
の
補

助
も
必
要
で
は
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長
　
不
妊
去

勢
手
術
等
の
補
助
は
、
現

在
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体

等
の
方
々
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
地
域
内
の
猫
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
抑
制
に
取
り
組

ま
れ
、
そ
の
費
用
を
寄
付

や
団
体
構
成
員
の
自
己
負

担
に
よ
り
賄
わ
れ
、
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
い
る
事

は
聞
き
及
ん
で
い
る
。
市

も
地
域
猫
活
動
を
推
奨
し

て
い
る
の
で
、
更
な
る
支

援
が
行
え
る
よ
う
近
隣
自

治
体
の
情
報
を
収
集
し
、

検
討
を
行
っ
て
い
く
。

障
害
者
情
報
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施

策
推
進
法

議
員
　
視
覚
障
が
い
者
の

情
報
取
得
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
公
的
な
通
知
に
つ
い
て

は
、
音
声
コ
ー
ド
の
普
及

を
進
め
る
べ
き
で
は
。

企
画
政
策
部
長
　
庁
内
を

対
象
に
情
報
提
供
を
行
い

公
的
な
通
知
を
は
じ
め
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
へ
の
導

入
普
及
を
図
っ
て
い
く
。

議
員
　
18
歳
以
上
軽
・
中

等
度
難
聴
者
（
30
デ
シ
ベ

ル
以
上
）
へ
補
聴
器
購
入

費
助
成
が
出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
全
国
市

長
会
を
通
じ
て
年
齢
に
よ

る
制
限
の
な
い
補
聴
器
装

着
を
助
成
す
る
制
度
の
拡

充
に
つ
い
て
国
に
要
望
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
引
き

続
き
実
施
し
実
現
を
目
指

し
て
い
く
。

議
員
　
網
膜
色
素
変
性
症

の
方
が
使
用
で
き
る
暗
所

視
支
援
眼
鏡
を
日
常
生
活

用
具
給
付
事
業
の
対
象
に

追
加
出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
夜
間
の

移
動
に
効
果
が
あ
り
、
経

済
的
負
担
の
軽
減
に
な
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
先

進
自
治
体
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、

追
加
に
向
け
検
討
し
て
い

く
。

地
域
猫
活
動
団
体
以
外
に
も

　
　
　不
妊
去
勢
手
術
等
の
補
助
を

近
隣
自
治
体
の
情
報
を
収
集
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
を
行
う

施
政
方
針
は

議
員
　
市
民
の
皆
さ
ま
が

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
幅
広
い

世
代
の
方
々
が
交
流
で
き

る
拠
点
施
設
が
必
要
と
考

え
る
が
、
新
設
も
含
め
た

検
討
を
。
改
正
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
の
取
り

組
み
は
。

環
境
経
済
部
長
　
農
業
者

の
減
少
や
荒
廃
農
地
の
拡

大
等
に
対
し
、
農
地
の
担

い
手
の
確
保
や
集
約
に
向

け
た
取
り
組
み
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
本
年
度
か

ら
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
筑

紫
等
関
係
機
関
と
連
携
し

地
域
計
画
の
策
定
に
取
り

組
む
。
農
地
の
所
有
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、 

10
年
後
の
１
筆
毎
の
農
地

の
耕
作
者
を
示
す
目
標
地

図
の
作
成
に
取
り
組
む
。

議
員
　
待
機
児
童
解
消
を

図
る
た
め
の
事
業
者
の
公

募
等
は
。

企
画
政
策
部
長
　
本
年
４

月
１
日
現
在
の
待
機
児
童

16
人
、
そ
の
他
特
定
の
理

由
に
よ
る
入
所
保
留
児
童

が
１
３
０
人
程
度
と
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
公
募

に
よ
り
令
和
６
年
度
に
定

員
19
人
の
小
規
模
保
育
所
、

令
和
７
年
度
に
定
員
１
５

０
人
の
認
可
保
育
所
の
新

設
を
行
い
待
機
児
童
の
解

消
に
努
め
る
。
応
募
資
格

等
に
つ
い
て
は
新
規
既
存

を
問
わ
ず
幅
広
く
個
別
の

相
談
に
応
じ
る
。

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は

議
員
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
推
進
の
下
、
本

市
に
お
い
て
も
一
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
整
備
さ

れ
た
が
、
授
業
に
お
い
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
動
画
教
材

を
視
聴
す
る
こ
と
で
一
層

の
効
果
が
見
ら
れ
る
と
思

う
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ

れ
て
い
る
の
か
。

政
策
部
長
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
提

供
す
る
教
育
用
動
画
な
ど

安
全
性
が
担
保
さ
れ
た
動

画
サ
イ
ト
に
限
り
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

議
員
　
本
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
は
近
隣
市
と
比
較
し
て

遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
の
声
を
聞
く
が
、
今

後
ど
の
様
に
取
り
組
む
の

か
。

政
策
部
長
　
昨
年
度
実
施

さ
れ
た
端
末
利
活
用
に
か

か
る
全
国
調
査
の
結
果
を
、

全
国
と
本
市
で
比
較
分
析

し
た
と
こ
ろ
、
利
活
用
頻

度
の
面
で
課
題
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ

ル
ド
リ
ル
の
活
用
や
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
持
ち
帰

り
家
庭
学
習
に
お
い
て
活

用
す
る
取
り
組
み
の
推
進

な
ど
、
学
校
と
連
携
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

新
規
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の

　要
望
が
あ
れ
ば
応
え
て
い
く
の
か

『
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
筑
紫
野
』
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
大
変
重
要
な
論
点
と
考
え
て
い
る
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本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。

議
員

市
長

教
育
部
長

教
育
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

環
境
経
済
部
長

議
員

議
員

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員

環
境
経
済
部
長

議
員

健
康
福
祉
部
長

議
員

議
員
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古賀 新悟
（－）

春口 茜
（市民会議）

田中 允
（－）

議
員
　
今
年
度
か
ら
こ
ど

も
家
庭
庁
が
発
足
さ
れ
た
。

子
ど
も
の
権
利
を
守
る
こ

と
が
、
今
後
の
筑
紫
野
市

の
発
展
と
永
続
的
な
成
長

に
つ
な
が
る
と
感
じ
て
い

る
。

　
ひ
と
り
親
へ
の
養
育
費

未
払
い
を
防
ぐ
た
め
に
、

窓
口
に
相
談
に
来
ら
れ
た

方
々
へ
の
き
め
細
か
な
サ

ポ
ー
ト
や
説
明
と
啓
発
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
見
解

は
。

環
境
経
済
部
長
　
今
年
度

か
ら
実
施
す
る
公
正
証
書

作
成
及
び
保
証
契
約
締
結

費
用
の
補
助
と
併
せ
て
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
活
用

し
た
手
続
き
の
説
明
や
広

報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
た
制
度

の
周
知
啓
発
に
努
め
て
い

く
。

０
〜
２
歳
保
育
料

完
全
無
償
化

議
員
　
無
償
化
に
す
る
こ

と
で
、
経
済
的
な
制
約
が

少
な
く
な
る
為
、
労
働
復

帰
し
や
す
く
な
る
。
第
二

子
以
降
を
諦
め
て
い
た
方

が
筑
紫
野
市
で
子
ど
も
を

産
み
、
育
て
た
い
と
思
う

の
で
は
な
い
か
。

　
子
育
て
支
援
、
少
子
化

対
策
、
若
年
層
の
人
口
増

加
、
税
収
に
お
い
て
も
大

き
な
効
果
が
期
待
で
き
る

と
考
え
る
。

　
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち

に
筑
紫
野
市
を
託
す
た
め

に
、
保
育
料
完
全
無
償
化

実
現
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
市
の
見
解
は
。

企
画
政
策
部
長
　
０
〜
２

歳
に
つ
い
て
は
、
３
歳
以

上
児
と
比
較
し
保
育
士
の

配
置
が
手
厚
い
体
制
と
な

る
こ
と
か
ら
、
所
得
に
よ

る
階
層
区
分
を
設
け
、
段

階
的
な
応
能
負
担
と
し
て

い
る
。
完
全
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
財
源
負
担
が
大

き
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の

国
、
県
の
動
向
を
注
視
す

る
。

届
出
保
育
所
施
設
へ

の
運
営
費
の
補
助
は

議
員
　
資
金
不
足
に
よ
る

保
育
人
材
不
足
に
お
い
て

も
不
利
に
感
じ
ら
れ
る
届

出
保
育
施
設
に
対
し
、
運

営
費
の
補
助
を
す
る
こ
と

で
、
保
育
の
質
を
上
げ
る

こ
と
が
で
き
、
保
護
者
の

負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
る
が
見
解
は
。

企
画
政
策
部
長
　
地
域
に

お
け
る
保
育
の
受
け
皿
の

一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
為
、
そ
の
役
割
や

補
助
の
目
的
、
効
果
を
整

理
し
た
上
で
検
討
す
る
。

養
育
費
未
払
い
を
防
ぐ
た
め

　
　
　
　
　
　
　ひ
と
り
親
支
援
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た

　
　
　
　 

制
度
の
周
知
啓
発
に
努
め
る

子
ど
も
条
例
を
生
か
し
た

　
　
　
　
　子
ど
も
子
育
て
支
援
を

先
進
自
治
体
の
情
報
収
集
に
努
め
る

議
員
　
子
ど
も
た
ち
の
権

利
遂
行
の
た
め
、
社
会
に

参
加
し
、
ま
た
は
参
画
す

る
機
会
を
設
け
る
べ
き
。

健
康
福
祉
部
長
　
子
ど
も

た
ち
が
社
会
に
参
加
・
参

画
す
る
機
会
に
つ
い
て
、

公
共
施
設
や
地
域
に
お
い

て
、
イ
ベ
ン
ト
や
体
験
学

習
等
の
機
会
が
幅
広
く
設

け
ら
れ
て
い
る
。
今
後
は
、

本
市
の
子
ど
も
条
例
に
則

り
、
子
ど
も
の
参
加
す
る

権
利
に
つ
い
て
、
子
ど
も

や
子
育
て
支
援
に
関
わ
る

関
係
機
関
及
び
団
体
等
へ

の
周
知
に
努
め
る
。

議
員
　
子
ど
も
条
例
を
生

か
す
た
め
に
は
、
子
ど
も

子
育
て
支
援
に
お
い
て
、

子
ど
も
が
主
人
公
の
社
会

を
市
民
協
働
で
進
め
る
こ

と
が
大
事
。
す
で
に
市
民

グ
ル
ー
プ
が
展
開
し
て
い

る
プ
レ
ー
パ
ー
ク
の
支
援

を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
市
長
の
見
解
は
。

部
長
　
私
は
昨
年
11
月
、

筑
紫
女
学
園
大
学
の
筑
女

の
森
で
開
催
さ
れ
た
プ
レ

ー
パ
ー
ク
に
参
加
し
た
。

当
日
は
参
加
者
も
多
く
、

自
分
が
子
ど
も
の
頃
に
野

山
で
遊
ん
で
い
た
こ
と
を

思
い
出
す
と
と
も
に
、
子

ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人

も
一
緒
に
な
っ
て
遊
ぶ
姿

が
印
象
的
だ
っ
た
。

  

こ
の
よ
う
に
、
自
然
豊

か
な
環
境
に
お
い
て
、
自

ら
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

多
様
な
体
験
が
で
き
る
場

は
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び

場
と
し
て
、
ひ
と
つ
の
有

り
様
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　
そ
の
た
め
、
既
存
の
施

設
・
公
園
等
の
現
状
を
分

析
す
る
と
と
も
に
、
先
進

自
治
体
の
情
報
収
集
に
努

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

山本 加奈子
（公明党）

インターネットで本会議の映像を視聴できます。

議
員
　
飼
い
主
の
い
な
い

猫
に
仔
猫
が
生
ま
れ
、
環

境
課
に
相
談
し
た
際
、
ど

う
ぶ
つ
基
金
の
「
さ
く
ら

ね
こ
無
料
不
妊
手
術
」
の

案
内
を
さ
れ
た
が
、
市
が

ま
と
め
て
30
枚
申
請
し
た

無
料
手
術
券
の
抽
選
結
果

は
４
枚
。
今
年
度
は
確
率

が
低
い
と
の
事
だ
っ
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
Ｔ
Ｎ
Ｒ

活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
は

不
妊
去
勢
手
術
代
や
譲
渡

会
に
か
か
る
検
査
費
用
等

多
く
を
負
担
さ
れ
て
い
る
。

春
日
市
、
太
宰
府
市
、
那

珂
川
市
で
は
、
「
飼
い
主

の
い
な
い
猫
の
不
妊
去
勢

手
術
費
補
助
事
業
」
、
古

賀
市
で
は
不
妊
去
勢
手
術

の
他
、
猫
の
譲
渡
に
か
か

る
検
査
に
要
す
る
経
費
ま

で
補
助
し
て
い
る
。
地
域

猫
活
動
を
さ
れ
て
い
る
団

体
へ
の
補
助
も
大
事
だ
が
、

地
域
猫
活
動
に
至
っ
て
い

な
い
団
体
や
個
人
へ
の
補

助
も
必
要
で
は
な
い
か
。

環
境
経
済
部
長
　
不
妊
去

勢
手
術
等
の
補
助
は
、
現

在
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体

等
の
方
々
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
地
域
内
の
猫
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
抑
制
に
取
り
組

ま
れ
、
そ
の
費
用
を
寄
付

や
団
体
構
成
員
の
自
己
負

担
に
よ
り
賄
わ
れ
、
大
き

な
負
担
に
な
っ
て
い
る
事

は
聞
き
及
ん
で
い
る
。
市

も
地
域
猫
活
動
を
推
奨
し

て
い
る
の
で
、
更
な
る
支

援
が
行
え
る
よ
う
近
隣
自

治
体
の
情
報
を
収
集
し
、

検
討
を
行
っ
て
い
く
。

障
害
者
情
報
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施

策
推
進
法

議
員
　
視
覚
障
が
い
者
の

情
報
取
得
サ
ポ
ー
ト
と
し

て
公
的
な
通
知
に
つ
い
て

は
、
音
声
コ
ー
ド
の
普
及

を
進
め
る
べ
き
で
は
。

企
画
政
策
部
長
　
庁
内
を

対
象
に
情
報
提
供
を
行
い

公
的
な
通
知
を
は
じ
め
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
へ
の
導

入
普
及
を
図
っ
て
い
く
。

議
員
　
18
歳
以
上
軽
・
中

等
度
難
聴
者
（
30
デ
シ
ベ

ル
以
上
）
へ
補
聴
器
購
入

費
助
成
が
出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
全
国
市

長
会
を
通
じ
て
年
齢
に
よ

る
制
限
の
な
い
補
聴
器
装

着
を
助
成
す
る
制
度
の
拡

充
に
つ
い
て
国
に
要
望
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
引
き

続
き
実
施
し
実
現
を
目
指

し
て
い
く
。

議
員
　
網
膜
色
素
変
性
症

の
方
が
使
用
で
き
る
暗
所

視
支
援
眼
鏡
を
日
常
生
活

用
具
給
付
事
業
の
対
象
に

追
加
出
来
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長
　
夜
間
の

移
動
に
効
果
が
あ
り
、
経

済
的
負
担
の
軽
減
に
な
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
先

進
自
治
体
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
行
い
、

追
加
に
向
け
検
討
し
て
い

く
。

地
域
猫
活
動
団
体
以
外
に
も

　
　
　不
妊
去
勢
手
術
等
の
補
助
を

近
隣
自
治
体
の
情
報
を
収
集
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
討
を
行
う

施
政
方
針
は

議
員
　
市
民
の
皆
さ
ま
が

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
幅
広
い

世
代
の
方
々
が
交
流
で
き

る
拠
点
施
設
が
必
要
と
考

え
る
が
、
新
設
も
含
め
た

検
討
を
。
改
正
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
の
取
り

組
み
は
。

環
境
経
済
部
長
　
農
業
者

の
減
少
や
荒
廃
農
地
の
拡

大
等
に
対
し
、
農
地
の
担

い
手
の
確
保
や
集
約
に
向

け
た
取
り
組
み
が
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
本
年
度
か

ら
農
業
委
員
会
、
Ｊ
Ａ
筑

紫
等
関
係
機
関
と
連
携
し

地
域
計
画
の
策
定
に
取
り

組
む
。
農
地
の
所
有
者
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、 

10
年
後
の
１
筆
毎
の
農
地

の
耕
作
者
を
示
す
目
標
地

図
の
作
成
に
取
り
組
む
。

議
員
　
待
機
児
童
解
消
を

図
る
た
め
の
事
業
者
の
公

募
等
は
。

企
画
政
策
部
長
　
本
年
４

月
１
日
現
在
の
待
機
児
童

16
人
、
そ
の
他
特
定
の
理

由
に
よ
る
入
所
保
留
児
童

が
１
３
０
人
程
度
と
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
公
募

に
よ
り
令
和
６
年
度
に
定

員
19
人
の
小
規
模
保
育
所
、

令
和
７
年
度
に
定
員
１
５

０
人
の
認
可
保
育
所
の
新

設
を
行
い
待
機
児
童
の
解

消
に
努
め
る
。
応
募
資
格

等
に
つ
い
て
は
新
規
既
存

を
問
わ
ず
幅
広
く
個
別
の

相
談
に
応
じ
る
。

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
は

議
員
　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
構
想
の
推
進
の
下
、
本

市
に
お
い
て
も
一
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
整
備
さ

れ
た
が
、
授
業
に
お
い
て

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
動
画
教
材

を
視
聴
す
る
こ
と
で
一
層

の
効
果
が
見
ら
れ
る
と
思

う
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ

れ
て
い
る
の
か
。

政
策
部
長
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
提

供
す
る
教
育
用
動
画
な
ど

安
全
性
が
担
保
さ
れ
た
動

画
サ
イ
ト
に
限
り
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

議
員
　
本
市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
は
近
隣
市
と
比
較
し
て

遅
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
の
声
を
聞
く
が
、
今

後
ど
の
様
に
取
り
組
む
の

か
。

政
策
部
長
　
昨
年
度
実
施

さ
れ
た
端
末
利
活
用
に
か

か
る
全
国
調
査
の
結
果
を
、

全
国
と
本
市
で
比
較
分
析

し
た
と
こ
ろ
、
利
活
用
頻

度
の
面
で
課
題
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
デ
ジ
タ

ル
ド
リ
ル
の
活
用
や
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
持
ち
帰

り
家
庭
学
習
に
お
い
て
活

用
す
る
取
り
組
み
の
推
進

な
ど
、
学
校
と
連
携
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

新
規
ス
ポ
ー
ツ
施
設
等
の

　要
望
が
あ
れ
ば
応
え
て
い
く
の
か

『
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
筑
紫
野
』
を
実
現
さ
せ
る

た
め
に
大
変
重
要
な
論
点
と
考
え
て
い
る

筑紫野市議会
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会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。
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本会議会議録 委員会会議録

　広報委員会も新体制でスタートしました。分かりやす
く、読みやすいように心がけました。今回は、新年度予
算、代表質問など内容が盛り沢山です。
　新型コロナウイルス感染症の分類が「５類」に引き下
げられました。感染防止策と社会経済活動の両立を目
指し、地域行事等も再開されています。議会でもコロナ
禍での経験を活かし、今後、様々な取り組みを検討して
いきます。　　　　　　　　　　　　　　　　（坂口）
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今回の定例会

2023
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10万市民に議会を

9/1
・筑紫公平委員会委員の選任　白水 和幸氏（同意）
・筑紫野市監査委員の選任　　山本 加奈子氏（同意）
・教育委員会委員の任命　　　和田 法明氏（同意）
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令和５年９月定例会

議案の内容は、
市のホームページを
ご覧下さい。

市議会関係日程のお知らせ 6月定例会 審議結果
（６月９日～７月６日）

条　　例・・・・・・・１件（原案可決）

予算及び補正予算・・２件（原案可決）

人事案件・・・・・・・３件

■次回第202号は令和5年11月１日発行予定です。

広報委員会
原口　政信委 員 長

副委員長 前田　倫宏

委　　員

西村　和子・坂口　勝彦
段下季一郎・赤司　祥一

本会議と委員会の会議録閲覧はこちらから
※6月定例会会議録は8月下旬以降に閲覧可能となります。

（左から）
辻本美惠子議員、上村和男議員、赤司泰一議員

　第99回全国市議会議長会定期総会に
おいて、永年の議会活動を通じ、地方
自治と市政の発展に寄与された功績に
対し、市議会正副議長４年以上表彰と
して辻本美惠子議員が、議員20年以上
特別表彰として上村和男議員、赤司泰
一議員が受賞されました。

７月３日
正副議長４年以上表彰
議員20年以上特別表彰

 

 


